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　遙はるか昔、オーディン神が創そう造ぞうした世界は九つに分かれていた。

　極ごつ寒かんの国、死者の国、灼しやく熱ねつの国、人間の国、巨人の国。

　そして白しろ妖よう精せいと黒妖精の住むそれぞれの国と、二つの神族が住まう二国は、世界樹ユグドラシルという天をつく『とねりこの樹』の根で繫つながっていたという。

　オーディンが館やかたを構える神の国アースガルドには美しい神かみ々がみが集つどっていた。

　彼らにはかぎりなき好奇心と勇気、一族への忠ちゆう誠せいがあり、寛容さと掟おきてを守る厳げん格かくさがあった。しかし同時に傲ごう岸がんで同情心に欠け、目的のためなら悪徳さえも目を瞑つぶる残ざん忍にんさも持ち合わせていた。

　そんな彼らが怖おそれていたのはただ一つ。

　──滅ほろびの宿命だ。

　宿命を知ったオーディンは、人間どうしの争いで死んでいった者の魂たましいを、戦死者の選び手ヴアルキリーに運ばせ、戦場の勇士エインヘリアルとして自軍に加えその日に備そなえた。

　滅びるとわかっていてもなお、命あるかぎり全力で戦うために。

　だが神々の中には裏切り者もいた。

　オーディンの義ぎ兄きよう弟だいといわれるロキ神だ。

　美しいけれど移り気でずるがしこいロキは、仲間である神の一族を幾いく度ども困難に陥おとしいれ、ときには悪知恵によって救うこともある複雑な心の持ち主ぬしだった。

　あるときロキは皆みなに愛される光の神を陥れて殺してしまう。

　このことが滅びの運命を加速させた。

　人間の国では凍いてつく冬が三度続き、世は荒こう廃はいの途をたどり──そして迎むかえた宿命の日。

　太陽と月は狼おおかみに飲み込まれ、星は空から姿を消した。

　赤き雄おん鳥どりの声を聞いた魔狼フエンリルと大蛇ヨルムンガンドは暴あばれ、灼熱、巨人、死者の国の大軍が、虹にじの橋を渡り神の国に侵しん攻こうする。

　神の国アースガルドの門番が角笛を響ひびかせると、神々と英えい雄ゆうたちは武装して決戦の平原へ集結した。

　死し闘とうが繰くり広げられ、神も巨人も次々に命を落としていく。

　ロキも仇きゆう敵てきと相打ちになり、灼熱の国の長おさが放った炎は九つの国を焼き払った。

　その炎は神々も英雄も人間もすべてを死に絶えさせ、大地は海へ沈しずみゆく。

　しかし洗われた大地は再び浮上する。

　そのとき新しい物語は、もう始まっている。
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　手を伸のばしても叫さけんでも止められない。

　燃もえ盛さかる炎は迫せまる。

　狂くるおしく舞う踊おどり子のショールのように風を起こし、翻ひるがえりながら。

　大地を焼き宮殿を破壊して、太陽も月もない空を極光オーロラより鮮あざやかに覆おおう炎は、もっと高い場所に嚙かみつこうと口をあける。

　からからに乾かわいたこの身を焼き尽つくそうと、喉のどの奥から赤い舌したをのぞかせながら。




「……っ！」

　目め覚ざめたフリーダは、紫し紺こんの瞳ひとみを大きく見開いた。

　視界に入ってきたのは、炎に包まれた世界ではなく、重たい雲くもに覆われた空だ。

（またあの夢……！）

　ときどき見る夢だが、おそろしい滅ほろびの光景は何度見ても慣なれることはない。それに──

（私、どうしてこんなところに？）

　頰ほおに触ふれる雪の冷たさでようやく気がついた。ここが狭せまい山道に降り積つもる雪の上だと。

　早朝に王宮ヴアラスキヤルヴを出て、王都を離れて──日が高いうちに山越えをするはずだったのに。

　道が狭いから他の三人に先を行ってもらい、自分が最後尾だったのは覚えている。

（そうだ、馬は!?）

　薄うすく積もる雪に仰あお向むけに倒れていたフリーダは、頭を動かしてまわりを見る。

　だが頭の奥がずきりと痛み、連動して体のあちこちに激痛が走った。

「痛っ……」

「大だい丈じよう夫ぶか？　凍いてつき姫ひめ」

　突然上から聞こえた男性の声に、心臓が止まるくらい驚おどろいた。

　鉛なまり色の空を背にフリーダの顔をのぞき込んできたのは、灰色の毛織物で顔を覆った男だ。

　痛みを堪こらえて上体を起こすと、フリーダはまだらに雪ゆき化げ粧しようをした山道の前後を、武器を手にした覆ふく面めんの者五人に囲まれていた。

「誰だれ……っ!?」

「アースランド連れん邦ぽうオーディンレイ国王女、フリーダ姫。あなたを落馬させておいて、名乗る馬ば鹿かがいるとお思いか？」

　毛織物の隙すき間まから目だけをのぞかせた男が、小馬鹿にしたように笑う。

　フリーダは男の仲間に捕とらえられた馬を見て、はっきりと思いだした。

　先行の同行者たちが視界から消え、つづら折りの山道に一人になったフリーダの前に、男が飛びだしてきたことを。

（そうだ。この人を避さけようとして宙ちゆうに放りだされて──）

　どれぐらい気絶していたのだろう。この国独自の製法で作られた、鎧よろいと同じ強度を持つ制服のおかげで体は痛むが体温は奪うばわれていない。それに怪け我がもしていない。

　だがいつもなら肌はだ身み離さず持っている槍やりは、目の前の男の手に握にぎられている。

（グングニル……！）

　男が握っているのは、オーディンレイ国の至宝プレシヤスグングニルだ。

　神しん秘ぴ文字ルーン文字フサルクが細かく刻きざまれたその槍は、かつてオーディン神のものだった。

　人間の世界に戦いくさを巻き起こし、そこで見いだした英えい雄ゆうを支配下に置くために用もちいられた槍も、今は人の王国──オーディンレイ国の王おう位い継けい承しよう者しやに受け継つがれている。

（この人たちの目的はわからないけど、あれだけは取り戻さなくちゃ……）

　岩に背を向けじりっと後ずさり、フリーダは震ふるえる声で訊たずねる。

「私を知っているということは、オーディンレイの方ですか？」

「それは認みとめましょう。この国の民たみに、お美しい王女様を知らぬ者などいませんよ」

　男の皮肉に、フリーダはくちびるを引き結ぶ。

　この国には二人といない、生まれながらに色を持たない白はく銀ぎんの髪かみ、処しよ女じよ雪ゆきの肌。

　極光オーロラのように色味の濃のう淡たんを変える、神秘をたたえた紫紺の瞳。

　十六という年齢にしてはやや幼おさなく見える妖よう精せいめいた美び貌ぼうを持つ娘むすめは、オーディンレイ国王女フリーダその人しかいない。

「何しろ王女様は誰にも似ていませんからねぇ。ご両親である王にも王おう妃ひにも、この国の誰にも……。だが王族の血を引いていないどころか、どんな人間の血を引いているかもわからない『拾ひろわれ子』のあんたが、この国のたった一人の王位継承者だ。……みんな思っていますよ、『ありえない』ってね」

　男がそう言ってフリーダに槍を向けると、彼の仲間も悪意の笑い声で同意する。

　嘲ちよう笑しように包まれたフリーダは一つ深呼吸をして、落ち着けと自分に命じる。

（……このぐらい何よ、街で卵を投げつけられて笑われたときよりましじゃない。人目につかない山道を選んでくれただけ、ありがたいわ）

　うろたえてはいけない。王女として毅き然ぜんとしていなければ。

　拾われ子であることはたしかだが、自分は王の子として十六年間、王女の義務と責任を身につけてきたのだから。

　完かん璧ぺきな王女であれ。そう思えば、たいていのことは耐えられる。

（相手は自国の民よ。まずは笑顔、笑顔……！）

　へたに刺激せず、穏おん便びんにやりすごさなければ。フリーダはにっこりと口の端をあげる。

「私へのご意見なら、こんなさびしい場所で待まち伏ぶせたりしなくとも、宮きゆう殿でんを訪ねてくださったらよかったのに。寒かったでしょう？」

　はた、と動きを止めた男たちは失笑する。

「俺たちの心配なんかしてる場合かよ。頭の打ち所が悪かったのか？」

「氷の心の凍てつき姫と呼ばれているだけあって、感情がいかれてるんだろう」

　凍てつき姫。

　それはフリーダには人の血が通っていないようだと揶や揄ゆするあだ名だ。

　そうじゃないのに、とフリーダは長い睫まつ毛げを伏せる。

　けれど昔、歴史の先生が教えてくれた。あのオーディン神だって自分を傷つけることと引き換えに魔ま術じゆつを得て、神秘のすべてを手に入れたのだと。

（神でさえそうだもの。ほしいものを手に入れるって簡単じゃないのよ）

　こんなことで傷ついて立ち止まっている場合ではない。

　春のような微笑ほほえみを浮かべたまま、フリーダは槍を持つ男に言う。

「あのですね、申し訳ありませんが私、公務に向かう途中なんです。到着が遅おくれると多くの方に迷めい惑わくをかけてしまうので、お話なら本当に今度宮殿で……」

「その公務ってのは、四つの国の王位継承者が受ける『九ここの日か九きゆう夜やの試し練れん』だな？」

「──。よくご存じですね？」

　九日九夜の試練とは、アースランド連邦四カ国が合同で行う計画プロジエクトのことだ。

　四カ国の若き王位継承者を集め、それぞれが各国の役割を知り、互たがいの絆きずなを深める九日間の試練。それを乗り越えたとき、王の子らは王となる資し格かくを得る。

　だがこの計画プロジエクトが行われるのは今回が初めてだし、民には公表していないはず。

（この人たち、どうして知っているのかしら？　しかも待ち伏せてたってことは、かなり詳細を把は握あくしてるんじゃ……!?）

　それができる人間は限られている。となると彼らはもしや、普段から王宮ヴアラスキヤルヴに出入りしている者なのでは……。

（なんか、まずいことに気づいちゃったかも!?）

　笑顔で固まるフリーダを見て、男もしゃべりすぎたと思ったらしい。

「そ、そんなことはどうでもいい。あんたをその試練に参加させるわけにはいかないんだよ！　アースランドを守る重大な責任があるオーディンレイの王に、あんたがなるべきじゃない。あんただってこの国の王には誰がふさわしいのか、本当はわかっているんだろう？」

「それは……」

　たしかにこの国の王の役目は重大で、責任も重い。

　アースランドは周囲を海に囲まれた巨大な島だ。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきや氷ひよう河が、荒々しい海岸線が続くこの島は、氷に閉ざされた北の海から押し寄せる強い海流に囲まれていて、船を接岸できる陸地はごくわずかしかない。

　そんな絶海の孤島といえるこの国は、領土を四つに分けた四カ国からなる連邦国として、独立を維い持じし続けている。

　四カ国の中で唯ゆい一いつ、船の接岸が可能な島の南西を領土とするオーディンレイは、海を隔へだてた大陸ミツドガルドから一番近い。

　そんな国防の要かなめと呼ばれる国の、未来の王にふさわしいのは誰か。

（血統で言えば私じゃない。……けど！）

　至宝プレシヤスグングニルを奪われるということは、王位継承権を放ほう棄きしたのと同じこと。

　それはできないと、フリーダは顔をあげる。

「血の繫つながりはなくとも私は王の娘。王が私を跡あと継つぎと決めたなら、私は最善の努力をしてそれに応こたえるのみ。拾われ子だからこそ、拾ってくださった王への忠ちゆう義ぎを尽くすんです。──さあもういいでしょう？　その槍は王家にとって大事なもの。お返しください！」

　勇気を振り絞しぼり両手を差しだすと、その手に縄なわがかけられた。

（えっ……!?）

　一瞬の隙をついて縄をかけた男は、覆面の奥でにやりと目を細める。

「俺たちが望む王はあんたじゃない。正しい王を迎むかえるためにもあんたには消えてもらう。……一いつ緒しよに来てもらうぞ」

　縄を強く引かれ、体勢を崩くずしたフリーダは雪の中に引き倒された。

　強引に押さえつけられ、体にも縄が巻きつけられる。だが歯を食いしばったフリーダは男を肩で突き飛ばし、腕の自由がきかぬまま逃にげた。

「……っ！」

「逃がすな、捕つかまえろ！」

　前方には戦斧せんぷを構えた者たちが待ち構え、後方からは槍を持った男がすでに起きあがり、迫ってきている。残った逃げ道は両脇の岩山しかない。

　前後をふさがれたフリーダは、険けわしい岩山を見あげた。

（もう、ここを登るしか……！）

「フリーダ！」

　雪山に若い男性の声が響ひびいた。

　はっと山道の奥を見ると、先に行った同行者の一人が、黒馬に乗って駆かけてくる。

（え!?　ど、どうしてあの人が……）

　思いがけない人の登場に戸惑うフリーダの背に、追ってきた男の槍が迫る。

　雪を跳はね上げ賊ぞくを蹴け散ちらした戦士は、大剣を構えてフリーダの横を駆け抜けた。

（今のは──テュールの剣！）

　かつて軍ぐん神しんテュールが振るったという大剣を、あんなにも軽々と扱あつかうとは。

　馬上から振り抜かれた剣は、男の腕を斬きり飛ばす威い力りよくがあった。

　しかし風を切った剣は男の鼻先でぴたりと止められ、寸止めに顔を歪ゆがませた男は槍を落とし、フリーダの目の前で頽くずおれた。

（あっ……、グングニル！）

　あまりの素早さに見入っていたフリーダは、雪の上に落ちた槍をとっさに取り戻す。

　それを大事に胸に抱くフリーダの横で、戦士は軽かろやかに馬を下りた。

　彼の制服も選ばれた者だけに与えられた特別製だ。フリーダの着ている女性用と意い匠しようは違うが、色が白であることと雰ふん囲い気きはどちらも同じだ。

「大丈夫か？　フリーダ」

「え、ええ……」

　助けてくれた相手なのに、フリーダは目も見ずに答えた。

　しかし彼はそれでもほっとした表情を浮かべ、フリーダを背に庇かばう。

「俺はアースランド連邦ヴァルハラ戦士団戦場の勇士エインヘリアル隊、隊長アリオスだ。おまえたち、この方をオーディンレイ王女だと知っての狼ろう藉ぜきか」

　右手で剣を構えた彼の双そう眸ぼうは、海へ流れ込む氷河の青。

　髪は漆しつ黒こくで、凜り々りしい顔立ちからは意志の強さがにじみ出ている。

　それから疾しつ風ぷうのような身のこなしからもわかる、引き締まった戦士の体たい軀く。

　すらりとした長身の、美しい立ち姿がまるで一振りの剣のような青年──アリオスは現在二十一歳の、隣りん国ごくテュールアークの王子だ。

　そして同時に、彼が剣を向けている男たちが求める『正しい王』でもある。

「あ、アリオス様……！」

　態度を急変させた男たちは、その場に膝ひざをつきアリオスにひれ伏した。

　何事だ？　と首をひねったアリオスは、構えた剣の緊張をとく。

「なんだ？　おまえたち」

「あなたの信しん奉ぽう者しやです！　我々は正統な後継者であるあなたにこの国に戻っていただきたく、行動を起こしたのです！」

「俺に……オーディンレイに来いって？」

　参まいったなと頭に手をやるアリオスの後ろで、フリーダは小さく息をつく。

（そういうことだったのね。この人たちの目的は私を消して、アリオスを新王に擁よう立りつすること……！）

　これもフリーダが拾われ子であるのと同じぐらい広く知れ渡っていることだが、わけあって隣国の王の養よう子しになったアリオスは、フリーダの両親──オーディンレイ王夫妻の実子なのだ。

　オーディンレイの王位継承権は、代々男女の別なく王の直系の長ちよう子しに与あたえられる。

　現在王夫妻に他に子どもはなく、王には兄きよう弟だいもいない。血ち筋すじでいうなら次のオーディンレイ王にふさわしいのは、フリーダではなくアリオスなのだ。

「アリオス様！　どうか今の国を捨てて、オーディンレイの次期王に！」

　立場のないフリーダの前で男たちは雪に額ひたいをつけ、まるで神のように彼を崇あがめている。

　やれやれと剣をおろしたアリオスは、すっと目を細めた。

「そのために王女を殺そうとしたのか？」

　無言で頷うなずく男たちから視線をはずし、アリオスはフリーダを振り返る。そして自分のことで申し訳ないとでもいいたげに眉まゆをひそめ──また男たちに向き直った。

「馬鹿なことをするな。俺が跡を継ぐのはテュールアークで、オーディンレイ王になるのはこのフリーダ王女だ。世間がどう騒ごうがそれが覆くつがえることはない」

　そう言って背を向け、フリーダの縄をときにかかるアリオスに、覆面男は「そんな」と追いすがる。

「もう一度お考え直しください、アリ」

　言葉は続かなかった。灰色の鼻先に、「行け」と剣が突きつけられたのだ。

「金こん輪りん際ざい王女に近づくな。さっきは寸止めしたが二度目はないぞ」

　ぶるぶると拳こぶしを震ふるわせ雪を殴なぐりつけた男は、それでも一礼をして立ちあがる。

「申し訳ありませんでした。また改めてお目にかかります。……ご慈じ悲ひに感謝を」

　仲間を率いて、男は王都の方角へ山道を下っていった。

（今のは本ほん音ね？　アリオス自身はオーディンレイに戻るつもりはないってこと？）

　賊を見送るアリオスの横顔を、フリーダはまじまじと見あげる。

　それが本当ならと一いつ瞬しゆん安心しかけるも、フリーダは「いけないっ」と、気を引きしめる。

（簡単に気を許ゆるすのは危険だわ。この人にオーディンレイの王位をとられたら、私、行くところなんかないんだから……）

　一人で縄をほどこうと悪あく戦せん苦く闘とうしていると、アリオスがすぐに手を貸してくれた。

「待ってろ、俺がやってやる」

「だ、大丈夫です。一人でできますからっ！」

　しかし焦あせれば焦るほど縄はこんがらがり、結局アリオスに縄をすべて切ってもらった。そうして自由の身になったが、今度はどんな顔をしていいかわからない。

（アリオス一人が戻ってきたのは、私がついて来ないことに一番に気づいて、駆けつけてくれたってこと……なのよね）

　お礼を言わなければと隙をうかがうのだが、剣をしまったアリオスは、何事もなかったように振り向いた。

「間に合ったからよかったが……すまなかったな。本当に怪我はないか？」

「あ、ありがとうございます。本当に大丈夫ですから」

「ならいいが、あの連中のことは王に報告しておこう。またこんなことがあれば──」

「いいえ、いいんです。あの人たちはオーディンレイの方ですから」

「……オーディンレイの人間だからって、許されることじゃないだろう？　王女を手にかけようとしたんだぞ」

　まるでわがままをたしなめるような優しい問いに、フリーダは怯おびえながらもかみついた。

「たとえこちらが一方的に傷つけられようと、民の言葉に耳を傾けるのが王族の務つとめ。そう幼い頃ころから父に厳きびしく教育されてきたんです、私」

　じっと聞き入るアリオスは、否定も肯こう定ていもしなかった。

　おまえは孤こ児じというだけで王位継承者として不利なのだから、どの国の王よりも民を愛し、その民を守れる強い人間にならなければいけない。そう父王は言った。

　そして父はこうも言った。おまえが一番してはいけないのが、悲劇の運命を背負った王女気取りだと。

（だから、絶対に弱音なんか吐かない……！）

　アリオスを前に崩れ去りそうな自信を奮い立たせ、フリーダはにっこりと笑う。

「さあ、遅れてしまったぶん急がないと。行きましょうアリオス」

『王女らしく』フリーダは自分の馬にひらりと跨またがった。

　すると、彼は諦めたとでもいうように一つ息をつく。

「君が寛容だということはわかった。だが俺は、本名も名乗れず顔もさらせない、安全な場所に隠れてなんの代だい償しようも払うつもりがない連中に、他人の行く手を阻はばむ権利はないと思っている」

　きっぱりとそう言って、アリオスも黒馬に跨がると、フリーダの横を通り過ぎる。

（それは……私だって本当はそう思うわ。けど……っ）

　相手はオーディンレイの民だし、自分とアリオスとでは立場が違う。それに彼のことは、物心ついたときから存在は知っていたが、実際会って挨あい拶さつを交わしたのは昨日きのうが初めてだ。性格も知らない。彼の本心がどこにあるのかなんてまったくわからない。

（どうしてこんなこと言われなきゃいけないのよっ……！）

　固まるフリーダに、アリオスは頭だけ振り返って言う。

「これだけは了承してくれ。君がああいう連中と戦わないのなら、俺が戦うからな。そして何度でも邪じや魔まをする。いいな？」

「えっ、あの……!?」

　かけ声をあげ、アリオスは馬を走らせる。

　雪の山道を速歩で駆けていく王子の後ろ姿を、フリーダはぽかんと見つめた。

（今の……、私を守るっていうふうに聞こえたけど……？）

　彼自身はフリーダの立場を脅おびやかす気はないようだ。それは感じる。

「私だって本当は信じたい……でも……」

　──アリオスとの本当の出会いは、十六年前。

　雪原に捨てられていた赤ん坊のフリーダを救い、当時まだ王子だったオーディンレイ王に託たくしたのは、誰あろうアリオスなのだ。

　彼はその直後にアースランドを離れ、フリーダは顔も知らない命の恩おん人じんを、運命の王子様と慕したいながらオーディンレイの王女として成長した。

　だが一年半前、彼は戻ってきた。──剣を手に、ほしいものを奪いとれるまでに成長し、フリーダの立場を脅かす存在となって。

（……でも、これから九日間を一緒に過ごす仲間ですもの。うまくやらなければ）

　冷たい風が吹き抜ける山道を、フリーダは凜りんとした表情で振り返る。

　雪山を越えた先の王都には、九日間の試練を乗り越えなければ戻れない。

　伝統を守るこの国で孤児が王女になれたのは、人生最大の幸運なのだから。

「私にできるのは、この運が他の誰でもなく、私に与えられて正しかったと思われるよう最大限に活いかすこと……！」

　ここで生きていくには、それしかない。

　まっすぐ顔をあげたフリーダは、アリオスを追って山道を駆け抜けた。
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　二人が試練の開催地アクラネス要よう塞さいについたのは、日暮れ間近だった。

　ここは複雑な地形の峡湾フイヨルドの一端だ。まわりには風を遮さえぎるもののない荒こう野やが広がり、遙はるか遠方には雪をまとった乾かわいた山脈が横たわる。

　見渡す範囲で動いているのは、地面を這はうように生はえた黄色い草を食はむ、野生の馬のみ。王都とはかけ離れた僻へき地ちの、霧きりがかった海の眼がん前ぜんに建つ要塞は、全体を高い壁かべに覆われている。

　アクラネス要塞は、連邦四カ国の軍人で形成するヴァルハラ戦士団の一隊、オーディンレイが誇ほこる戦場の女神ヴアルキリー隊の持ち場だ。

　戦場の女神ヴアルキリーとは、かつてオーディン神の命を受け、人間の勇士の魂たましいを戦ヴ死ア者ルのハ館ラへ導みちびいた女神のことで、今は国防兵の総称となっている。

「すみません！　遅れました！」

　兵に案内されて広ひろ間まに入ると、先行の二人はすでに席についていた。

　フリーダとアリオスと同じ白い制せい服ふくを着た彼らは、ほぼ同時に振り返る。

「遅おそい！　おまえら二人で、どこで道みち草くさ食ってたんだよ！」

　不ふ機き嫌げんな口くち元もとから鋭するどい犬けん歯しをのぞかせ、いきなり尊そん大だいな態度で怒ってきた赤毛の青年は、ウルブ・レイブ。彼は雷らい神じんトールの名を冠かんした国、トルヴィークの王子だ。

　着崩した制服からのぞく襟えり足あしは十七歳にしては細く色白で、少年のように輝かがやく淡あわい緑の瞳には、気き位ぐらいの高さと強い自信がみなぎっている。

　彼の傍かたわらには、雷神トールが振るったという至宝プレシヤス、雷神の槌ミヨルニルが置かれている。

　神々の持つ武ぶ器きの中で最強とうたわれつつ、柄えが短すぎるという欠けつ点てんがあったそれも、今はウルブに改かい造ぞうされて長い柄がついている。

　まさかそれを振りあげてきたりはしないだろうが、ウルブはかなりご立りつ腹ぷくのようだ。

　これで賊に誘ゆう拐かいされかけたなんて正しよう直じきに言ったら、もっと機嫌を損そこねるに違いない。

「本当にごめんなさい、あの……その、景け色しきに気をとられてたら迷っちゃって。アリオスはそれに気づいて戻ってきてくれたの！」

「迷ったぁ？　自分の国の、通り慣れた道なのにか？」

「え、ええ……何かおかしい？」

　しどろもどろになりながら言い訳するフリーダを、ウルブは大きな瞳でじっと見つめる。

　横に並ならんでいたアリオスも変な顔で見ている。隠かくす気かと責せめるように。

（いいんです、あなたも黙だまっててください……！）

　声に出さずに口を動かすと、アリオスは困こまったものだとあきれたように引き下がる。

　するとウルブと並んで座っていたもう一人の王子が、くすっと微笑んだ。

「フリーダは噓うそがへただよね。そんなの、俺たちにはすぐわかるのに」

「……っ、噓じゃないわ。本当よ」

「ふぅん……、じゃあ同じことを俺おれの目を見て言える？」

　花を背負ったような華はなやかな雰囲気の王子は、ゆったりと椅い子すから立ちあがる。

　やわらかに肩にかかる金の髪に、恋の花言葉を持つ薔ば薇ら色いろの瞳。

　並ぶとアリオスよりわずかに背が高く見み目め麗うるわしいギルフィは十九歳。豊ほう穣じようの女神フレイヤの名を冠した国、フレイヤルの王子だ。

　彼の首元で炎のように輝いているのは、豊穣の女神フレイヤの黄金の首飾りブリーシンガ・メン。──四カ国に伝わる神の至宝プレシヤスのうち、もっとも美しい装そう飾しよく品ひんをさらりとつけこなし、ギルフィはフリーダに迫る。

「ほら、やっぱり噓だ。きみの目は何かを隠しているよ。……何かな、俺たちに言えないようなこと？」

「ちょ、ちょっとギルフィ……！」

　ふふっと微笑む甘あまい顔立ちの彼には、つねに女性の影がつきまとう。

　他た国こくの王子なのに、オーディンレイの女性のあいだでも「近ちか寄よっただけで妊にん娠しんするらしい」と、伝でん説せつ的てきな噂うわさが一人歩きしているほどだ。

（彼の子を本当に身ごもった女性がいるなんて、聞いたことないけど）

　しかしこの薔薇色の瞳に見つめられれば、慣れているフリーダだって多少はどぎまぎする。しかも気づけば、ごく自然に手を握られているし。

「わっ……、あ、あのギルフィ!?　本当に私っ」

「ふん、まーたギルの病気が始まった。フリーダ、とっとと白はく状じようしちまいな」

　あきれ顔のウルブが椅子に身を投げだして見み捨すてても、フリーダは意い地じでも口を割るまいと首を横に振ふる。するとギルフィは意い地じ悪わるそうに目を細めて、「早く言わないと……」と、手にくちづけをしようとする。

（だから、言えないんだってばっ……！）

　未み知ちの感かん触しよくに備そなえてぎゅっと目を瞑つぶったが、何も起きない。

　からかわれたのだろうか──。そっと目を開けて驚いた。なんとギルフィの手を摑つかんで止めていたのは、厳しい表情を浮かべたアリオスだったのだ。

（えっ、アリオス……!?）

　彼は憮ぶ然ぜんとして、苦笑するギルフィの手をフリーダから引きはがし、言った。
















「俺がかわりに答えてやる。よく聞けギルフィ、ウルブ。フリーダは山道で、俺をオーディンレイ王に祭まつり上げたがってる連れん中ちゆうに襲おそわれていたんだ」

「ちょ──」

（どうして言っちゃうのっ!?）

　フリーダの顔色も変わったが、二人の王子の表情も一いつ変ぺんした。

「ばかっ、なんでそんな大事なこと黙ってたんだ！」

「怪我は!?　する前にアリオスに助けてもらえたのかい？」

　アリオスも面食らうほどの二人の勢いきおいに、フリーダは何度も頷うなずく。

「心配かけてごめんなさい。けど本当に大丈夫よ。落らく馬ばさせられたのが雪の上だったから怪我はないし、人目がないところで襲ってくれたから体たい面めんも保たもてたわ。それに考えようによっては、今日からの公こう務むをしっかり果はたすよう激げき励れいされた気がするし！」

「……縄で縛しばられて追い回されたのにか？」

　あぜんとするアリオスに、フリーダはにこりと笑って向き直る。

「そうです。私がそう思っているんだから、それでいいんです」

　じっとフリーダの目を見つめ、アリオスはやがて口を開いた。

「君は──」

「あっ、けど助けていただいたことには本当に感かん謝しやしているんですよ？　その……昔のことも含ふくめて、ありがとうございました、アリオス」

（言えた……！　今のすごく自然だったわよね？）

　心の中で拳を握りながらフリーダは頭を下げる。すると言葉を返そうとするアリオスの肩に、「待った」と二人の王子が同時に腕を回した。

　ついさっきまでフリーダを心配していたのに、なぜ止めるのか。アリオスが「なんだ？」と眉をひそめると、ギルフィが甘い声で言った。

「わかっていないね、きみは。フリーダは今まで、大おお勢ぜいの人の前で卵たまごを投げつけられたり食事に毒どくを仕し込こまれたり、真冬の湖に突き落とされたり、俺の知っているほんの一ひと握にぎりの事実だけでも、耳を疑うたがうような嫌がらせを何度も受けてきているんだよ。こういうことについては彼女本人が一番対たい処しよ法ほうを知っているのさ」

　部屋の隅すみまで連れていかれたところで、アリオスは驚いて振り返る。

　だが椅子の前に立っているフリーダには、こちらの会話は聞こえていない。怪け訝げんそうに見返されて、アリオスは二人の王子に鋭く囁ささやく。

「……そうなのか!?」

「そうさ。けれど一度も泣き言を言ったことがないんだ。……本当に頭が下がるよ」

「あいつは王族の中でも異い色しよくの存在だし、正直だし根性がある。オレもギルもあいつのそういうとこを認めてんだ」

　そう言って淡い緑の目をすうっと細めたウルブは、アリオスを睨にらみあげる。

「……新しん参ざん者もの。オーディンレイには今日あいつを襲った賊みたいに、おまえをあがめて王にしたがる連中もいるんだろうが、トルヴィークはおまえを完全には信じていない。少なくともオレは、いっさい認めてないからな。──あとオレのことを馴なれ馴なれしくウルブと呼ぶな。ちゃんと略りやくさずウルブ・レイブと呼べ」

「まあまあウルブ、そう意地悪を言わないの。……アリオス、フレイヤルはまだ様子ようす見みをしているだけだから。俺たち四人は王位継承者どうし仲良くやろうよ、ね？」

　ギルフィはやわらかく仲ちゆう裁さいしたが、彼にさえ釘くぎを刺さされたようでアリオスは黙った。

（三人で何を話しているのかしら？）

　そこへ扉とびらを開けて、フリーダもよく知る戦場の女神ヴアルキリー隊の一戦士が入ってきた。

（あっ……）

　金茶色の短髪に灰色の目、無ぶ精しよう髭ひげが大人の色香を放つ精せい悍かんな戦士に、フリーダは思わず小さく手を振った。彼もフリーダと目が合うと「よう」と目を細める。

　王子たちが全員椅子の前に戻ると、戦士は四人をぐるりと見渡し、言った。

「ヴァルハラ戦士団戦場の女神ヴアルキリー隊の前線へようこそ、王子様がた。俺はここで国防兵をやってるトルワルドだ。アクラネス部隊長から任命されて、これから九日九夜の試練終了までの見届け役をやらせてもらうんで、ひとつよろしく」

　戦士のあまりに軽い口調に、三人の王子は驚いたようだった。とりわけウルブからはこの無礼な男はなんだという無言の抵抗を感じ、フリーダは慌あわてて言った。

「す、すみません！　……トルワルド、私ならともかく王子たちには、その……」

　トルワルドは、フリーダがこの要塞の中で唯一親したしいと呼べる人間だ。それゆえか彼も理解してくれたようで、わかってるってと口の端をあげる。

「我が国の王女様も不思議に思っているようだから最初に言っておくが、試練のあいだ、俺たちはおまえさんたちを王家の子し女じよではなく、いち国防兵として扱あつかえと命じられている。そう扱う許きよ可かを各国の王から得ているってことだ」

　そういうことかと安あん堵どするフリーダに目を細め、トルワルドは面倒そうに肩をすくめる。

「ま、上の命令じゃなければこんなこと俺もしたくないんだけどね。なにしろ俺はおまえさんたち王族が大っ嫌いなもんで」

「なんだと？」

　ウルブが顔をしかめるのと同時に、フリーダは「トルワルド！」と口を動かす。

（言葉に気をつけて、それ以上はだめだってば！）

　必要以上に失礼があれば、試練が終わったあとに他国からお咎とがめがないとは言いきれない。そうなったとき、自分の力では守りきれるかわからないのだ。

　その思いを汲くんでくれたのか、トルワルドはばつが悪そうに頭を搔かく。

「とにかく特別扱いはなしってことで。じゃあ、さっそく今回の試練について話をしようか。座ってくれ」

（よかった……ありがとう、トルワルド）

　四人が椅子に座ると、トルワルドは手元の資料をめくる。

「おまえさんたちがなすべきことは簡単だ。九日間ここで国防兵の一員として働はたらくこと。──ってまさか王子様がた、国防の意味は知っているよな？　……そこのすでにあくびを連発している金髪王子、俺たち戦場の女神隊が何と戦っているのか答えられるか？」

　指名されたのは、興味がなさそうに窓の外を眺ながめているギルフィだ。

「それぐらいは知っているよ。『巨人スルト』だ」

　巨人スルトとは、本当に巨大な体を持つ怪かい物ぶつのことではない。

　よこしまな心を持ってアースランドに上陸する、よそ者たちの総称だ。

　かつて神々と戦った怪物になぞらえた侵しん略りやく者しや。オーディンレイでは彼らの出身国を厳しく調べあげ、巨人の国ヨーツンヘイムとして記録し、動向を注視し続けている。

「正解。んじゃ次の質問は……我が国の王女と因いん縁ねん深ぶかいテュールアークの王子様に訊きこうか。戦場の女神ヴアルキリー隊が奴らから何を守ろうとしているか、わかるか？　んー、歴史が絡からむ問題はおまえさんには少し難しかったか？　でもこのくらい、アースランドの者ならわかってて当然だけどな」

　はらはらするほど挑発的なトルワルドの問いに、アリオスは静かに答える。

「……神の国の思い出アースガルド・メモリーだ」

　神の国の思い出アースガルド・メモリー。

　それはこのアースランドが抱かかえる最大の秘密だ。




　島影を確認されながら長いあいだ人を寄せつけず、「世界の果てテユーレ」と呼ばれていたこの島に大陸ミツドガルドから人がやってきたのは、今から三百年ほど前。

　続く戦争に嫌気がさし、新天地を求めた勇ゆう敢かんな移民たちは、あまたの火山と大地を割く亀き裂れつ、谷を覆う氷河、その他大部分を荒こう涼りようとした大地がしめるこの島を永住の地とした。

　生物も食料も少ない厳しい環境でどう生きていくか──

　悩んだ彼らは瓦が礫れきとして埋うもれていた神しん殿でんやその他の建物を掘り起こし、再利用して家か屋おくを建てるしかなかった。

　だが不思議なことに、瓦礫で造った建物には外の寒さを遮しや断だんする力があるらしい。

　調べてみるとその力は、瓦礫に刻まれた不思議な文字が原因のようだ。

　快かい適てきに過ごせる術すべを手に入れた人々は、さらなる発見をした。

　元々の瘦やせた土ど壌じようでは、牧草さえ貧ひん相そうなものしか育たないが、例の瓦礫を砕くだいて撒まいた土地は肥ひ沃よくになり、野菜など何度でも大量に収穫することできた。

　不思議な文字を刻んだ松たい明まつは、燃え尽きず何度でも火をおこせる。

　服の裏地に縫ぬい込めば心地ここちいい熱で体を包んでくれる。

　そしてこの文字の解読を進めていった移民たちは、ついに気がつく。

　この国が遙か昔、神の国アースガルドと呼ばれる神々の楽園だったことに。

　移民たちは神の国の遺物を、総称して神の国の思い出アースガルド・メモリーと呼ぶことにした。

　思い出メモリーは次々に発見され、不思議な文字──ルーン文字フサルクの研究も同時に進み、神々がたどった結末が明らかになる。

　オーディンという神をはじめ、神の一族は滅ほろびの宿命と戦い、敗北したらしい。

　神の国アースガルドは巨人スルトとの最終戦争で他の八つの国とともに焼け落ち、一度は海中に沈しずんだもののやがて浮上。そのとき奇跡的に生き残っていた人間の男女が、同じく生きのびた動物たちを連れて新しい世界を巡めぐり、子し孫そんを増やしていったという。

　それが今の世界だ。

　だが神々の時代から続くその歴史を、大陸ミツドガルドの人々は知らない。

　世界の真実を知る移民たちは、この島国を「アースランド」と名付けた。

　百年のあいだにめざましく豊かになっていく国を先せん導どうしたのは、戦乱の大陸ミツドガルドを脱出し、一族を引き連れ命がけで海を渡った、最初の移民である四人の勇者だ。

　彼らはやがて島を四つに分けてそれぞれの統とう治ち者しやとなり、亡なくなったあともその子孫が新しくやってくる移民を保護し、規き律りつを作ってまとめあげた。

　するとしだいに住民たちのあいだから、四人を王にと望む声があがりはじめる。

　──こうして四つの領土は神の名を冠した国となり、アースランド連邦は誕生した。




　神の国の思い出アースガルド・メモリーはこの島で生きる上でなくてはならないもの。

　そして争いを厭いとい、世界の果てテユーレに楽園を築こうとしたこの国の始し祖そたちの──現在の王家にまで継承される憂いの元でもある。

　トルワルドはアリオスの答えに「残念、半分正解だ」と答える。

「戦場の女神ヴアルキリー隊が守ろうとしているのはこの国の未来──ひいては世界そのものだ。使い方しだいではおそろしい力となる神の国の思い出アースガルド・メモリーの流出を防ぐためにも、大陸ミツドガルドからの独立を絶対に守らなければいけないのさ。……だから俺たち国防兵は上陸した巨人スルトを捕まえるんだ、一人残らず。──逆にそうしなかったらどうなると思う？」

　訊たずねた相手はまたアリオスだ。

　さすがに怒りだすんじゃないかと心配したが、彼は今度も平然と答える。

「秘密を知ったよそ者を逃がせば、その情報を大陸ミツドガルドの国王たちが買って、大軍を率ひきいて侵略にくるだろうな」

「そのとおりだ。何度も訊かれているだろうが今一度問う。おまえさんは十六年前にアースランドを出ていったあと、外の世界で育ったわけだが──大陸ミツドガルドではこの国のことをいっさい言いふらしていない。裏切りの気持ちはかけらもない。そう誓ちかえるか？」

（そっか、トルワルドはアリオスが信頼できるか確認するために、こんな話を……）

　アリオスが疑われるのには理由がある。

　ここ十年大陸ミツドガルドの戦乱は落ち着いているらしく、移民はぱったりと途絶え、今アースランドにやってくるのは、この島に侵略する価値があるかどうか見定めにくる人間のみだ。

　だがその者たちを一人残らず捕まえ、島への関心を薄れさせる工作を施しても、大陸からこの島にやって来る者はあとを絶たない。

　ここに人が住める環境が用意されていることを、誰かが大陸の者に話したのではないか──？　そんな疑惑が持ち上がったときまっさきに疑われたのが、一度国を出て、戻って来たアリオスなのだ。

　現に二人の王子はどこか試すようにアリオスを観察している。

（どうして黙ってるの？　違うなら違うって早く答えないと……）

　フリーダははらはらとアリオスを見あげる。すると──

「当然だ。そうでなければ戻りはしない」

　彼はよどみなくそう言った。あまりにも堂々としているので、トルワルドも「あ、そう」と気け圧おされるぐらいに。

「ま、俺も上から最初に確認しろって命じられて訊いただけだから、気を悪くしないでくれよ？　他の王子様がたも聞いてただろ？　これで疑うのはなしにしとけ。いいな」

　それを言うためだったのかとほっとすると、その顔をアリオスに見られていたらしい。

　ふっと微笑ほほえんだ彼から目をそらし、フリーダは胸に手を当てた。

（み、見られた……っ。しかも笑われた！）

　するとそこで、しびれを切らしたウルブが割り込んだ。

「で？　そろそろ教えろよ。結局オレたちが試練を達成する条件はなんなんだ？　巨人スルトを捕まえて手て柄がらを立てることか!?」

　条件のことはフリーダも気になっていた。

　王宮ヴアラスキヤルヴを出発する前に父王から受けた注意は、一つだけ。

　自国の侍じ従じゆうを同行させるのは不可。身の回りのことは現地の使用人に依頼すること。

　それ以外ならどんな手を使ってもいいと言われているが──

「そりゃあ国防兵なんだから、明日から巨人スルト捜さがしの巡じゆん邏らに出てもらうさ。発見したら、もちろん捕まえてもらおうじゃないか。……だが試練達成の条件は巨人スルトを捕まえることじゃない。『九日九夜のあいだ、絶対に四人のなかから脱だつ落らく者しやを出さないこと』だ。これが守れなければ失敗とみなし、全員王になる資格は与えられない」

「……手柄は必要ないのか？　ずいぶん簡単な条件だな」

　拍ひよう子し抜ぬけするウルブに、フリーダは一いち抹まつの不安を覚える。

　脱落者を出すなとは、要するに連帯責任を問われているのだ。

　誰か一人でも投げだしたり、怪我をして戦線を離り脱だつしたり、最悪命を落とせばその時点で全員が失格。王になる資格はないと烙らく印いんを押されることを意味している。

「……巡邏はともかく、捕ほ縛ばくまで強しいるのは危険すぎないかしら……」

　いくら試練とはいえ、他国の王子に何かあったら──とフリーダは考え込む。

　すると、アリオスはフリーダのほうを見ながら手を挙げた。

「トルワルド。彼女だけでも、要塞内の仕事に回ってもらうことはできないのか？」

「は？　なんで」

「いくら王位継承者とはいえ、女性を危険な任務につかせることはないだろう」

　まじめに答えるアリオスに、フリーダはぽかんとする

（そ、そうよね。アリオスは知らないんだわ。私がここでなんて呼ばれているか）

　するとくっくっと笑ったトルワルドが、フリーダの肩に誇らしげに手を回す。

「そんな心配はいらねえよ。この方はヴァルハラ戦士団、戦場の女神ヴアルキリー隊の精せい鋭えい中ちゆうの精鋭。入隊してわずか二年で一番巨人スルトを捕縛した女神、氷の心の凍てつき姫様だからな」

「……氷の心？　凍てつき姫？」

　なんだそれはという顔で見つめられ、フリーダは困ったが、あえて明るく言った。

「その呼び名のことは気にしないでください。でも一応、この仕事には慣れているので心配しないでくださいね」

　巨人スルトの発見率が抜ばつ群ぐんに高く、相手がどんな人間だろうが必ず捕まえる。凍てつき姫というあだ名は、その冷徹な仕事ぶりからついたものだ。

　自分以外の王子が驚いていないことに気づいたアリオスは、まさかとそちらを向く。

「二人は知っていたのか？」

「俺たちは住む国は違うけれど、幼おさななじみみたいなものだからね。ねえウルブ？」

「まーな。つーか知らないのはおまえだけだぜ。出戻り」

　軽い衝しよう撃げきを受けるアリオスに、二人の王子は優ゆう越えつ感かんたっぷりににやける。そして恐きよう縮しゆくするフリーダの横では、トルワルドが「おもしれー！」と腹を抱えて笑っていた。
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　鍛たん錬れん場じよう、救きゆう護ご室しつに大だい浴よく場じよう。図書館、食堂、談だん話わ室しつなど、ひととおり施し設せつを案内されて外に出ると、すっかり暗くなっていた。

　本ほん格かく的てきな冬に入る前のこの時期、日につ照しよう時間は日に日に少なくなっていくものだが、なんとなくもの悲しい。冷たい潮しお風かぜが吹く中フリーダが星を見あげると、横でウルブが開かい放ほう的てきに伸のびをした。

「やっと終わったな。説明なんかいいから、さっさと実じつ戦せんに入らせろっての」

「ウルブ……こんな時間から巡邏に向かうのは危険よ。それにあなたは初心者なんだし」

「なんだよ、おまえオレのこと、そんなに頼りない男だと思ってんのか？」

　心しん外がいというか傷きずついた顔をするウルブに、フリーダは「えっ」と驚く。

（難しいな……どう伝えればいいんだろう）

　先ほどから彼の言げん動どうを聞いていると、この試練を単純にとらえているような気がしてならない。それが不安だから、つい煙けむたがられるようなことを言ってしまった。

　けれどやる気があるのは本当だと思うし、それは仲なか間まとして頼もしいことだ。

「そうじゃなくて……今日は移動でみんな疲つかれているでしょう？　明日からは休む暇ひまもなくなるんだし、今日はゆっくり休んで、落ち着いて取り組んだほうがいいと思って」

　一いち応おう納なつ得とくしてくれた様子のウルブに安堵すると、横で見ていたギルフィがクスッと笑う。

「お疲れ様。一番疲れているのはきみだろうね、フリーダ。それに──アリオス？　どうしたんだい、そんなところに立ったままで」

　振り返ると、アリオスは戸口の前で腕を組み、じっと考え込んでいる。

「……やっぱり納得がいかない」

　何が？　と首をかしげると、彼もまた怪訝な顔でフリーダを見つめた。

「氷の心の凍てつき姫というのは、どう考えても不ふ名めい誉よな呼び名だ。きみはそんなふうに呼ばれてどうしてそのままにしておくんだ」

「えっ？」

　まっすぐにそう言われて、フリーダは胸の前で槍を握りしめる。

　自分はもう麻ま痺ひしてしまったが、初めて聞く人には悪あく意いを感じる名なのだろう。しかし人の口を無理やりふさぐことはできないのだから、どうしようもない。

「たしかに好きな呼ばれ方ではありませんけど、気にしなければいいだけのことで……」

「俺が気になる。俺には君がそんな冷たい人間には見えない」

「……っ。あなたは私のこと、よく知らないじゃないですか！」

「じゃあ君の言葉を借かりる。俺がそう思っているんだから、それでいいだろう？」

「私のあげあしを取る気ですかっ？」

　かっと赤くなって見あげると、アリオスはどこか楽しそうに目を細めている。

　冷たいと言われて嬉うれしいわけはない。違ちがうと言いたい気持ちを抑えるのに慣れただけだ。だがそうやって不ふ感かん症しようになっていく気かと指し摘てきされたようで、今すごく恥はずかしい。

　見抜かれたことに戸と惑まどうフリーダの後ろで、ウルブがおかしそうに笑う。

「出戻りがいきなり何を言うかと思えば……凍てつき姫ってのは、フリーダの成せい績せきをやっかんだ連中がつけた名前だろ？　好きに言わせておけばいーんだよ」

「そうそう。本当に冷たい女性なら、この吹きさらしの寒い場所にいつまでも俺たちを立たせておくんだろうけど、フリーダはそんなことしないもの」

　わざと震える仕し草ぐさをして、ギルフィは「ね？」とフリーダに右目を瞑る。

「あ……それじゃ、そろそろ宿しゆく舎しやに行きましょうか！　ごめんなさい気がつかなくて」

（意い図と的てきに話をそらしてくれたのね……！　ありがとう二人ともっ）

　ウルブとギルフィとは年に数回、王どうしの会合があるときに会って、「子どもは子ども同士」と遊ばされることが多かった。

　三人とも、子どもなりに外がい交こう関係に支し障しようを来きたすまいとしていたのだと思う。

　互いに何か抱えているものがあるのを感じながら、踏ふみ込こみすぎることはない。それが友情と呼べるのかどうかはわからないが──特別な存在であることはたしかだ。

「宿舎はあそこにある離れよ」

　三階建ての大きな男性用兵舎から離れた、二階建ての小さな建物。フリーダがそれを指さすと、外観から部屋数の少なさがわかる家か屋おくを見て、ウルブは仰ぎよう天てんする。

「え、本気であそこか？　冗じよう談だんだろ？」

「冗談じゃなく本当よ。あなたたちには小さく見えるかもしれないけど、ひととおりの設せつ備びは整ととのっているのよ。少なくとも私は何も不自由していないわ」

　そう言うとアリオス以外の王子たちの顔色が変わり、ウルブはなぜか声を潜ひそめた。

「……てことはフリーダ、おまえの部屋もあそこにあるのか？」

「そうよ？」

　もともと女性兵は少ないし、この要塞に詰つめているのはフリーダだけだ。

　フリーダは、ここで働く女性たちと同じ宿舎でいいと言ったのだが、逆に彼女たちのほうから、王女と一緒では落ち着かないと断られ、特別にあの離れがあてがわれた。

　今回男性兵士たちも、王子たちが兵舎に来るのは居心地が悪いと上に直じか談だん判ぱんしたらしく、結果彼らも離れに隔かく離りされたというわけだ。

　そんな経けい緯いがあったとは知らないウルブは、神しん妙みような顔で考え込む。

「いくら絆きずなを深める目的があるっていっても──おまえ、いいのか？」

（……だって私まで断ことわったら、みんな野の宿じゆくすることになるのよ！）

　本当は父王もこのことには苦い顔をしていたが、他国の王子に不ふ快かいな思いをさせるわけにはとしぶしぶ了承したのだ。──そうとは言えず、フリーダは頷く。

「かまわないわ。一人で使うには大きい建物だから、どうぞ」

「ふぅん……？　きみもエリク様も俺たちを信用してくれたものだねえ」

　意い味み深しんなギルフィの視線から逃げて、フリーダは無理やり笑った。

「そ、それは当然信用しているわ。けど私の部屋はもともとお父様……というか王命で男性の立ち入りを禁きんじているし、みんなが来てもそう変わりないの」

「えっ、そうなのかい？」

　残念そうなギルフィを、ウルブが「おまえ……」と半眼で睨む。だがその横でアリオスは驚きもしていない。フリーダは彼が不快になっているのではと不安になって訊いた。

「あの……アリオスは大丈夫ですか？　私と同じ宿舎……いやじゃないですか？」

「そんなわけないだろう、むしろ同じでよかった。こんなところに君を一人で住まわせている王のお考えがわからないな……俺なら自分が一緒に住んで守ってやるのに」

　突然真顔ですごいことを言いだすアリオスに、三人は目を瞠る。なかでもフリーダは、すぐ後ろを人が通っていることに気がつかないくらい、うろたえた。

「──あ、すみません！」

　もう少しでぶつかりそうになった兵たちは、小さく舌打ちする。

　王子たちには聞こえていなかったようだが、彼らはフリーダを一瞥すると、何も言わずに去っていく。

　傷ついたけれど、自分が不注意だったのだとのみ込んで、気を取り直す。そうしてやりすごそうとしたフリーダの意表を突いて、いきなりアリオスが彼らを呼び止めた。

「謝っただろう。なぜ無視をする」

「アリオス!?」

　面倒くさそうに振り向いた兵たちは、アリオスの顔を見てハッと目を見開く。

「──あなたは！　その……凍てつき姫様に話しかけられるなんて恐おそれ多くてつい。けどあのアリオス様、オーディンレイ王に仕える兵は、皆あなたを慕したっていますので！」

　興こう奮ふんして一気にまくし立てると、兵たちは一礼してばたばたと逃げていく。

　それを冷たく見送りながら、ギルフィが言った。

「過か激げきな行動に出ないだけで、アリオス擁立を望む者は国防兵にもいるんだね」

「ふん。オーディンレイで人気があってもしょうがないだろ。気にすんなフリーダ」

　ウルブの励はげましにうなずいたけれど、フリーダは虚きよを衝つかれたような顔で固まるアリオスに見入っていた。

　胸の前にあげた手のひらをじっと見つめている。

（この人……本気で私の代わりに戦ってくれる気なの？）

「……わからない。そんなに似ているのか？　俺とエリク王は」

　アリオスがぽつりと洩もらした言葉に、フリーダと王子たちは同時に「えっ」と驚いた。

「まさか自覚がないの？　いや、もしきみが鏡を一度も見たことがないというなら、話は別だけれど……」

　ギルフィの問いにも生返事のアリオスは、本気で困こん惑わくしているようだ。

　彼とオーディンレイ王夫妻の血の繫がりは、外見だけで一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　他の人ならいざ知らず、アリオス本人に気を遣つかわれてどう思えというのだ。

　懐ふところから桃色のリボンでくくった四本の鍵かぎを取りだしたフリーダは、自分用に一本を外し、残りの三本をギルフィに託たくす。

「……ごめんなさい、用事を思いだしたから、みんなで先に行ってくれる？」

　フリーダがそう言うと、アリオスがはっと顔をあげる。ギルフィは苦笑しながら鍵を受け取った。

「わかったよ。これが離れの鍵なんだね？」

「一本ずつ持っていて。お部屋は行けばすぐにわかると思うわ。……じゃあ、またあとで」

　行くところなんてないが、フリーダはとりあえずその場を離れた。

（わからない……どうしてあんなこと言うの？）

　──そもそも二人のこの複雑な関係は、二人が生まれる前の親世代から始まっている。




　オーディンレイの王子エリクには、密ひそかに愛し合う恋人がいた。

　隣国テュールアークとの国こつ境きよう沿ぞいに住む、神官の娘シャーナだ。二人は将来を誓い合っていたが結婚は許ゆるされず、エリクは父王から頭を冷やせと外遊に出されてしまう。

　そうしてエリクが長期間留守にしているあいだに、シャーナは罠わなにかかってしまった。

　彼女に横よこ恋れん慕ぼしていた隣国テュールアークの王子グントが、「エリクは死んだ」とうそぶき求婚をしてきたのだ。

　迷ったシャーナはこの求婚を受ける。

　エリクが旅立ったあとに懐かい妊にんを知った彼女は、自分の存在がオーディンレイ王家に知られれば、子を取りあげられてしまうと怖おそれたのだ。

　そんなこととは知らないエリクは外遊から戻り、恋人が去ったことを知り絶望する。

　そしてグントの妻となったシャーナも、出産後すぐにエリクが生きているとわかり、夫の奸かん計けいに気づいて慟どう哭こくした。

　それから五年。

　真実を調べあげたエリクは、すべてを捨てる覚かく悟ごでシャーナと我が子の奪だつ還かんに向かった。

　だが二人をさらって逃げるあいだに、時の残ざん酷こくさを思い知ることになる。

　我が子のはずのアリオスが一緒に行くことを拒こばみ、母の手を離し逃とう亡ぼうしてしまったのだ。

　見つけて連れ戻そうとするも、アリオスの意志は固く、父グントの元に帰るという。

　雪の中で拾ったという赤ん坊を抱いていたアリオスは、「自分の代わりに育ててほしい」と、その子をエリクに託した。

　その赤ん坊がフリーダだ。




　テュールアークはその後大きな嵐あらしに見舞われた。

　反乱が起き王は殺され、アリオスは父のグントに連れられ国外へ逃亡することとなる。

　新王には反乱軍の首しゆ謀ぼう者しやがついたがすぐに暗殺され、以降は同じ人間が三年と王座に就つくことはなかった。

　またテュールアークはヴァルハラ戦士団の一隊、戦場の勇士エインヘリアル隊を抱える国でもある。

　戦場の勇士エインヘリアル隊は、アースランドの「盾たて」戦場の女神ヴアルキリー隊と対になる、「剣」の役割を持つ武装部隊だ。

　かつてヴァルハラへ導かれた英雄に由来するその組織もまた、新王になると同時に機能を喪そう失しつ。その間大陸ミツドガルドからの攻撃を受けていれば、戦場の女神ヴアルキリー隊だけで戦うことになっただろう。

「他の三国の介かい入にゆうを拒み孤立し続けるテュールアークは、アースランドが抱える病気さ」

　いつかギルフィがそう例えたのを聞いて、なるほどと思ったのを覚えている。

　命の恩人の王子様は、病気から逃のがれてどこか遠くへ行ったのだ。

　王子様を追いだした病気は一生治らないし、王子様も二度と戻っては来ない。

（きっと海のかなたから私を見守ってくれている。……そう思ってたけど）

　王子様は自みずから病気を退治しに来た。

　大人へと成長して戻ったアリオスは、一族を率ひきいてテュールアークに攻め込み、グントのために王座を奪還したのだ。

　ここアクラネス要塞は、そのとき彼が船をつけ上陸した地点でもある。




　要塞を囲う防壁の上の通路に立ち、フリーダは暗い海を眺める。

（……あのときも私、ここから見ていたのよね。アリオスの乗った船が接岸して、お父様が上陸の許可を出して……）

　自分の人生観が一変してしまったあの日のことを、フリーダは思いだす。すると──

「フリーダ、ここにいたのか」

　驚いて声のしたほうを見ると、通路の向こうからアリオスがやってきた。

（──どうして追ってくるのっ!?）

　どう言い訳しようとあたふたしているうちに、彼は小さく笑い、隣となりに並んだ。

「用事は済んだのか？」

「あ、あの……用事というのはその……」

　あの状況で飛びだしてきたんだから、用事なんて噓だとわかりそうなものだが──困ったそのとき、防壁上に等とう間かん隔かくに並んだ角かく灯とうに、いっせいに火がともる。

「これは──」

「時間になると作動させることになっているんです。ルーン魔術の連動を利用して……って、仕組みはご存じですよね。これも神の国の思い出アースガルド・メモリーの力です」

　真っ暗だった海がオレンジ色の光に照らされ、あまりのまばゆさに、アリオスは腕をかざして目を庇った。

「……美しいな。テュールアークは一年半前の戦いでこういうものが全ぜん滅めつしているから、よけいにそう思う。まあ、それでも大陸ミツドガルドの暮らしよりはずっと便利だが」

　あたたかな光に照らされた海を、アリオスは懐なつかしげに見つめる。

（大陸ミツドガルドでのこと……あまり踏み込んだことじゃなければ訊いても平気かしら……）

　もじもじしていると、あっさり彼のほうから教えてくれた。

「聞いているとは思うが、大陸ミツドガルドにいたころ俺は傭よう兵へいをしていたんだ。……簡単に言えば戦争屋。最初は父が忠ちゆう臣しんたちと始めて、父が病気で剣を持てなくなってからは俺が代わりを務めた。一年半前までは、そうやってなんとか暮らしていたな」

　名も身分も捨て、戦地を転々とする生活。それがどれほど危険で苦しいものか、フリーダには想像もつかないし、人づてに聞くのと本人の口から聞くのとでは重みが違う。

　そんな経験を経て、彼はどんな想いであの日ここへ戻ってきたのだろう。

「……私、あなたが戻ってきた日、ここにいたんです」

　そう言って見上げると、アリオスは意外そうな顔をした。

「そうか、国防兵として──。優秀なようだが、まさかこんな前線に配属されるとは、やはり王の考えていることがわからんな……」

「父も昔は前線兵でした。私は女だからと初めは反対されましたけど、戦場の女神ヴアルキリーは前線を駆けてこそでしょう」

「志願したのか!?」

「王女として当然の役割ですから」

　海から吹く強風に外がい套とうをなぶられながら、フリーダは顔をあげる。

　そしてオレンジの光を瞳に映し、真顔になったアリオスに訊いた。

「……あなたは、どうして戻ってきたんですか？」

　質問とも非難ともとれる言葉に、アリオスは薄く苦笑する。

「国を取り戻すためだが」

「……っ!!　変なこと言ってすみません！　歓迎していないわけではないんです。だってあなたは私の命の恩人で、二度と会えない王子様だと思っていたし……」

　墓ぼ穴けつを掘ったフリーダが赤くなると、アリオスは突然、フリーダの肩を摑つかんだ。

「俺を疑う気持ちはわかる。……だが俺はむこうにいるあいだもずっと君を気にかけていた。脅おびやかしたり傷つけるために戻ったんじゃない。……それだけはわかってもらえないか？」

　真剣なまなざしのアリオスに、フリーダの胸はちくちくと痛む。

（信じたい。私だって本当はもっと素直に感謝したい、歓迎したい、でも……っ）

　誰にも言えない秘密を抱え目を伏せると、ごうっとうなりをあげ、海から突風が吹いた。

　角灯が揺れ、兵舎の窓まど硝子ガラスが軋きしみ、フリーダとアリオスも身を伏せる。

　その風がやっとおさまり顔をあげたとき、フリーダはびくりとした。通路の先、壁の外側に突きだす円形の塔とうの中に人がいる。──女性だ。白い服を着た銀髪の──

（あ……なんだ、私だわ）

　そこにあったのは有事の際には光を当て、味方に合図を送るための大鏡だ。

　いつもはしっかりと布がかけられているが、今の突風で落ちてしまったようだ。

　鏡に映うつる自分に驚いていたとは滑こつ稽けいだが、何か違い和わ感かんがある。

（なんだろう？　いつもの私だけど……）

　薄暗い塔の中にある鏡をまじまじと見つめていると、その違和感の正体に気づいた。

　──アリオスが映っていない。彼はすぐ後ろにいるのに、鏡の中でフリーダの背後に映っているのは、まったく知らない男なのだ。

「……っ!?」

　背中を悪お寒かんが走った。

　赤と緑、左右で色の違う瞳。情の薄そうなくちびるに細い銀の輪を通した、退たい廃はい的てきで中性的な風ふう貌ぼう。金髪に頭巾フードをかぶった奇き抜ばつなその姿は、アリオスとは似ても似つかない。

　しかもその男は、薄笑いを浮かべてフリーダを見つめているではないか。
















「……だ、誰？　あなた……」

「どうした、フリーダ」

　後ろから肩を摑まれ、びくっと振り返ると、アリオスが不思議そうな顔で立っている。

（まさか見えてないの……!?　自分が鏡に映っていないって、気づいてないの!?）

　鏡に映る男は、槍を握りしめたまま困惑するフリーダに、急ににこっと笑いかける。

『やあ、フリーダ。おれが見えるんだね！』

「……おい、何を──」

　とっさにアリオスが漏もらした声に、フリーダははじかれたように顔を上げた。

「あなたも見えているんですね!?　あの男が」

　目を瞠みはったアリオスは、やや衝しよう撃げきを受けたように固まって、フリーダの肩に手を乗せる。

「あの男ってまさかおま──いや君も俺と同じものが見えているのか……？」

「もうおまえでいいです！　頭巾フードをかぶった金髪の男性でしょう？　見えます。声も聞こえます！」

　そう言うと肩に乗せられた手に力が入り、フリーダは「痛っ」と小さく顔を歪めた。はっとしたアリオスは「すまない」とその手を離し、複雑な表情を浮かべる。

「本当に見えるのか？　あれが……」

「見えます。教えてください、あれは誰なんですか？」

　困ったように言いよどむアリオスを、頭巾フードの男が楽しそうに笑いとばす。

『彼女におれが見えたのが誤算だったのかい？　アリオス。……おれが誰かって？　フリーダ、他ならぬ君ならよーく知っているんじゃないかなぁ』

　男は指輪だらけの手を胸に当て、赤と緑の目をニッと細める。

『おれはロキ。世界が壊こわれる前の、神の国アースガルドにいたロキだよ……』

「……え？」

　かつて神の国アースガルドには、たしかにロキと呼ばれる神がいた。

　オーディンら一族を裏切り、最終戦争では巨人スルト側について神の軍と戦った悪あく神しんだ。

（この人が、そのロキ？）

「──ロキ神なら最終戦争で死んだはずよ」

　神々の時代には、死んだ者が行くという死後の国があったというが、最終戦争でそれも焼けてなくなったはず。

『そう……人は死んだらそれで終わり。続きなどない。でも、潔いさぎよく生きられず未練を残した者は、亡ぼう霊れいとして地上に留とどまり続ける──アースランドではそう親の世代から教えられるんだろ？　だからきっとおれはロキの亡霊なんだよ』

　人間の常識が神に通用するのだろうか？

　だがそれもこの「自じ称しようロキ」が本物だった場合の話だ。

「……ちょっと、言ってることがよくわかりません」

『えっ。本当だって！　わけあってアリオスの体を間ま借がりしてるけど、おれは本物のロキだよ。おいアリオス、彼女に言ってよ、おれは本物だって』

　神らしくない慌てぶりが、よけいに怪あやしい。

　それはアリオスも自覚しているのか、彼はため息をついて首を横に振る。

「そんな突とつ拍ぴよう子しもない話を突然信じろと言っても、無理に決まっているだろう」

『すぐに諦めるなよ、この薄はく情じよう者もの！』

（亡霊なんて初めて見るし、あんなふうに地じ団だん駄だを踏む神様なんているのかしら……）

　しかしアリオスの反応を見ると、彼は信じているようだ。

　どうしたものかと戸惑っていると、彼は文もん句くを言うロキに「ちょっと黙ってろ」と釘を刺し、フリーダに向き直る。

「まさか知られることになるとは思わなかったが、俺の姿はこのとおり鏡に映らない。他の人間には普通に映って見えるらしいが、俺は自分の姿が見えないから、自分がエリク様に似ているかどうかも判断ができないんだ。さっき、おまえに不快な思いをさせてしまった理由はそれだ」

（あ……もしかしてそのことを伝えるために、追ってきたの？）

　フリーダにはロキが見えたからよかったものの、他の人と同じようにアリオスの姿が見えていたら、どう説明するつもりだったのだろう。

（ううん……説明できないことだから、私を前にもどかしい思いをしていたのよね）

　それなのに、疑われていると知りながら追ってきてくれた。

　困難でも、彼は歩み寄ろうとしてくれているのだ。

　それなら自分も、まだ起きてもいないことを怖れるだけじゃなく、もう少し今感じる思いに素直になるべきじゃないか。

　彼はここに戻ってきたのだし、恩人であることも変わらない事実なのだから。

「あの……教えてくれてありがとうございます。驚いたけど、わかってよかった」

　今の気持ちを素直に伝えたフリーダは、「え？」と目を瞠る。アリオスは返事もそこそこに外套を脱ぬぎだし、それをフリーダにばさりと着せかけたのだ。

「よし、予定外のことはあったが話は終わりだ。こんな場所に長居したら風か邪ぜをひく。さっさと戻るぞ」

「えっ、あのでもこれは……!?」

　肌が見える隙間もないほどきっちり着せられていく大きな外套。裾すそを引きずるほど長いそれを見おろすと、アリオスは最後の釦ボタンを留とめながら顔をあげる。

「十六年前、おまえをこの世界に送りだしたのは俺だ。相手が敵だろうと寒さだろうと、守りたくなるのは当然だろ。……黙って着ていてくれ。なんならおぶっていくぞ？」

　その冗談のようなまじめな発言で、彼の行こう動どう原げん理りがひもとかれた気がした。

（まさか私の保ほ護ご者しやのつもりで……!?　しかも、過保護!?）

「い、いいですっ！　一人で歩け──歩けないから、やっぱり脱ぎますっ」

「待て、顔が赤いぞ、まさかもう風邪をひいたんじゃないか？」

　大きな手のひらで頰を挟はさまれて、凜々しい顔が近づけられる。

（な────!?）

　言葉にならない混乱に陥おちいるフリーダの額に、アリオスはまったく動じることなく自身の額をつけ、整った眉をひそめる。

「熱はないようだな。照しよう明めいのせいなのか……？」

（それより離はなれて……っ！　顔が赤いのはあなたが原げん因いんですからっ！）

　脚あしの力が抜け、今にも昏こん倒とうしそうなフリーダの後ろで、退たい屈くつそうにロキがあくびをする。

『あのさアリオス……おれ、いつまで黙ってればいいわけ？』

「もう少し待ってろ。……フリーダ、何か変な物を食べたか？　それとも──」

（だから違うんだってば──っ！）

　風で雲が晴れ、美しい星が広がる夜空の下──試練はまだ始まったばかりだ。
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　翌朝、約束の時間に広場に集まったのはフリーダとトルワルドだけだった。

　他の兵たちは皆みな、とっくに集合して巡じゆん邏らに出ていったというのに、薄うす暗ぐらい広場には二人と馬二頭だけが取り残されている。

　ひゅうっと風が吹き抜ける広場で、馬がブルッと鼻を鳴らす。愛馬に寄りかかったトルワルドは、小指で耳そうじをしながら半はん眼がんで笑った。

「……フリーダ、そろそろ言ってもいいか？」

「何？　トルワルド」

　小指の先にフッと息を吹きかけると、トルワルドはにやりと笑った。

「あいつら、ママが恋しくて夜のうちに国に帰っちゃったんじゃねえ？」

「そ……そんなわけないでしょ。みんなゆうべは遅おそくまで起きていたみたいだもの。隣となりの部屋から聞こえる騒さわがしい音で、私、夜中に一度目を覚さました……し……」

　こみあげる嫌いやな予感に、フリーダは冷や汗あせを流す。

「決まりだな。そんなに遅くまで起きてたってことは完全に寝ね坊ぼうだ。……はっはっは、あいつら国防を舐なめてやがんなぁ！」

「わ、私、ちょっと見てくる！」

（信じられないわ、初日から全員遅ち刻こくなんて！　トルワルドの心象が悪くなれば評価にも影響するのに……。離れを出るとき、声をかけるべきだった！）

　離れの構造はそう複雑ではない。玄げん関かんから入ると廊ろう下かがまっすぐ建物を貫つらぬき、左右に居間と食堂が並び、奥には厨ちゆう房ぼうと浴室、厠かわやと続いている。

　突き当たりの階段を上り二階に行くと、手前にフリーダの部屋と書庫が向かい合わせに並び、そして一階の半分の長さで切れた廊下の先──居間と食堂の上部分がすべて、王子たちの部屋になっている。

　普段は物置として使っているのを片付けて用意した、不自然な特別室。その扉とびらの前にやってきたフリーダは、思いきり深呼吸をする。

「……起きてみんな！　巡邏に行く時間よ！」

　中でがばりと身を起こす音が聞こえた。

　それから何か言い合いながら水を使う音、床を走り回る音がして、およそ三分。

「遅おくれてすまない！」

　ばっと扉を開けて、白い制服に身を包んだアリオスが飛びだしてきた。

　さすがに元傭よう兵へいだけあって身み支じ度たくが素早い。鏡が見えないのにどうやって整ととのえるのか、髪型は少し濡ぬれているけれど、昨日と同じく完かん璧ぺきだ。

　寝起きとは思えない爽さわやかな姿に感心してしまうが、よく見ると制服の釦ボタンが一つずれて留とまっている。

「……アリオス、胸のところ、ずれてます」

　自分の制服を指さして教えると、彼ははっとして服を見おろし、苦笑いを浮かべた。

「気づかなかった、ありがとう」

　ていねいに釦ボタンをかけ直す指先を見ながら、フリーダは「いいえ」と小さな声で返事する。

　昨日の件があったせいか、なんとなく交わす会話の距きよ離りが近い。ロキのことはさておき、今までより素す直なおな気持ちでアリオスが見られている。

　しかし、それが嬉うれしいと感じた次の瞬しゆん間かんには、暗い感情がふっと胸におりてくる。気を許ゆるしすぎてはいけないと。

「……あ、あのそれよりウルブとギルフィは？」

「ここにいるぞ……」

　アリオスの後ろからぐったりと、不ふ機き嫌げんそうにあらわれたのはウルブだ。

　彼の場合は顔を洗うだけでせいいっぱいだったのか、燃えるような赤毛にあちこち寝ね癖ぐせがついて、山火事状態になっている。そして横からギルフィも出てきたのだが、彼に目を向けたとたん、フリーダは突とつ然ぜんアリオスに目をふさがれた。

「ひゃっ!?」

「おまえは見ないほうがいい。目の毒どくだ」

「そんなこと言われたらよけいに気になります！」

　急に触ふれられて驚おどろいたフリーダは、どきどきしながらアリオスの手をどけた。そして思わず目を膛みはった。ギルフィは制服すら着ていなかったのだ。しかもしどけなく寝ね乱みだれた姿の彼の両りよう脇わきには、この要よう塞さいで働く若い娘が二人、肩を抱かれてしなだれかかっている。

「そ、そ、その人たちは……？　いえ、誰だれかはわかっているわ。でもなぜここに？」

「ギルが連れ込んだんだよ！　夜中までカードだチェスだと大おお騒さわぎしやがって……。おかげで寝不足に大遅ち刻こくだ。ぜんぶこいつのせいだぞ、くそっ！」

　山火事頭のウルブにびしりと指さされ、ギルフィは心外という顔をする。

「ゲームはウルブが一番ムキになっていたじゃない？　……だよね、ヨハンナ、マーサ」

　ギルフィに甘あまく囁ささやかれ、眠そうな娘たちの目はいっそうとろんとなる。

　彼の特別な人への接し方を想像させる睦むつ言ごとのような囁ささやき。聞いているだけでこちらまで恥はずかしくなってくるが、そんな妄もう想そうを振り払い、フリーダはアリオスに向き直る。

「あなたも一緒に遊んでいたんですか……？」

　つい責めるような言い方になってしまうと、アリオスは大きく目を見開いた。

「いや、俺はギルフィが彼女らを連れてきた時点で、帰るよう伝えたはずなんだが……」

「おまえそのあとずっと寝てただろ。あんなうるさいとこで一度も起きずに！」

　あきれかえるウルブの証言に、今度はフリーダが目を丸くした。

「一度も起きなかったんですか……!?」

「戦地に比べればたいしたことはないからな。だが寝坊の原因はわかったぞ。通常時間に起きたときに部屋に彼女らがいるのを見て、まだ夜だと思って寝てしまったんだ」

　一人納得しているアリオスにぽかんとしていたフリーダは、思わず笑ってしまう。

（寝ていたなんて……！　でもアリオスが騒ぎに参加していなくて、なんだか安心した）

　だがその笑顔をアリオスに気づかれると、フリーダははっとして態度を改めた。

「今は試し練れんの最中よ。それに彼女たちだってここでの仕事があるのっ。たとえ一晩中遊んでいただけだとしても、他国の王子の手つきになったなんて噂うわさが立ったら、居づらくなるでしょう？　前線の兵たちへの示しもつかないわ。……今後私たち四人以外を、この離れに招くことは禁じさせてもらいます！」

　一気に言いきって、ぜえぜえと息を切らすと、ヨハンナと呼ばれた娘が目を丸くする。

「王女様ってこんな怒おこる人だったんだぁ。……やだ素敵、そっちのほうがいいよぉ？」

（はっ……！　今まで保ってきた、いつでも笑顔の印象が……！）

「さ、さああなたがたももう行ったほうがいいわ。持ち場の上司に見つかる前に」

「はーい、王女様ありがとう。ギルフィ様、王子様がた、お仕事がんばってねぇ！」

　はしゃいで手を振りながら、娘たちは階段を下りていく。

　それをにこやかに見送るギルフィを、アリオスは腕を組んだままたしなめる。

「俺はフリーダの言うことに賛さん成せいだ。おまえたちの普段の生活に口を挟はさむ気はないが、この九日間は、夜は体を休めるために使え」

「そうはいってもアリオス、きみは九日間も、むさくるしい男三人で一部屋を使えと言われて、我が慢まんができるのかい？」

「俺は横になれればなんでもかまわない。どこでも眠れる訓練はしている」

　とりつくしまもないアリオスの答えに、ギルフィは悩ましげなため息をつく。

「元傭兵に聞くんじゃなかったね。……ああ、フリーダと一つ屋根の下だと聞いて喜んでいたのに、彼女の部屋に一歩も立ち入ることができないなんて。せめてフリーダと二人部屋にしてほしいね。寝台も一つで。そしたら俺はおとなしく寝るけど、どう？　フリーダ」

「どうじゃねーだろ、いいからおまえは服を着ろっ！」

　怒るウルブの声に激しく賛同しながら、フリーダは迫るギルフィの胸元から目をそらす。だがそれも、フリーダの前にすっと立ったアリオスに遮さえぎられるまでのことだった。

「それより時間がないんだろ？　急がなくていいのか？」

「……そうでした！　行きましょう、トルワルドが待ちくたびれているわ！」

　ギルフィの身支度をせかしながら、フリーダはちらりとアリオスのほうを盗み見る。

（今のも、守ってくれたのよね……？）

　相手は敵でも寒さでもなくギルフィなのに。少し過剰な彼の「守りたくなる」気持ちのあらわれに、フリーダはこそばゆさを抑えるだけで精一杯だった。
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　トルワルドを先頭に、四人は複雑な地形の峡湾フイヨルドを北上する。

　右手には万年雪をかぶった山脈が果てしなく連なり、フリーダたちはつねに左手に海をのぞみながら荒こう野やを進んだ。──そして冷たいせせらぎを響ひびかせる小川をいくつか越えたところで、トルワルドが馬上から振り返る。

「昨日も説明したとおり、戦場の女神ヴアルキリー隊は毎日海岸線を中心に巡邏を行う。ひとたび巡邏に出れば、交こう代たいの兵が来るまでの数日間、自分の担当区域に異常がないか見回るのが役目だ。──というわけでもうすぐおまえさんたちの担当区域だが、寝ぼけて馬から振り落とされてる奴はいないかぁ？」

「……いつまで遅刻をいじるつもりだ、あの男……」

　ウルブが小声で反抗すると、横であくびをしたギルフィは、やれやれと肩をすくめる。

「気にすることないよ。おじさんて同じ話が好きな生き物なのさ。宴うたげの席で、いつまでも小さいころの失敗談を持ちだして笑いものにするだろう？　あれと一いつ緒しよだよ」

「おい……すっかり他た人にん事ごとみたいな顔してるけど、誰のせいで寝坊したと思ってんだ？　オレたちはおまえのとばっちりを受けてんだぞ、ギル」

　いらいらと手た綱づなを握にぎるウルブに、フリーダと並んで馬を走らせていたアリオスは、すまなさそうに笑う。

「本当のとばっちりはフリーダだな。……悪いな、俺も油断していた」

「えっ？　いえそんな……私こそもっと早く起こしに行くべきでした」

「おっ、責任の取り合いか、美しいねえ。だが言っとくが全員同罪だぞ。女を連れ込んで寝坊したことも反抗的な態度をとったことも、おじさんしっかり報告書に書かせてもらうからな」

　真顔で言うトルワルドに、さすがにまずいと思ったのか王子たちは閉へい口こうする。

　だがフリーダからは見えていた。彼らに隠かくれてトルワルドが肩を震ふるわせ笑っているのを。

「トルワルド、今け朝さのことはみんな反省しているわ。だからその……」

「連帯責任ってやつだな。……ま、おまえさんがそう言うならそろそろ勘かん弁べんしてやるか。初回だし報告書には書かないでやるよ。明日からは寝坊するなよ、王子様がた」

　にやりと笑うトルワルドに、王子たちはほっと肩を撫なで下ろす。

（よかった……。でもなんだかこういう雰ふん囲い気き、懐なつかしい）

　二年前、戦場の女神ヴアルキリー隊に入隊したばかりのときは自分もこうして、トルワルドの「かわいがり」に翻ほん弄ろうされたものだ。振り向いて「よかったわね」と口を動かすと、何か思いついたらしいギルフィが馬を並べてきた。

「ねえ、ずいぶん気心が知れているようだけれど、おじさんときみってどういう関係？」

「関係？　戦場の女神ヴアルキリー隊の同どう僚りようで、巡邏の相棒だけど」

「そういうことではなくて。……いやそれとも、うまくはぐらかされたのかな？」

　意味ありげな流し目を送るギルフィに、フリーダは困こん惑わくする。

「そう言われても……他にどう答えれば……」

「同僚だと言っているだろう。妙な勘かんぐりはやめてやれ」

　アリオスが援護してくれて、フリーダは助かったと安堵する。しかしギルフィは納得がいかない顔に悪戯な笑みを浮かべ、「だって、どう思う？」とウルブに話を振る。

「オレは気になる。ギル、今のどういうことだ？　そう思う根こん拠きよでもあるのかよ」

　妙みように焦ったウルブが三人に追いつくと、ギルフィは王子二人だけを手招きし、顔を寄せるよう誘さそう。

「アリオス、きみはフリーダの親兄弟も同然なのに気にならない？　どう見ても彼、俺たちの可か愛わいい姫君より十五は年上だよ。けれど昨日から見ていると、二人が視線を交わす頻度は、お互い意識している男女のそれと同じなのさ。本当にただの同僚なのかな……？」

　試練の説明もまじめに聞かず、そういうところは見逃さないギルフィに半分あきれながらも、アリオスは眉根を寄せてフリーダのほうを見る。だが──

「あーもう、回りくどい言い方しないで、はっきり訊ききゃいいだろ！　フリーダ、おまえあの男と付き合ってんのか!?」

　ウルブの声に、フリーダは「へっ？」と驚き、彼らの質問の意い図とをやっと理解する。

（もしかして、恋人だと疑うたがわれているの!?）

　そんなばかなと、先を行く相棒に聞こえないように、フリーダは声を潜ひそめる。

「誤ご解かいよっ。私たちがそんな……」

「じゃあ、きみは彼をどう思っているの？」

「……。彼は戦場の女神ヴアルキリー隊の英えい雄ゆうといわれた戦士のご子し息そくで、次期アクラネス部隊長候こう補ほと言われている人よ。だから王族嫌いなのに、私の面倒を押しつけられてしまっているの。……けどいい人なのよ。隊の中で私と普通に接してくれるのは彼だけで……本当に感謝しているし、何より尊そん敬けいする同僚だわ」

　だが自分と一緒にいるだけで、彼は他の兵から受けなくてもいい反感を買っているようなのだ。もちろん、彼が優すぐれた兵だからというのもあるが。

（恋人関係を疑われるなんて思ってもみなかったけど、もしかしたら、他にもそう見ている人がいるかもしれないってことよね。気をつけなきゃ……）

　これ以上迷めい惑わくはかけられない。

　しかしそれだけでは納なつ得とくがいかないのか、ウルブたちはまだ疑いの目を向けてくる。

　なんとももどかしい。トルワルドとの関係をあらわす、適切な表現はないだろうか。考え込んでいると、横からアリオスが言った。

「いい友人なんだな」

「友人？　……トルワルドが？」

「違うのか？　今の話から、俺にはそう聞こえたが」

　意外そうに問われ、フリーダは暗がりに光がさしたような答えにぱちぱちと目を瞬しばたたかせる。

「……そうだったら嬉しいです」

　なんだろう、このふわふわした気持ちは──。馬の脇に携たずさえたグングニルまでが、穂ほ先さきを淡あわく光らせて反応している。フリーダの心に呼応して喜んでくれているのだ。

　すると、会話をやきもきと見守っていたウルブはふんと鼻を鳴らし、尊そん大だいに笑う。

「だ、ダチかよ。まあそんなことだろうと思ったぜ！　おまえみたいな子どもが一いつ丁ちよ前まえに男を作るなんて、百年早いんだよ」

「素直じゃないなあウルブは。正直に言えば？　フリーダに恋人がいなくて安心したって」

「は!?　ばか、ん、んなわけねーだろギル！　こんな子どもの相手じゃ、おっさんも大変だと思っただけだよ」

　赤くなるウルブを見てギルフィが笑う。彼らは疑っていただけではなく、一番年下の幼おさななじみが十五も年上の男性と恋れん愛あいをしているのではと、心配してくれていたのだ。

（恋か……私にそんなものができるのかしら）

　トルワルドのことはもちろん好きだ。でも恋とは違う。

　経験したことがないから想像にすぎないが、恋というのは特別のはず。

　その気持ちに出会えば、きっとこれがそうだとわかるほど劇的な変化が訪おとずれるはずだ。

（でも今はそれどころじゃないし、考えてもしかたないわね）

　二人の王子は和なごやかに話しながら離れていき、気づけばアリオスだけが隣に残っていた。

「アリオス？」

　声をかけると、何か考えているようだった彼ははっとしてフリーダの方を向いた。

「あ……いや、十六の娘だしもしかしたらと思ったんだが。……よく考えれば、王の娘が自由に恋愛なんてできるわけがなかったな」

「……私はしませんけど。私たちの親に、それをとやかく言う資し格かくがあるでしょうか？」

　出すべきではない話題。しかも本ほん音ねをこぼしたフリーダは、しまったと口を押さえる。しかしアリオスはわざわざ指し摘てきすることもなく、大人おとなびた微び笑しようでそれを受け止めた。

「ないだろうな。……だが俺としてはせっかく会えたばかりで、まだ聞きたくない話ではある。──勝手な願がん望ぼうだが」

　さびしそうな横顔に、どきりとする。

（妹のように思ってくれているのよね。でも、私は……）

　胸につかえた思いを抑えてうつむくと、前を行くトルワルドが振ふり返かえる。

「若人わこうどたちよ。青春の内ない緒しよ話ばなしの邪じや魔まをして悪いが、交代待ちの兵が見えたぞ。フリーダ、ここからはいつものおまえさんに意識を切り替えてくれよ？」

　フリーダは慌あわてて「はい」と姿勢を正す。

（さっきの話……き、聞こえてなかったわよね？）

　鼻歌を歌うトルワルドの背中からは、真実はうかがい知れない。
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　待っていた兵に遅れたことを詫わび、申し送りを済ませるといよいよ巡邏に入る。

　波は浪ろうに削けずられた砂浜のない崖がけ状じようの海岸が、延々と続く見晴らしのいい場所。そこで地面に立てた剣を両手で支えたトルワルドは、海を背にした四人に言う。

「とにかく実戦だ。これから日暮れまで、全員で担当区域内を見回ってもらう。知っていると思うが、このオーディンレイにも大地の裂け目ギヤウはある。深いのに落ちたら発見は難しいぞ。土地勘かんのない王子様がたは慎しん重ちように行動するように」

　大地の裂け目ギヤウとは、荒野や岩場に突とつ如じよとしてぽっかりと、地中への口を開いた亀き裂れつのことだ。

　基本的に岩で構成されたこの島は、火山が多いことから地震が多く、大地にあまたの断層が見られる。それが時をかけて広がり、大小の裂さけ目となったのだ。

　そんなのわかってるとばかりに、馬上のウルブは身を乗りだす。

「巨人スルトを見つけたら、とっ捕つかまえていいんだよな？」

「その前にまず仲間に知らせること。……巨人スルトなんていってるが相手は同じ人間だぞ？　頭も使うし、こっちが捕まえようとしていることに気づけば必死に抵てい抗こうしてくるだろう。そういうときに大事なのが仲間との連れん携けいだ」

　素直に頷うなずいたウルブだが、鐙あぶみにかけたつま先は早く行動したそうにうずうずしている。

「わかったわかった。もういいだろ？　さっさと行くぞおまえら！」

　言うなりウルブはぴしりと鞭むちを当て、馬を走らせる。

　あっという間に走り去るウルブに、フリーダは噓うそでしょと目を丸くした。

　あっけにとられる四人の中で、いち早く反応したのはアリオスだ。

「ちっともわかっていないじゃないか、あいつ……！」

「あ、待ってくださいアリオス！」

　慌てて馬首を彼らの向かった北の岬みさきへ向け、フリーダも駆かけだす。「あ～あ」と頭を搔かいたトルワルドは、矢や継つぎ早ばやに発たった三人から目を離し、最後まで残ったギルフィに問う。

「見失うぞ。おまえさんは行かないのか？」

「行くよ。けれど慌てることもないかと思ってね、ここは見晴らしもいいし」

　さらりと涼すずしげに、海風に金髪をなびかせたギルフィは、優ゆう雅がに移動を開始する。

「……大だい丈じよう夫ぶか、あいつら？」

　剣を肩に当てながら、トルワルドは四人を見送った。




　岬に向かい矢のように走るウルブに、フリーダは叫ぶ。

「ウルブ！　どうしてこっちに!?」

「巨人スルトは船で来るんだろ。だったらあの岬の陰が怪あやしい！　オレだったら絶対あそこに船を隠すからな」

　たしかに岬の陰は、見晴らしのいい場所よりはだんぜん船をつけやすい場所だ。

（でも、まずその考えを私たちに話して相談してくれないと！）

　岩場を走るのに慣なれた脚あしの強い馬でも、ウルブの駆ける速度には息をあげている。

　無む謀ぼうな行動だ。馬がだめになったら、要塞に帰り着くこともできないのに。

　やがて海に突きだした岬の根元につくと、ウルブは馬を止めて地面に降り立った。そこへフリーダたちも追いついたが、彼は見向きもせず、腹ばいになって崖がい下かをのぞき込む。

「見ろ、オレの読みは当たった！」

「本当に巨人スルトがいたの!?」

　驚いて下をのぞくと、切り立つ岩がん壁ぺきの下──岩がん礁しようが浮うかぶ浅あさ瀬せに小舟が停まっている。

「沖おきに母船を残して、少人数で上陸したんだ。間違いない」

　策士のように目を細め、ウルブは自信たっぷりにそう言うが、フリーダの考えは違う。

（……あれは、巨人スルトのものじゃない）

　その根こん拠きよは経験としか言いようがないが、直感した。──だが巨人スルトだと信じて盛りあがるウルブに、頭ごなしに違うとは言いづらい。

　どうすればうまく伝えられるのか。考えているとアリオスがそっと耳打ちしてきた。

「どう思う？　俺には巨人スルトの──大陸ミツドガルドの舟には見えないが」

「……！　そうですね、でも調べてみないことには……」

　やはり彼は大陸ミツドガルドにいただけある。アリオスの読みはおそらくあたりだ。

（あの小舟はおそらく……というか間違いなく──）

「あそこに誰かいるぞ！」

　鋭するどく囁くウルブが指さした岩場には、顔半分を襟えり巻まきのようなもので隠した男がいた。

　手に袋を提さげ、岩を伝って小舟のほうに向かう男に、ウルブは目を光らせる。

「何か持っているぞ、神の国の思い出アースガルド・メモリーを持ちだす気か!?」

「ウルブ・レイブ！　勝手な判断で動くな！」

　アリオスの声も耳に入らないのか、ウルブは階段状になった崖を身軽に下りていき、男にいきなり飛びかかった。

　だが男は驚いたように飛び退すさり、なんとウルブをまいて逆に崖をよじ登って来るではないか。

「ずいぶん小こ柄がらな巨人スルトだね？　あれなら簡単に捕つかまえられそうだけど……どうする？」

　ギルフィは首をかしげつつやる気になっているが、フリーダとアリオスはまだ動かずに、男の動きを注ちゆう視ししていた。そこへ崖を登ってくるウルブが、どけろと手を振りかざす。

「そいつはオレが捕まえる！　おまえらは手を出すな！」

「そんなこと言ったって……」

　男が手にナイフを握りしめているのを見つけたフリーダは、アリオスと目め配くばせをする。

（ここはウルブの要よう望ぼうどおり、いったん離はなれるべき……！）

　三人が崖から離れると、男はぱっと陸りく地ちに飛びあがり、身を翻ひるがえして逃げた。

「待って、逃げないでっ！」

　どんどん遠ざかる男を追って、フリーダは馬に乗って駆けた。すると後ろから、またしても無む茶ちやな早駆けで追いついてきたウルブが、フリーダをすぱっと追い抜いていく。

「絶っ対に捕まえて手て柄がらを立ててやるっ！　……って、なんだっ!?」

　白はく煙えんをあげる一帯に入ったとたん、ウルブを乗せた馬が急に足を滑すべらせた。

　地面が湿しめり気を帯びているのだ。泥どろだらけの地面に、先ほど無理して岩場を走らせた四頭の馬は一気に萎なえてしまう。

「おいっ、走れ！　走らないか、くそっ」

　息巻いて馬を下りたウルブは、ぬかるみもものともせず自分の脚で男を追う。

　泥の中を駆けた男はその執しゆう念ねんに負けたのか、とうとう水たまりの中で捕まった。

「捕まえた……っ！　顔を見せろ！」

　ウルブが襟巻きを奪うばい取ると、その下からあどけない少年の顔があらわれた。

　意外な顚てん末まつに、ウルブはぽかんと口をあける。

　そこに追いついた三人が「大丈夫か!?」と一カ所に固まった瞬間を見み計はからい、少年はウルブの胸を突き飛ばした。

「おわっ？」

　よろけたウルブが、地面に穿うがたれたくぼみのような水たまりに尻しり餅もちをつく。そのとたん湯ゆ気げがもわっとわき起こり、フリーダは強く漂ただよう硫い黄おうのにおいにはっとする。

「みんな逃げて！　ここは──」

　呼びかけるも、遅かった。

　ウルブが尻餅をついた水たまりから、ぼこぼこと激はげしい音がする。──そこからまるで生き物のように盛りあがってきた湯は、ウルブを押しのけ、巨きよ大だいな湯柱となって高々と噴きあがり、四人の頭ず上じように降ふり注そそぐ。

「きゃあっ!?」

「熱──ッ!!」

　間かん欠けつ泉せんだ。

（この一帯にあることは知ってたけど、吹きあがる時間まで知ってるってことは……）

　全身びしょ濡れのフリーダは、湯を浴びる寸前に逃げて難を逃のがれた少年に、問う。

「追いかけたりしてごめんね……あなたは北の村の子よね？」

「そうだよ！　おまえらはなんなんだよ。おれは漁りようをしてただけなのに！」

　少年は貝の入った網あみを振りあげて怒っている。

　髪かみから水を滴したたらせたアリオスは、同じく濡れ鼠ねずみになり呆ぼう然ぜんとしているギルフィからウルブへと、視線を移す。

「……なぜあんな無茶をしたのか知らないが、まずこの子に謝ったらどうだ、ウルブ・レイブ」

「……っ、悪かったよ！　おまえらも悪かった！」

　悔くやしそうに横を向くウルブに、アリオスは濡れた髪をかきあげながら、ため息をつく。

　だがそのとき彼の足下から無む邪じや気きな笑い声が聞こえた。

『ふふふっ、おもしろいね、君たちは』

　ぎくりとして見るとアリオスの背後、水たまりの水みな面もに頭巾フードをかぶった男が映うつっている。

（……自じ称しようロキ!?）

　鏡だけではなく、姿が映る場所ならどこにでもあらわれるのか。

　ロキは風で波は紋もんが起きる水面に、ゆらゆらと不安定な姿を映している。

　知らずに見てしまったらぞっとする光景にアリオスも気づき、少し顔を傾かたむけ目線だけでロキに「よせ」と訴うつたえる。

　本当にアリオスと自分以外には姿が見えないらしい。声も聞こえていないようだ。

『ねえフリーダ、まだ信じてくれない？　おれが本物のロキだって』

「…………」

『どうしたら信じてくれる？　証しよう拠こが必要かい？』

　返事をするわけにはいかないが、これがけっこう辛い。

　かまってほしがるロキを無視し続けていると、少年がフリーダの顔をのぞき込む。

「その髪と目……あんた、もしかしてフリーダ王女？」

「え？　そうだけど……」

「やっぱりな。ばあちゃんがいつも言ってるぞ。フリーダは王様に拾ひろわれて王女様になったけど、人に言えないような事情があるから捨てられたんだろうって。……髪と目がヘンな色なのも、そのせいなんだろ？」

「────」

　胸を貫つらぬかれたような痛みが走り、フリーダの思し考こうは停てい止しした。

　笑わないといけないのに。そんなことはないのだと。

　いつものように、自分はオーディン神の導みちびきでアリオス様に拾われて、オーディンレイの王様に育てていただけた幸運な娘なのだと、完璧な微笑をたたえながら説明をしないと。

　蒼そう白はくな顔のまま何も言えずにいると、自分のために静せい観かんしてくれているのであろう王子たちが、口を出すべきかと顔を見合わせるのがわかった。

（ウルブ、ギルフィ、いいのよ。私が自分で──）

　そう目で訴えると、隣でじっと黙だまっていたアリオスが、少年の頭にぽんと手を載せた。

「ぼうず、それは違う。フリーダ王女は捨てられたんじゃない。……真しん実じつを知らない者が、人を悪く言うものじゃないぞ」

　まるで自分がその真実を知る者だというふうな諭さとしっぷりに、フリーダは顔をあげる。

（アリオス……？　もしかして私の本当の親のこと、知っているの……？）

　そんな疑問が浮うかんだとき、少年が突然、そばに立っているウルブの臑すねを蹴けった。

「痛いってぇっ！　……こ、こらぁっ！」

「へん、ざまみろばーか！」

　怒るウルブから逃れて舌したを出した少年は、あっけにとられるフリーダたちを残し、水たまりを飛とび越こえ逃げていってしまった。
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　炎が迫せまる。もうすぐここへも来る。

　あっという間に体に燃え広がる火に、罪つみなき木々や花々が──怯おびえて体をすり寄せてくる動物たちが、悲しげに泣いている。

　ここで滅ほろびるのか、この手に抱いた一握りの命さえ守れずに──




　夜よる闇やみの中、テントの中で目覚めたフリーダは硬こう直ちよくした。

（またあの夢……！）

　小さい頃から繰くり返し見る、この夢はいったいなんなのだろう。

（不安が強いときに見る気がするけど……）

　起きあがって汗あせばんだ額ひたいに手をあて、落ち着けと心に命じる。

　間欠泉で少年に逃げられたあと、捜さがしにきてくれたトルワルドに大爆笑されて、怒られたあとは彼の厳きびしい監視のもとで巡邏を再開した。それから野や営えいの準備をして──

（なんだか疲つかれて、私だけ先に横にならせてもらったのよね）

　ほんの仮眠のつもりだったが、だいぶ寝てしまったらしい。

　まだみんな起きているだろうか。ルーンを縫ぬい込んだ毛布をたたみ、外がい套とうを着て外に出ると、テントの反対側からトルワルドの声がした。

「しかし今日は残念だったなあ、王子様がた」

　たき火の音がする──どうやらまだ全員起きて話をしているようだ。

「傑けつ作さくだよなあ、地元の子どもを巨人スルトと間違えるとは」

「あのときは絶対に巨人スルトだと思ったんだよ……！　おかげで手柄を立て損そこなったぜ」

　残念そうに舌打ちするウルブを、たしなめるようにアリオスが言う。

「手柄、手柄と、どうしておまえはそう手柄にこだわるんだ？　ウルブ・レイブ」

「ふん……出戻り野郎はトルヴィークオレんちの事情を知らないのか？　……オレには父親が大量にこさえた愛人の子っていう敵がいる。だから王おう位い継けい承しよう権けんは正妻の子であるオレにあっても、油断はできないんだよ」

　トルワルドが小こ馬ば鹿かにしたように鼻で笑う。

「それでこの試練の最中に手柄をあげて、腹違いの兄きよう弟だいどもより優位に立とうって？　俺たち平民は、王族様に振り回されっぱなしだな」

「なんとでも言え。とにかくオレの事情はこうだ。わかったら邪魔すんなよな」

　いつもとは違う闇やみを抱えた声でウルブは言った。

（トルヴィーク王家が抱える事情は、私も知っているけど……）

　だがウルブがオーディンレイ王家のことを言わないのと同様に、フリーダもそれを話題にしたことはない。きっと彼にしかわからない重じゆう圧あつがあるのだろうから。

　それが互いに踏み込みすぎない、三人の暗あん黙もくの了解だったのだが──アリオスは違った。

「……焦りはわからなくはないが、あの達成条件からして今回の試練で問われているのは協調性だ。戦場で一人で突っ走る奴は命を落としやすい。手柄を立てる前に戦せん線せん離り脱だつをしては元も子もないだろう」

「……だから反省してるっての、明日からは気をつける」

　気位の高いウルブらしからぬ言葉に、フリーダは思わず声を漏らしそうになる。

　それだけ今日のことが堪えたのだろうか──心配していると、ギルフィが小さく笑った。

「元傭兵の言葉は重みが違うね。ウルブがこんなにしおらしくなるのを初めて見たよ」

「人のこと茶化してる場合か。おまえも親から尻叩たたかれてんだろ？」

　心配げなウルブの言葉に、ギルフィはふっと自じ嘲ちようを浮かべる。

「もともとは気楽な次男坊だからね。もし俺がお国のために役立つことがあるとすれば、誰もが納得する女性を妻つまにして、今度こそ役に立つ後こう継けい者しやを産んでもらうことぐらいさ。血統を残す種たね馬うまと一緒だよ」

　軽やかに笑うギルフィを、アリオスとウルブが困ったように見つめる。

「たしかフレイヤルでは、十年前に……」

「うん、兄が亡なくなってる。そのせいで第二王子の俺が繰りあがりで王位継承者になった。おかげで気楽な人生を歩む計画が台だい無なしになってしまったよ」

　そう言ってクスリと笑う声には、どことなく空くう虚きよさが漂う。

　彼の兄は幼いフリーダから見ても完璧で、みんなのお手本みたいな王子だった。

　比べて昔のギルフィはいつも兄の背中に隠れているような、内気な子という印象が強かったが──

（今は内気どころか、ある部分ではすごく積極的よね）

　苦笑いを浮かべると、ふいにトルワルドが「なあ、ちょっといいか？」と口を挟む。

「……アリオス、十六年前おまえさんはなんでフリーダをエリク王に託たくして、自分だけテュールアークに戻ったんだ？　フリーダを連れていこうとは思わなかったのか？」

（え……？）

　なぜそんなことを──トルワルド。

「いや、あの王女様を見てると窮きゆう屈くつそうでな。ときどき思うわけよ。おまえさんが一緒に連れていってやってりゃあ、道も選べたかもしれない。もしかしたら今みたいな複雑な状況に置かれるより、幸せだったんじゃないかってさ」

「……そんなことないわ！」

　思わず声を出していた。

　それでも気持ちはおさまらず、フリーダはテントを回って、驚く四人の前に出ていった。

「私は幸せよ。それに私を拾ったときアリオスは五歳だったのよ。そんな幼い子が赤子を抱いて、雪の中をどこまでも歩けるわけがないじゃない。……私をテュールアークに連れていくなんてとうてい無理だったの。すべて運命なんだから」

　もしアリオスが一緒に連れていってくれていれば、今ごろどうなっていたか──。

　誰にも言ったことはないが、何度も考えたことがある。

　しかし当時は誰の意志も介入できない状況だった。父王だって血を分けた我が子の決死の願いなら、運命と思い受け入れるしかなかっただろう。

（誰にも選せん択たく肢しなんてなかったのよ……！）

　そう信じているから今まで誰も責せめず、悲劇の王女にならずにいられたのだ。

「フリーダ、おまえさん起きて……今の話を聞いてたのか？」

「ごめんなさい、全部聞こえちゃったわ。──アリオス、言ってください。私を大人に預ける以外に助ける方法がなかったから、そうしてくださったんですよね？」

　顔はつくれているが、自分でも驚くほど必死だった。

　だがじっと話を聞いていたアリオスは、フリーダの目を見てはっきり否定した。

「いや……。あのとき俺はエリク様に会う前に、俺を捜しに来たテュールアークの兵たちに見つけてもらっていた」

（そんな──）

　それでは大人の手はあったというのか。赤子を抱いて遠くまで行ける手が。

　初めて聞いた真実の衝しよう撃げきに胸が痛み、口の中が一いつ瞬しゆんで乾かわく。

　信じていたものが目の前で崩くずれ去り、フリーダはへたっとしゃがみ込む。するとアリオスはそばへ来て、まるで幼子にするように膝をつき、目線を合わせた。

「……おまえをテュールアークに一緒に連れていけないことはなかった。だが俺は兵から、国で反乱が勃ぼつ発ぱつしたことを聞いて、戻る場所はもう安全ではないと知った。だから必ず守ってくれることを信じて、エリク様におまえを託したんだ」

　すべてアリオスの「選択」だった。フリーダを戦乱に巻き込まないために。

　自分が彼の立場でもそうしただろう。だが道を「選べた」ことがわかった今、いけないと思うのに、これまで考えないようにしてきたことが一気に胸に膨ふくれあがる。

（私は、この島じゃないどこかで生きていくこともできたんだ……）

　振り返っても虚むなしいだけだが考えずにはいられない。──すると瞳ひとみを陰らせたフリーダを見かねて、ウルブは冗談にしては強めにアリオスの肩を叩いた。

「おまえ、こいつの前でかっこつけようとして話を盛ってないか？　五歳のガキが、その状況でそこまで考えて決断できるかよ」

　そう言えよという脅きよう迫はくめいた視線を受けながら、アリオスは自分の意見を押しとおす。

「できたさ。俺はあのときも今も、フリーダの幸せのために自分のした選択は間違いじゃなかったと信じている」

「……そうでしょうか？」

　フリーダは歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

　微笑んでいるつもりだが、ウルブとギルフィが固かた唾ずを吞のんでいるのがわかる。

　だが、そんな冗談を装い責める視線からも、アリオスは逃げなかった。

「言い方を間違えたな。多少苦労はさせているかもしれない。だが一緒に連れて行くよりは絶対に、おまえをオーディンレイに託して正解だった。俺はそう信じている」

「…………っ」

　そこでギルフィが「まあまあ」と仲ちゆう裁さいに入り空気が変わった。

　だが話題は変わっても、アリオスの炎を宿やどした目ざしとフリーダの氷の笑顔──両者のあいだには、相あい反はんするものどうしがぶつかったときに生しようじる、見えない火花が散っていた。
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　深しん夜や、岩の上に一人座ったフリーダは、凍こごえそうな外がい気きに白い息を吐はく。

（さすがに冷える……。いつの間にかまた冬になるのね）

　冬は好きではない。

　海が凍こおるので巨人スルトの上陸は防ふせげる。その間戦場の女神ヴアルキリー隊の仕事はなくなり長い休きゆう暇かに入るのだが、暗くて雪に閉とざされた世界は滅め入いることばかりだ。

（だからかな……あの世界が滅びる夢、冬になるとよく見るもの）

　あの夢に出てくる風ふう景けいは冬のアースランドに似ているし、それが崩ほう壊かいしていくさまはあまりにも生なま々なましく、迫はく力りよくがありすぎる。

（私が他の景け色しきを知らないからなのかしら。でも、それにしたって……）

　このことについて考えると、なぜかいつも不安になる。得え体たいの知れない黒いもやが、胸の中に渦うず巻まいているような──

「……やめよう、今は、そんな話をしに来たんじゃないの」

　慟どう哭こくのような風が吹き、びくっとして振り返る。だが後方に設せつ営えいされた男性用テントにあかりはもうついていない。見み張はりの交代時間が来るまでは誰も起きてこないだろう。

　それで安心してグングニルを手にしたフリーダは、ほのかに光る刀とう身しんに額を寄せる。

「ねえグングニル……助けてくれた人を責めるなんてよくないわよね。アリオスは何も悪くない。私にはこの道しかないし、失うしなったら本当に何もなくなっちゃうけど……王女としてここで踏ふん張ばれってことだと思う。だからこれでいいの。……ね？　そうよね？」

　自分に言い聞かせるように囁くと、刃にびっしりと刻きざまれたルーン文字フサルクがチラチラと光り、今のままでよいという文字の組み合わせが浮かびあがる。

「……ありがとうグングニル」

　槍やりはまた、その言葉に呼応して淡く光った。

　なぜだか自分でもわからないし、父を含め誰もそんなことはできないと言うが、フリーダには幼いころから、グングニルと心を通わせる力が備そなわっている。

　オーディン神が探究し続けた神秘文字は、今必要なことや見落としていること、見て見ぬふりをしていること、これからの風向きを教えてくれる使者だ。

　明確な答えを教えてくれるわけではないが、手がかりを示し導いてくれる。

　以前は石やカードを使っていたが、父からグングニルを譲り受けてからは、ずっと彼グングニルがフリーダの相談相手だった。

　ちなみにフリーダには、グングニルを通して使える力がもう一つある。だがそのことは誰にも言っていない。父にさえも──

「まーた槍と話してんのか？」

　突然聞こえた声にぎょっとすると、背後にトルワルドが立っていた。

「と、トルワルド!?」

「さっきのことで悩んでるなら、友だちの俺に話してみろよ。おまえさんより十五も年上のおっさんだけどな」

　そう言ってずけずけと隣に腰掛けてきたトルワルドは、ニッと微笑む。

（噓っ、もしかしてあのときの会話、聞こえてたの……!?）

　トルワルドは黙ったまま横にいて、友だちと言ったことも覆くつがえさない。だがまさか十五も年下の娘を本気で友人とは思っていないだろう。恥はじをかかせまいとしてくれているのだ。

　そう感じたフリーダは、彼になら少し甘えてもいいのではと心が揺ゆらぐ。

　今まで誰にも話したことのない心の内──話してみようか。

「……さっきアリオスの話を聞いたら、忘れようとしていたことを思いだしちゃって」

「どんなことだ？」

　これを話すには勇気がいる。フリーダは一ひと呼こ吸きゆう置いて、星空を見あげた。

　あれは一年半前──アリオスがアースランドに戻ってきた日のことだ。




　その日要塞に詰めていたフリーダは、今でもはっきりと覚えている。

　海の向こうからやってきた青年が甲かん板ぱんから叫んだ声も。アクラネス湾わんに響いた名も。

「私はテュールアークの真の王、グントの子アリオス！　──オーディンレイ王にお願い申しあげる！　父の汚お名めいをそそぎ、祖国に真の平和を取り戻すため、どうかあなたの国への上陸と通行の許可をいただきたい！」

　あまりに瑞みず々みずしく精せい悍かんなアリオスの姿に、誰もが釘くぎ付づけになった。そして折良く要塞の視察に訪れていた父王は、息子むすこが生きていたことに落らく涙るいし、母は──

　母は、フリーダが相手をしている最中だった。

　魔性の女とも悲運の王おう妃ひともいわれる彼女は、普段はほとんど外に出ない。

　フリーダとさえ月に何度も顔を合わせないが、なんの巡めぐり合わせか──その日に限って視察に同行していたのだ。

　アリオスの突然の帰き還かんに、フリーダは興こう奮ふんして防ぼう壁へきに駆けあがる。

「王子様が生きていた……戻ってきた！　お母様ほら、あの方がアリオス様よ！」

　しかし、一緒に喜べると思っていた母は次の瞬しゆん間かんフリーダを突き飛ばした。

　呆然とするフリーダを見向きもせず、彼女は防壁から落ちそうなほどに身を乗りだす。

　そして十六年ぶりに戻ってきた息子を狂くるおしく見つめたあと、「お母様？」と呼んだフリーダを振り返った。

「あなたは誰……？」

　母は冷たく、なんの感情もこもっていない瞳でそう言った。

　その瞬間だ。フリーダにとって王子様が侵しん略りやく者しやになったのは。




　すべてを話すと、トルワルドはしばらく言葉を失っていた。

「……そいつは……悪い、なんて言ってやりゃいいのか……」

　くそっと言って、もどかしげに髪をかきむしる。そんな優しい相棒に、フリーダはあたたかい気持ちになる。

「ありがとう……。けど私、今だってアリオスを恩おん人じんだと思っているし、彼が私をこの国に置いていったのにも、ちゃんと理由があるってわかってる。でもどうしても考えちゃうのよ」

　明るく言ったあとに肩を落とし、フリーダは大きく眉まゆをひそめて笑う。

「私、いったい誰なのかな？」

「フリーダ……」

　苦い顔をしたトルワルドは、大きな手でフリーダの頭をわしゃわしゃと撫でる。
















「と、トルワルド、髪型が崩れちゃうっ」

「いいから撫でられてろって。……俺がそうしたいんだよ」

「……はい」

　話しただけで少し心が軽くなった。かける言葉を探してくれたことがとても嬉しい。

（……こうして頭を撫でてくれるのも）

　父王は厳しく教育してくれたし心配もしてくれるが、こんなふうに触ふれてくれたことはない。

（本当の父親って、不安なときにはこうしてそばにいてくれるものよね……）

　友人と言ったばかりなのに。微笑んだフリーダは、トルワルドの腕にそっと腕をかける。

「……もう大丈夫。戻って休んで、まだ交代の時間じゃないでしょ？」

「フリーダ。おまえさん、今からでもこの国を出たいとは思わないのか？」

　ふいに真顔で問われて、フリーダは「えっ」と目を瞠る。

（今から……？　出るって、オーディンレイじゃなくて、アースランドをってこと？）

　想像だけならしたことはあるが、実際になんて考えたことなかった。

　返事に困ると、トルワルドはにかっと笑い、「冗談だよ」と手を振る。

「理由もなく国外に出ることは反逆罪だ。そんなこと俺だって知ってるよ。本当に冗談だから気にするな。お休み」

　立ちあがり、トルワルドは鼻歌を歌いながらテントのほうへと歩いていく。

　フリーダは、ぽかんと彼の後ろ姿を見送った。

　──その会話を、アリオスが立ち聞きしていることも知らずに。




　一部始終を聞いてしまったアリオスは、岩陰から一歩も動けずにいた。

　仮眠で目が冴さえてしまったからと、見張りを買ってでたフリーダ。だが先ほどの様子が気になり、彼女と話をしようとテントを抜け出たら、トルワルドに先を越されていた。

　しかたなく戻ろうとしたところで、今の会話が聞こえてきたのだ。

（まさか、そんなことがあったとは……）

　オーディンレイ王夫妻との親子の縁えんは、すでにないものと決めている。

　エリク王も今の自分の立場を汲くんで、息子ではなく隣りん国ごくの王子として接してくれている。

　それは王妃も同じだと思っていたが、こちらの都合のいい思い込みだったらしい。

　隙なく冷静を保っていた心に、雪が吹き込んだように思いが軋きしむ。

（……幸せになっていると思っていたのに）

　歯がゆさに拳こぶしを握るアリオスの胸元に、ざわざわと悪お寒かんが広がる。

　これは、中にいるロキが何かを伝えたがっている合図だ。

　軍神テユールの剣を引き抜いたアリオスは、苛いら立だちながら刃やいばにロキを映す。

「何か用か？」

『冷たいねえ。おれは、いつもおまえのためを思っているんだよ？』

　ロキは白しら々じらしくうそぶき肩をすくめる。──だがアリオスも、彼が自分のことなどみじんも思っていないことはよく把は握あくしているので、さして気にもしない。

「いいから、用件があるなら早く言え」

『せっかちだなあ。……じゃあおまえのために言うけどさ、フリーダの心を守りたいなら、おまえが隠してることを話してやればいいんじゃないの？』

　それではなんのために戻ったのかと、くちびるを引ひき結むすんだアリオスは首を横に振る。

「彼女に話すつもりはない。第一、彼女はおまえがロキだということさえ信じていないんだぞ。話したところで混乱させてしまうだけだ」

『ならあの場所に彼女を連れていくことだね。そしたらおれのことも信じてもらえるし』

「おまえにはもうそんな力はないだろう。いいから、よけいなことは考えるな」

『あっ、こら置いていくなよアリオス！　話は最後まで聞けってー！』

　ロキの映る剣つるぎを岩に立てかけ、アリオスは手を振りながら遠ざかっていく。

　そして誰もいなくなり、妖あやしく光る刃の上で、ロキは冷ややかに笑った。

『……おれは忠ちゆう告こくしたよ？　話を最後まで聞かないおまえが悪いんだよ、アリオス』

　その不ふ吉きつなつぶやきは荒野の風に、あとかたもなく吹き消されていった。
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　試し練れん三日目は何事もなく過ぎた。──いや、正確にいえば何もなかった。誰だれも寝ね坊ぼうすることなく暴走することもなく、巨人スルトも見つからなかったのだ。

　平和なのはいいがなんとなくぎこちない。前の晩の出来事を払ふつ拭しよくできずに一日を終えた四人は、四日目の朝にはかなり疲れた顔を、トルワルドの前に並べることになった。

「おはよう諸しよ君くん。野や営えい経験のない王子さまにはきつい二日間だっただろう。だがそれも今日の昼までだ。交こう代たいの兵が来たら俺たちの役目は終わる。それまでぶっ倒れるなよ？」

　交代の者が来るまでは、この担たん当とう区く域いきの警けい備び責任はすべて自分たちにある。慣なれない団体行動にさすがに疲ひ弊へいしていたフリーダだが、気を引き締しめて「はい」と敬けい礼れいをする。

（このまま何もなければいいんだけど……）

　緊きん張ちようを保たもとうと集中して荷にの整理をしていると、背はい後ごにすっと誰だれかが立った。

　声がかからないので、驚おどろかすのが好きなギルフィだろうと思い、フリーダは「なあに？」と笑って振り返る。だがそこにいたのは、意い外がいな反はん応のうに驚いているアリオスだった。

「あ、アリオス!?　すみません、ギルフィだと思って」

「……その荷物、おまえには重すぎるんじゃないか？　俺おれが少し持とう」

「いえ大丈夫です！　普ふ通つうの女性より力持ちですから、私っ」

　早はや口くちに言って、フリーダはまとめた荷を背せ負おい馬のほうへ急ぐ。

（びっくりした……！　昨日はほとんどまともにしゃべらなかったのに）

　とはいえ、彼が何度もこちらに視線を送ってくれているのは気づいていた。フリーダも彼を気にして何度も見ていたから。おそらく考えていることは同じなのだ。

（……せっかく、話すきっかけを作ってくれたのに）

　荷を馬の背に積つみながら、フリーダはそっとアリオスを振り返る。

　一昨日おとといの口こう論ろん以来、目も合わせていなかった。──わかっているのだ。こんなことでは他の三人に気を遣つかわせて迷めい惑わくだし、絆きずなを深める九日ここのか九きゆう夜やの試練の意味もない。

（アリオスは悪くない。……誰も悪くない。私が今のままでいるためには試練に合格して、王にふさわしい人間だって、実力で認みとめられるしかないんだ）

　隣りん国ごくテュールアークの王子が歩み寄ってくれているのだ。

　自分もオーディンレイ王女として、私し情じように流されることなく九日間を乗りきらなければ。




　五人は海沿いを北に向かって進んだ。

　先日少年を発見した岬みさきが近づくと、ウルブが盛大なため息をつく。

「とうとう巨人スルトとの遭そう遇ぐうはなしか……。これで試練の意味が本当にあるのか？」

「いいじゃない、それで。俺たちの目的は脱だつ落らく者しやを出さずに九日間を過ごすことだ。そうすればみんな試練を達成したことになるんだから」

　平和が一番だよと、ギルフィはやんわりと諭さとす。

　その意見にはフリーダも賛成だ。そう毎日巨人スルトが見つかるようでは困る。ときには上陸した巨人スルトを連続して捕ほ縛ばくすることもあるが、沖おきに船影すら見えない日が続くのが通常だ。

　しかし活躍を夢見ていたウルブは諦あきらめきれず、「巨人スルト来い、巨人スルト来い」とまるで呪のろいの言葉のように繰くり返している。するとアリオスが「そうだ」と彼のほうを向いた。

「ウルブ・レイブ。そんなに体力があり余っているなら戦場の勇士エインヘリアル隊に入隊してくれ。人材不足で悲鳴を上げているところだ。他国の王子でも歓迎するぞ」

「戦場の勇士エインヘリアル隊って、隊長はおまえだろ？　だーれがその下で働はたらくかっての」

　べっと舌したを出し、ウルブが猫のようにつんと顔を背そむけたときだ。

　潮しおの香りがする風が、いやなにおいを乗せてフリーダの首筋を吹き抜ける。

（……？　このにおい……）

　タールと呼ばれる、大陸ミツドガルドから来る船に塗ぬられている塗と料りようのにおいだ。

　防ぼう腐ふ剤ざいの役割を果たすらしいが、強きよう烈れつなにおいを放つので覚えている。捕縛した巨人スルトの船には、必ずこの塗料が塗り込まれていた。

　念のためもう一度風を嗅かいでみるが、やっぱりあのにおいが混まじっている。

　巨人スルトの船が来ているのだ──この近くに。

「みんな、待って！」

　突然馬を止めたフリーダに、全員が振り返る。

「……風に乗ってタールのにおいがしたわ。巨人スルトが近くにいるかもしれない」

　その報告に王子たちの目は大きく見開かれ、トルワルドは曇くもった海上をぐるりと眺ながめた。

「そうか？　俺には何も……だがおまえさんの勘かんは当たるからな」

「ここから見えないということは──そうだ、一昨日ウルブが下りた岬！」

　その場所に急行すると、フリーダの勘が当たっていることが証しよう明めいされた。

　崖がい下かの岩場から離れたところに船が錨いかりをおろしているのだ。

　船上はひっそりしているが、煙えん突とつからは薄うすい煙けむりが立ち上り、人がいるのは間ま違ちがいない。

　その帆ほ船せんをじっと見つめたアリオスはひと言、「大陸ミツドガルドの船だ」とつぶやいた。

「よく見慣れた形の船だ。……大陸のもので間違いない」

　腹ばいになった五人が崖がけの下をのぞき込むと、一昨日少年が貝を採とっていた岩の隙すき間まに、二列十二人乗りの短艇カツターボートが乗りあげている。

「……すでに上陸しているわね」

「ああ。だが奴らは徒と歩ほだ。そう遠くへは行っていないだろう」

　国防兵二人の冷静な会話を聞き、ウルブは興こう奮ふん気ぎ味みに言った。

「お……オレの読み、当たったってことだよな!?」

「おめでとうウルブ。──けれどこれからどうするんだい？　まさかたったの五人で船に乗り込むなんて言わないよね」

　怪け訝げんな顔をするギルフィに、トルワルドは笑う。

「それはない。昼になれば交代の者が来るから、俺がそれまで船を見張っていよう。そうしたら要よう塞さいに応援要よう請せいができる。……おまえさんたちは上陸した巨人スルトの捜そう索さくに出てくれ。あの小舟を見るかぎり十人程度だ。初心者ばかりだが、フリーダと元傭よう兵へい王子がいればなんとかなるだろう」

「……了解。やってみるわ！」

　アリオスと目が合うと、彼もしっかりと頷うなずいてくれた。

　大丈夫、いつもと同じくやればいい──だが試練の最中だということも忘れずに。

　王女として戦場の女神ヴアルキリーとして真価が問われる任務に、トルワルドが命令を下す。

「巡じゆん邏らは中断だ。巨人スルトを見つけて一人残らず捕つかまえろ。──頼むぞ、おまえさんたち」

　それを合図に、四人はいっせいに捜索へと向かった。
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　巨人スルトにはこちらの地理がわかっていない。彼らは上陸後、目についたものがあれば近づき探索をする。この国への遠えん慮りよも敬意もなく、欲望のままに。

　馬を走らせながら、フリーダはそれを三人の王子に説明した。

「まず岬から近い村に行ってみましょう。住んでいる人に注意を呼びかけないと」

「それがいい。大陸ミツドガルドからここまで来るあいだに、水も食料も乏とぼしくなっているはずだ。状況によっては村を襲おそうかもしれない」

「そういえばアリオスも、巨人スルトと同じ船旅を経験しているんだね」

　ギルフィの言葉にどきっとして、フリーダは振り返る。彼のことだから皮ひ肉にくではないと思うし、アリオスも「それがどうした」という顔ですましているが──

「アリオスはオーディンレイを通ってテュールアークに向かったとき、どこにも、誰にも乱らん暴ぼうなことはしなかったわ」

　伝えておいたほうがいいと思った。オーディンレイの民たみなら皆みな知っていることだ。

「へぇ」と感心するギルフィからアリオスに視線を移すと、彼は口くち元もとをほころばせ、フリーダに向かってそっと目を伏ふせた。

（……ありがとう、ってこと？　べ、べつにいいのに。だってそうしたのは自分じゃない……）

　その後四人が向かったのは、沖からでも発見しやすい漁ぎよ村そんだ。巡邏でも定期的に訪おとずれる、二十軒ほどの家が集まる小さな集落だが、巨人に襲われた様子は見られない。

　馬を下りて村に入ると、近くで網あみの手入れをしていた少年が「あっ」と顔をあげる。

「なんだ？　おとといのガキじゃないか」

　ウルブの言うとおり四人に熱ねつ湯とうを見舞い、フリーダには厳きびしい言葉も浴びせた少年だ。

　この区域に村は一つだけだし、ここの子だろうとは思っていたが、まさか村の入り口で遭そう遇ぐうするとは──。苦笑するフリーダを見て、少年は警けい戒かいしながら立ちあがる。

「わざわざ村まで仕返しに来たのか？　しつこいな」

「そうじゃないわ。今日は知らせることがあって……。あなたが漁をしていた場所に、大ミツド陸ガルドの船がきたの。それで上陸した巨人スルトを捜さがしているのよ。皆さんにも注意してもらいたいと思って」

「え!?　ちょっと待って、ばあちゃんたち呼んでくる！」

　それから少年は、村中の人をかき集めてきた。

　漁に出ている者以外は全員といったところか。勢せい揃ぞろいした村人たちの中から、村長の男性が進み出る。

「王女様、この子から聞きましたが、罪つみもない国民を追い回して、巨人スルトの上陸を見み逃のがすとはどういうことですか？　あなたはその……王妃様の血は引いていないし、まさかとは思いますが、公務の最中に男性と遊んでいたのではないでしょうな」

「えっ……？」

　見れば自分たちを取り囲む村人たちは、冷ややかな目でフリーダを見ている。

（そうか、試練のことを知らないから……）

　くちびるを嚙かみ締めるフリーダを見かねて、ウルブが前に出る。

「家のことなら口出ししねえが、こればかりは聞き捨てならねえ……！」

　村長に食ってかかったウルブは、アリオスにぐっと肩を摑まれた。アリオスは彼の耳元で「耐えろ」と囁くと、村長に対しては静かに、だが重々しい口調で忠告した。

「王妃もそうだが、王女はあなたが思っている人間とはきっと違うと思うぞ。あなたがそれを知らないだけで。……俺からすれば、彼女は誰より清きよらかな存在だ」

　まじめにそう言ったアリオスに、フリーダは瞠どう目もくする。

　お世せ辞じにしては言い過ぎだ。だが今はその優しさが嬉しい、何よりも。

（アリオス……ありがとう）

「ウルブ。フリーダがまじめだってことは、俺たちがよくわかっているだろう？」

　ギルフィからも止められ、ウルブは目に怒りをたたえたままぐっと激情を抑え込んだ。

（……ありがとう、ウルブ、ギルフィ）

　誇ほこり高い彼の必ひつ死しの努力を無む駄だにするまい──フリーダは毅き然ぜんと人々の目を見る。

「ご心配をおかけして申し訳ありません、皆みなさん。上陸は許ゆるしてしまいましたが、巨人スルトは必かならず捕まえます！　名にかけて約束します。私にはこれしかないと思っていますから」

　ざわざわと囁き合い、村人たちは顔を見合わせる。

　言葉だけで信じてもらえるとは思っていない。結果を出さなければ。

　大だい丈じよう夫ぶ、いつもどおりに。そう自分に言い聞かせて、フリーダは王子たちに笑いかける。

「丘に登ってみましょう。そこからなら巨人スルトが見つかるかもしれないわ」

　早くここを出よう。悲しい気持ちから逃げるようにフリーダはつい早足になる。

　落ち着いているつもりがどこか焦あせっているようだ。いつもならしないのに、馬の荷の金具に指を挟はさんでしまった。

「痛っ……」

　小さな痛みが走り、白い手袋に血が滲にじむ。

　たいしたことはない、すぐに治るような傷だ。それなのになぜか悲しくて情なさけなくて。いつまでもずきずきと疼うずく手を握にぎりしめ、フリーダは空を仰あおぐ。

「フリーダ……おまえ、その手」

　はっと後ろを見ると、アリオスが驚いた顔でこちらを見ている。

　どうしてこんなところを見られてしまうのだろう。フリーダはとっさに「失敗しちゃいました！」と自分を笑い、そそくさと馬に乗った。

　急に姿すがたをあらわした弱い自分と、それを見たアリオスを振りきるために。




　村を見おろす丘の上に登ると、そこには古びた昔の神しん殿でんが建たっていた。

　中には祈いのりを捧ささげる祭さい壇だんや長なが椅い子すもあるが、床に積もった大量の埃ほこりからしても、最近は使われていないらしい。

　埃っぽい空気に顔をしかめながら、フリーダは濁にごった硝子ガラス窓まどに近づく。

「前ここに巨人スルトが潜せん伏ぷくしていたことがあったの。夜になるのを待って、村を襲うつもりだったらしいんだけど、そのときは襲う直前に阻そ止しして──あれ？　窓が開かない」

　木き枠わくに手をかけぎしぎしと動かしていると、背後から腕を伸のばしたアリオスが、難なんなく開けてくれた。

「あ……ありがとうございます」

「こんなことぐらい、いつでも頼れ。……無理するな」

　他の王子に聞こえないよう、まわりを気にかけているアリオスを見てフリーダは察さつした。

（もしかして、私が隠かくしたがっていること、わかってくれてるの……？）

　傷と弱さ。その二つを胸に抱かかえたフリーダは、つぶれないようそっと両手で包み込む。

　すると神殿の中を鑑かん賞しようしていたギルフィが、「これなんだい？」と壁かべの絵を指さした。

　そこには祭壇に立つ銀髪の女性の絵が描かれていた。

「この神しん秘ぴ的てきな銀髪、フリーダみたいだね。……もしかしてきみだったりして？」

「ありがとうギルフィ。神秘的……その絵はそうかもね。けど私じゃないわ、その絵はずっと前からそこに描かれているもの」

　このアースランドに、かつて自分のような容よう姿しの人がいたなんて聞いたことがない。きっと長い時を経へて塗と装そうがはげてしまったのだろう。

　それを確かめようと壁に触ふれると、ウルブが「おいっ！」と血けつ相そうを変える。

「安あん易いに触るなっ！　おまえらにはこの建物の価か値ちがわからないのか？　木材は神の国の思い出アースガルド・メモリーだし、窓硝子の粗あらい技術も絵の塗料も、全部百年以上前のもんだぞ!?」

　怒られた二人は、「ごめん」と声を合わせた。

　トルヴィークは神の国の思い出アースガルド・メモリーの探たん索さくと発はつ掘くつ、加工する技術に優すぐれた国だ。

　王子であるウルブもその仕事に関わっているし、彼が言うならそうなのだろう。

　アースランドには、人の住む集しゆう落らくの近くには、必ずこういった神殿と神しん官かんの住居が一緒になった神殿屋や敷しきが建てられている。

　祀まつられているのは、その地で一番信しん仰こうを集める神だが、人が神々に祈りを捧げるのは、ほとんどが神の国の思い出アースガルド・メモリーを与あたえてくださったことへの感謝のためだ。

　フリーダの母──王妃の実家も神殿だ。王族と縁もゆかりもない家柄の娘、そして一度は隣国に嫁とつぎ、出戻ってきた彼女も、当初王宮では相当肩身が狭かったという。

　だから精神が不安定になって、自分にあんなことを言ったのだろうか。

（いけない……今は巨人スルト捜しに集中しなきゃ！）

　つい見つめてしまった髪から目を離し、フリーダは窓から荒野に目を凝こらす。

　すると窓枠に誰かの手が置かれ、気がつけばアリオスが並んで外を眺めていた。

「……おまえがこの仕事に心しん血けつを注そそいでいるのは、母親のせいか？」

「え……？」

　まるで考えていることを言い当てられたようで、焦った。

　警けい戒かいして見あげると、彼はいたって大まじめな顔で、まっすぐフリーダを見た。

「王女として当然の役割だとか、私にはこれしかないとか……俺はその気き負おいが気になるんだ。もし今の家族に居場所を感じられなくて、危険な仕事に身を投とうじているのなら──」

「私は実力を認めてもらいたいだけです。親にかまってほしい子どもではありません！」

　小さな声で鋭くそう言うと、フリーダは窓の外へ視線を移した。若干頰ほおを膨らませて。

　大きく目を見開いたアリオスは、その幼い態度がおかしくて笑いそうになる。

「じゃあ守ってくれる王子もいらないか？」

「そう、王子様も──え!?」

　反射的に見あげると、アリオスはすべてを知っている顔で、フリーダを見おろしている。

（噓うそでしょ、一昨日トルワルドにした話、聞かれてたの!?）

　……今すぐ窓から飛びだして逃にげたい。だがその窓が狭いせいもあり、アリオスとフリーダの腕はぴったりと合わさり、二人の距きよ離りは否いや応おうなしに縮ちぢまる。

「……手を見せてみろ。怪け我がをしてるだろう」

「え？　いえ、こんなのたいしたことないですから！」

「大人でも頼れる相手や心の支えは必要だ。……俺自じ身しんがそうだから言うんだぞ」

　言い聞かせるように言って、アリオスはフリーダの手袋を脱ぬがせ、小さな傷がついた指にやわらかな布を巻まき付つけた。ウルブとギルフィに見えないよう、密ひそかに。

　これで痛くないだろ？　と顔をのぞき込まれ、それはどう考えても大人にする行こう為いじゃないと反はん発ぱつ心しんがわきあがる。──が、なぜか泣きそうになる。

「……。あの、アリオスの心の支えって、もしかしてロキですか？」

「ロキ？　どうしてあいつが出てくるんだ」

　憮ぶ然ぜんと返され、フリーダは「いえ、なんでも」と肩をすぼめる。気になっていたのだ。そもそもロキはなぜアリオスの中にいるのか。なぜアリオスは彼を受け入れているのか……。

　だが名を口にしただけで機き嫌げんを損そこねてしまうのだから、この話はやめにしよう。

「──そんなことより巨人スルト捜しです！　やみくもに捜すのは効こう率りつが悪いし、私、ちょっとグングニルに訊きいてみます」

「グングニルに……訊く？」

　きらめく槍やりの刀とう身しんを額ひたいにつけ、フリーダは問う。

「グングニル……教えて。巨人スルトを見つけるにはどこを捜せばいいのか」
















　突然槍に話しだしたフリーダを不ふ思し議ぎそうに見て、アリオスは二人の王子の肩に触れる。

「ウルブ・レイブ、ギルフィ、フリーダは何をしているんだ？」

「ああ……初めて見るのか？　あいつはああして占うらないをするんだ」

「至宝プレシヤスで──グングニルでか？」

「そう。俺も小さいころに占ってもらった経験があるよ。当たりすぎて怖かったことだけは覚えてるから、二度と頼む気はないけれど……仕事に使うならいいだろうね」

　同じ経験があるのか、ウルブも「だよな」と苦笑して、雷神の槌ミヨルニルを肩にかける。

「至宝プレシヤスなんて王位継承者だってことを示す飾かざりにすぎないのに、あいつの槍は武器以外にも使い道があって便利だよな。オレの雷神の槌ミヨルニルは岩を砕くだく普通の槌つちと同じだし、ギルフィの黄金の首飾りブリーシンガ・メンは単なる装そう飾しよく品ひんだ。……おまえのそれもただの剣だろ？」

　軍神テユールの剣を見おろし、アリオスは言葉を失う。

　その間にも、グングニルは星のように輝き続け──そしてフリーダは、刃やいばに浮かんだ二つの文字を読み取った。

「〝神〟と〝欠乏〟……？」

　一文字に多くの意味が含まれるルーンは、読み取り方が難しい。

　しかし頭に浮かんだのは神と欠乏。この二つだ。

「〝神〟の〝欠乏〟だと、まるでこの神殿みたいね。人々の信仰心が欠かけてしまった場所といえるし……ここに留とどまれということかしら？」

　グングニルが星砂のような輝きを放つのをじっと見つめていると、突然悲鳴が聞こえた。

「なに……!?」

　とっさに外に出た四人は見た。

　武器を振りあげた男たちが、村に押し入る瞬間を。
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　駆かけつけたとき、村は大騒ぎになっていた。

　戦斧せんぷを手にした巨人スルトが家の扉とびらを壊こわして押し入り、水や食料を奪っているのだ。

　先ほど来たときとまるで違う惨さん状じようを見て、アリオスは氷の瞳を据すわらせる。

「……巨人スルトなんて呼び名は立派すぎる。ただの略りやく奪だつ者しやじゃないか」

「もっと早くグングニルに訊きいていればよかった……っ！」

　巨人スルトを追って走るフリーダは、逃げ惑まどう村人たちの中に、あの少年と彼の祖そ母ぼらしき女性が立ち尽つくしているのを見つけた。

「大丈夫ですか!?」

「王女様！　助けて、ばあちゃん脚あしが悪いからここから動けないんだ！」

「──私につかまって。ひとまず村の外へ！」

　フリーダが女性の肩の下に体をねじ込んだときだった。

「おっと、どこへ逃げる気だ？」

　顔の前に戦斧がぶんと振り下ろされる。

　白銀の髪かみの幾いく筋すじかがはらりと落ち、フリーダはとっさに女性を背に庇かばった。

「フリーダ！」

　三人の王子たちが、フリーダのそばに駆けつける。そしてあちこちから集まってきた帷子かたびら姿すがたの男たちは、皆戦斧を手に、四人と少年、そして少年の祖母を取り囲む。

「おれたちを見たからには、全員、生かして帰すわけにはいかないなぁ」

「それはこっちのセリフだ、巨人スルトめ……！」

　槌を構えたウルブが言うと、巨人スルトの一人が首をかしげる。

「巨人スルト？　ああ、なんかおれたちそう呼ばれているらしいな。さっきからそこの連中が、おれたちを見てうるさく騒ぎやがる」

　家の窓から怯おびえて見ている村人を指さし、男は笑う。その瞬間、静かに怒りを燃やしたフリーダは槍を地面に突き立て、頭領と思われる男に呼びかけた。

「通告する！　この国に無断で入った人間をこのまま帰すことはできない。全員降こう伏ふくし、規定の処しよ分ぶんを受けてもらう！」

「冗じよう談だんじゃねえ、降伏なんかするか。この国が人の住める場所だってことがわかった以上、この情報を国に持ち帰らねえとな……土産みやげと一緒に」

「うわぁ、巨人スルトって本当にこういうこというんだ。隊の教本に書いてあったとおりだね」

　緊張感のないギルフィの腰には細剣レイピアが下がっている。母国で訓練は受けているらしいが、実際に抜いたところは見たことがない。

　戦うしかない。村人を守りながらでは、かなり不利だが──

　汗ばんだ手で槍を握ると、背中を合わせたアリオスが囁く。

「……俺が村の連中を守るから、おまえは心配せずいつものように動け」

　振り向いて大きく目を見開くと、彼は平素と変わらない落ち着きでそこにいた。

「俺は大陸ミツドガルドでこういう連中を相手にしてきたんだ。その俺がいるんだから、俺を頼れ。おとなしく捕まる程度になってもらえばいいんだろう？」

「おいアリオス、一人でなにかっこつけてんだよ！　オレもギルも戦える！」

　気き炎えんをあげたウルブは首にかけていたゴーグルを装着し、「やってやるよ」と乾かわいたくちびるを舐なめる。

「そういうことだよ、アリオス」

　ギルフィは王子然とした微笑みに凄すごみを増し、澄すんだ音を立てて細剣レイピアを引き抜いた。

「姫君を守るぐらいはさせてほしいね」

　大丈夫か？　という顔をしながらも、アリオスはフリーダへ「やろう」と目配せする。

（みんな……！）

　頷いて、フリーダは巨人スルトたちに槍を振りかざす。

「では残念だが──この国の規定により、武力を行こう使ししておまえたちを捕縛する！」

　冷れい徹てつに言い放ったフリーダの言葉が、戦闘開始の合図となった。

　二人の男に刃を向けられたアリオスは、軍神テユールの剣を斜ななめに構えた。

　そして助走をつけるように膝ひざをかがめ、地面を蹴ける。

（……速い！）

　斧おのを振りあげてかかってくる戦士二人を、アリオスは剣の一振りで次々になぎ払う。

「う、あ……っ!?」

　胸と脇わきを押さえ、男たちは倒れた。──フリーダが一人を相手にしているあいだに、だ。

　巨人スルトと一対一で向き合っている二人の王子も、その圧倒的な強さに目を瞑つぶる。

　さらに三人がアリオスに襲いかかったが、彼は一人ずつ確実にしとめていった。

　とにかく速い。村人を守りながらも、敵へ繰り出す一いち撃げきの狙ねらいがおそろしいほど正確なのだ。

　そのすさまじさが、戦場を生き抜いてきた者の戦い方だとわかるまで、息をすることさえ忘れた。圧倒された。

　フリーダが二人倒し、ウルブとギルフィも一人ずつ倒して、立っている者はあと三人。

　だがアリオスの無む駄だのない動きに見とれたフリーダは、自分が対たい峙じしている相手から一瞬目を離してしまう。

「フリーダ！」

　鋭するどい声に顔を上げたとき、巨人スルトはすでにフリーダに斧を振りかぶっていた。

　避よけなければと脚に力を込めたが、間に合わない。

（やられるっ……！）

　目を瞑った瞬間、敵はアリオスの渾こん身しんの体当たりで吹っ飛んだ。

　敵にぶつかった反動でどうっとフリーダのほうに倒たおれてきたアリオスは、まるで寝しん台だいの上にフリーダを組み伏せるような格好で、腕をぐんと立てて起きあがる。

「……っ、すまない大丈夫か！」

　制服が破やぶけたアリオスの腕には血が滲んでいた。しかしその肩越しに見えた光景に、フリーダは戦せん慄りつした。残った二人の巨人スルトが彼の背に向けて、大きな石を抱え上げているのだ。

　それは、そばの家の前に積みあがっていた建けん材ざい用ようの石だ。

　逃げてと叫んだ瞬しゆん間かん、フリーダは気づく。石の表面に文字が刻きざまれていることを。

（あれは……ルーン!?　ということはあの石は、神の国の思い出アースガルド・メモリー!?）

　刻まれているのは、「軽くする」「固める」という綴つづりだ。フリーダがそれを読み取った一いつ瞬しゆん、背後に迫る巨人スルトに気づいたアリオスは、振り下ろされようとしている凶きよう器きに驚きよう愕がくし──それでも盾たてになろうと、自分の体でフリーダを覆おおい隠かくす。

（どうしてそこまで私のために……っ）

　衝しよう撃げきで真っ白になった頭に、知らないルーン文字フサルクの綴りが浮かんだ。

　グングニルと対話できると気づいてしばらくしてから、時々起きるようになったことだ。

　見たこともないルーン文字フサルクの配列が頭に浮かび、書き起こせばその文字が示すとおりの現象が起きる。不思議なことに、そのとき直ちよく面めんしている危き機きから脱する、助けになるような現げん象しようが──

　石に刻まれたルーン文字フサルクの中で、たった一文字だけ光って見える。それを見つけたフリーダは、水を飲み下すように理解した。

　その文字さえ消せば、今頭に浮かんだ謎の綴りが完成する。

「させない……っ！」

　もがいて腕の自由を取り戻したフリーダは、槍の一撃でその文字を砕くだき壊こわした。

　ガキッと音がして石が欠け、小さな破は片へんが飛び散る。──その直後、アリオスの後頭部を打ちつけようとしていた石が、破は裂れつするように砂に変わった。

「……っ!?　これは──」

　ざぁっと音を立てて、白く輝く砂がアリオスの背に流れる。

　どうやら頭に浮かんだ文字は、石材を成り立たせていた「軽くする」「固める」要よう素そを繫つなげる規き則そくの言葉だったらしい。それを壊したために石は繫がりを失い、砂に戻ったのだ。

　妖よう精せいでも見たような表情で、アリオスは右手で砂をすくう。

「……フリーダ。これも至宝プレシヤスの──おまえの力なのか？」

　どう答えていいか迷った。

　グングニルと心が通じることは、幼おさないころに発はつ覚かくし周しゆう囲いの人にも知られることになったが、容姿が人と違うこと、自分の立場を理解するようになってから発覚したこの力は、自分が他人と違うことをさらに強調するようで、ずっと隠してきた。父にさえも。

　だが今は、そんなことを考える間もなかったのだ。無む我が夢む中ちゆうで──

「……私、昔からときどき、知らない文字の綴りが頭に浮かぶことがあって……。今も、石に書かれていた文字を壊して、その綴りを完成させたらこうなったんです」

　なぜか正しよう直じきに口走っている自分に驚いた。そしてアリオスは一度大きく目を見開くと、衝撃を受け止めるようにぐっとうなだれて、すぐに戦士のまなざしを取り戻す。

「そうか……。わかった、助けてくれて感謝する！」

　アリオスは飛び起きて剣を構かまえた。しかし同じ現象を目まの当たりにした巨人スルトは大騒ぎだ。

　混こん乱らんした彼らは「くそっ」と後ずさると、倒れた仲間を置き去りに逃亡を図はかった。

「……今何が起きたんだ？　あ──おい逃がすか！　ギルフィ、そっち頼むぞ！」

　はっとしたウルブはすぐさま巨人スルトを追いかけ、その背に槌の一撃を見舞わせる。

　そしてもう一人の巨人スルトは、ギルフィが長い脚をすっと出すと、みごとに転てん倒とうした。

「悪気はないんだよ？　けれど野や蛮ばんなことはしたくないから、できればこのまま降こう参さんしてほしいなあ。ほら……味方ももう誰も戦えないようだしさ」

　ギルフィの言うとおり、巨人スルトは全員地面に伸びきり、立っている者は誰もいない。

　ということは──。

　アリオスがフリーダの手を引いて助け起こすと、祖母を守ってしゃがみ込んでいた少年が歓かん声せいをあげた。

「すげえや王女様、兄ちゃんたちも、必ず捕まえるって約束は本当だったんだな！」

　四人はわっと村人たちに囲まれ、ウルブとギルフィがそれぞれ子どもと女性の人気をさらうなか、村長が恐きよう縮しゆくしきったようにフリーダの前に進み出る。

「王女様、先ほどは失礼いたしました。どうやら私どもは勘違いしていたようです。王は、あなたがあのような力をお持ちだから、後こう継けい者しやにと選ばれたのですね」

「えっ……？」

　そうではない。父はアリオスの──たった一人の子どもの決けつ死しの願いを聞き入れただけだ。それが血を分けた子に示せる唯ゆい一いつの、父親としての誠せい意いと愛情だったからだ。

　しかし村人たちは口々に「すごいわね」「王女様がいれば国こく防ぼうは万全だ」などと口々に褒ほめそやしてくる。

「あ、あの……村に被害が出てしまってすみません。でも戦場の女神ヴアルキリー隊は補修にも尽じん力りよくしますのでご心配なく。──ありがとうございました！」

　今までにない事態に動揺して、フリーダは村人たちより深く頭を下げてその場を逃げた。

（捕縛……捕縛をしないと！）

　馬のところまで戻り縄なわを用意するが、胸がどきどきして手て際ぎわよくできない。すると横からアリオスが手を出し、重量のある縄の束たばを軽々と持ちあげた。

「俺がやる。おまえはもう少し感謝されてこい。褒められることに慣れていない顔だ」

「アリオス……」

　あたたかく見守るような、落ち着いた微笑みを向けられて、罪悪感が刺激される。

　その瞬間、彼には今の気持ちを伝えなければと、フリーダの胸の奥が疼うずいた。

「私は褒められたかったのでも、感謝されたかったのでもなくて……ただあなたを助けたくてやったんです。けどなぜあんなことができるのか、自分でもわからなくて……」

　怖いんです──。

　その言葉だけはどうしても言えずにうつむくと、アリオスは縄を肩にかけ、フリーダの頭に優やさしく触れた。

「不安そうな顔をするな。自分を完全に理解している人間なんていない。どんな力を持っていようとおまえはおまえだ。そうだろう？」

　包み込むような優しい言葉を向けられて、もう耐たえることはできなかった。

　その瞬間、フリーダの心のやわらかな部分を覆っていた頑かたくなな壁が、崩くずれた。

「……助けてくれたのはあなたよ」

　こぼれるように言葉が紡つむがれ、フリーダの胸は夏風が吹いたようにすがすがしい。

　だがその告白は唐とう突とつすぎたらしい。アリオスは青の目を見開いて固まってしまっている。

　急に恥はずかしくなったフリーダはばっと顔を背そむけ、手で口を覆った。

「とにかく捕縛して他の兵に知らせないとっ。アリオス、捕縛をお願いします！」

　慌ててそこから離れ、フリーダは発はつ煙えん筒とうを持って連絡の準備に入る。

　どきどきと速くなる鼓こ動どうを抱え確信する。

　──彼は自分から何も奪ったりしない。

　近づいたら、築きずいてきたものが壊されてしまうと怖おそれていたけれど、それは違うのだ。

（そうだ、私が自分に自信を持っていれば、アリオスを怖がることはないんだ……）

　彼に抱いだいていた不安やわだかまり、怖れへの答えが見つかった気がした。

　白い煙が立ち上っていく空を見上げ、フリーダは親友の槍をぎゅっと胸に抱いた。




　発煙筒の合図に気づき、兵を率ひきいてやってきたのはトルワルドだった。

　彼は要塞に応援要請を出したあと、フリーダたちを援えん護ごするため追ってきてくれていたのだ。

「しっかし、ずいぶん早い発見だったなぁ」

　トルワルドは一人の巨人スルトのそばにしゃがみ、「大丈夫かい？」と声をかける。

　すると巨人スルトはうっすらと目を開け、苦々しく言った。

「うぅ……痛ぇ、くそっ、故郷に帰れないなんて、ウソだろ……っ」

「わかったわかった。もうすぐ救護班が来るからそれまで我が慢まんしな、煙草たばこやるから。紙の裏に運勢が書かれてる人気の銘めい柄がらだぞー」

　そう言ってトルワルドは、巨人スルトの目の前で紙巻き煙草をつくって、相手の口に突っ込む。

　黙る巨人スルトを見て心が苦しくなり、フリーダはおずおずと訊たずねた。

「……火はつけてあげないんですか？」

「ん？　あげないよ。なんで？」

　あっさりと言われ、「いえ」とフリーダは引き下がる。

　トルワルドは頼りになる相棒だが、巨人スルトへの接し方がこなれすぎている。

　その点フリーダはまだまだ自分が若いことを思い知らされる。本当は凍てつき姫と呼ばれる自分こそ、彼のようにならなければいけないのだが……。

　深呼吸をしたフリーダは、三人の王子に向き直る。

「それにしてもみんな、初めてなのに落ち着いていてすごかったわ。私、トルワルドと組んでいるときのような安心感があったもの」

　興奮気味に伝えると、その言葉にアリオスも頷うなずく。

「ああ、二人ともいい動きだった。……ウルブ・レイブ、ギルフィ。これを機に軍人になる気はないか？　戦場の勇士エインヘリアル隊はいつでもおまえたちの入隊を待ってるぞ」

「そ、そうかじゃあ──じゃない！　だからなんでオレが軍隊に入らなきゃならないんだ!?」

「……危ない危ない、あやうく入隊させられるところだ。けれど、アリオスもだいぶ俺たちのノリがわかってきたようだね。いいことだよ。……だろ？　ウルブ」

　何か言うことがあるんじゃないのというギルフィの視線に、ウルブは照れて頭を搔かく。

「しょうがねえな……アリオス、完全に信用したわけじゃないが近づきの印しるしだ。オレの名は自分でも呼びにくくてしょうがねーんだ。だから略りやくして呼んでいい。つーか呼べ！」

「いや、せっかく呼び慣れてきたからべつにかまわないんだが……」

　アリオスの答えに、なんでだよ！　と赤くなるウルブを見て、全員が笑った。

　これはいつもトルワルドと二人、感情を殺して当たってきた仕事だ。

　だが今日はいつもより心が軽い。──それはたぶん答えが見つかったからだ。

（自分が誰かわからなくても、私にはこんなに、私を知ってくれている人がいる……）

　ウルブ、ギルフィ、トルワルド。そして……

　冗談を混まぜて話す王子たちの中で、気づけばフリーダはアリオスの姿を追っている。

　もう怖れなくていい。

　枷かせが外れた心は今、どこにでも行ける自由を感じていた。
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　月が冴さえ冴ざえと明るい夜、トルワルドは一人、巨人スルトを収しゆう監かんした建物を出る。

　巨人スルトは無事要塞まで連行し、フリーダたちは先に休ませた。

　消灯時間はとっくに過ぎている。慎しん重ちようにあたりを見渡し、誰もいないのを確認して外に踏みだすと、彼はぎくりと足を止めた。

　向かいの建物の壁に、頭巾フードつきの外がい套とうを着た女が立っているのだ。

　こんな夜分に、なぜ女が──？

「こんばんは。月がきれいね」

　女が頭巾フードを下ろすと薄い色の髪が広がり、顔があらわになる。

「気になって見ていたの。今この建物にいたのはあなただけよね。……おかしなことをするのねぇ。見張りも追いだして、あなた一人で巨人スルトの取り調べ？」

　妖よう艶えんに微笑む女にぞくりとした。フリーダを見慣れていてもちょっと驚くような美形だ。

　だが臆おくすることはないと、トルワルドは余裕の表情で女に近づく。

「報告書を書くための聞き取りだ。……見ない顔だが、ここで働いてる娘か？」

「妖よう精せいだと言ったら信じてくれる？」

「おいおい、こんなおじさんをからかうなよ」

「それならあなたも、ここで何をしていたか正直に話してくれない？　昼間巨人スルトにあげた煙草の裏に、何が書いてあったのかもね……。そうしたら大声をあげずにいてあげる」

「なに……？」

「大丈夫、あなたのしていることに興味があるだけよ。教えてくれたら絶対に秘密は守るわ。もしかしたら役に立てるかもしれないし。……ね？」

　困こん惑わくするトルワルドに、女は緑色の瞳をやわらかく細めた。
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　アクラネス要よう塞さいに帰き還かんしたのは昨日の夜だ。

　遅おそくまで報告や片づけに奔ほん走そうし、自室にたどり着いたのは深夜だった。

　だが試し練れんも折り返しの五日目──今日は休きゆう暇か日び。

　離れの食堂にやってきたトルワルドは、一いつ緒しよに食事を囲む四人に角かく杯はいを掲かかげる。

　裾すそと袖そでに花の刺し繡しゆうが縫ぬい込まれたえんじ色のドレスを着たフリーダは、かたちだけ酒杯を掲げた。トルワルドの前に座っているのは、四人を代表して礼を言うためだ。

「おかげさまで……昨日はありがとうトルワルド、あのあと来てもらえて助かったわ」

「いいって、ありがたいことにおじさんが体を張る出番はなかったしな。……それにしても驚おどろいたぞ。本当におまえさんたちだけで巨人スルトを捕つかまえちまうとはなあ」

　蜜酒ミードをあおるトルワルドは上じよう機き嫌げんだ。彼の豪ごう快かいな飲みっぷりにあきれたギルフィは、ゆったりとしたドレスシャツ姿でふぅと背もたれに寄りかかる。

「四人以外は離れに入れちゃいけないんじゃなかったかい？」

「あれはおまえの暴走する色欲のせいで作られた規き則そくだろ。おっさんはいいだろうが」

　言いながらウルブは自前の多機能ナイフを使って、子羊の燻くん製せいを几き帳ちよう面めんに切り分ける。

　口調も使う道具も粗そ暴ぼうなのに、食事の作法には王子の気品が漂ただよっているのはさすがだ。

「お、嬉しいこと言うね。王族は嫌いだが、おまえさんは多少話がわかるらしい」

「ちょ……調子に乗るなよおっさんっ！」

　照てれるウルブを笑うトルワルドとギルフィは、とても和なごやかな雰ふん囲い気きだ。

　しかしアリオスだけは話の輪に入らず、どこか心あらずな様子ようすで角杯を傾かたむけている。

　隣となりの席にいるのに挨あい拶さつ以外言葉を交わしていないし、食事にも口をつけない彼が気になって、フリーダは何度もちらちらと見てしまう。

（どうしたのかしら……）

　そうしてアリオスばかり見ているフリーダを、ギルフィとトルワルドはさっきから興味深そうに観察していた。それに気づかないのは、食事と話に夢中のウルブだけだ。

「──で？　おっさん、巨人スルトの船はどうなったんだ？」

「ん？　夜には制圧が完了したらしい。明日にでもこっちに移動させるんじゃないか？」

「本当か？　うわ……なんかゾクゾクするな！」

　乾酪チーズに砂糖とクリームをかけた甘味から匙さじを離し、フリーダはウルブを見る。

「どうして？」

「だってオレたちが見つけた船だぞ？　何人乗ってたか知らないが、すげえ功績だろ。もしかして、九ここの日か九きゆう夜や待たずして試練に合格しちまうんじゃないか」

「……。どうかしら……」

　ウルブはまだ、手て柄がらという観念にとらわれているらしい。

　戦場の女神ヴアルキリーの成功は手柄とは違う。その機き微びをどうしたら伝えられるだろうか。

　すると蜜酒ミードを飲みほしたトルワルドが、「若いねえ」と目を細める。

「成功したって幸せな人生とは限らないんだぜ？　俺の親おや父じがいい例だ。優秀な国防兵で、英えい雄ゆうなんていわれていたが、任務中に巨人スルトに殺されて人生あっけなく終わった。それで天てん涯がい孤こ独どくになった息子むすこは、王家を憎にくむことでしか自分を慰なぐさめられない大人になっちまった。……これが果たして幸せなことかねえ？」

　あれは彼が酔ようたびに、フリーダも何度も聞かされた話だ。

　神しん妙みような顔になる四人に「なんてな」と笑い、トルワルドはがらりと話を変える。

「そういやフリーダ、聞いたぞ。おまえさんなんだかヘンテコな力を発はつ揮きしたんだって？」

「あ、あれは、その……」

　昨日からずっと考えていた。もしかしたらあの力は隠かくさず堂どう々どうと使っていくことで、王女としての立場をより強きよう固こなものにする「武器」になるのではないかと。

（村の人たちは褒ほめてくれたし、国防のため、アースランドの役に立つなら……）

　話してしまおうか。逡しゆん巡じゆんしながら口を開くと、隣でアリオスが静かに角杯を置いた。

「ああ、あれはすごい力だった。火事場のなんとかというやつが出ると、か弱い娘むすめの力でも侮あなどれないものだな。おかげで助かったが」

　フリーダは大きく目を見開き、ゆっくりと隣を見る。だがアリオスはすでに食事以外には関心がないと示すように、銀器を手に黙もく々もくと魚料理を食しはじめた。

（ち……、力持ちだとは言ったけど、怪かい力りき女扱あつかいだなんて……っ）

　ふるふると震ふるえるフリーダを、ウルブとギルフィは哀あわれむような目で見ている。

　彼らも実じつ際さい現場にいて見ていたのだし、ただの力ではないと察さつしているだろう。だが二人の様子から、踏ふみ込むことなく静せい観かんしているのだ。

　しかも空気を読むのがうまいギルフィは、さりげなく話題を変えてくれた。

「でもフリーダは占うらないの力もすごいよね。今回だって巨人スルトが来るのを予よ言げんしたんだもの」

「へえ、そうなのか？　どんな結けつ果かだったんだ？」

　興味深そうに身を乗りだすトルワルドに、フリーダはほっとする。

　しかし隣で平へい然ぜんと食事をはじめたアリオスへの憤いきどおりは、まだおさまらない。

（やっと信用できたのに、なんなのっ。あとで絶対問とい詰つめなきゃ……！）

　いらいらしながら食事を口に運んだ結果、フリーダはいつもより食べすぎてしまった。




　二階の自室に入ろうとするアリオスを、フリーダは「待って！」と呼び止めた。

　そして予感していたように鷹おう揚ように振り返る彼に、びしりと自分の部屋を指さす。

「そのお部屋ではなく、こちらへどうぞ。……お話があります」

　扉とびらからフリーダに視線を戻したアリオスは、考え込むように拳こぶしを口元に当てる。

「おまえの部屋は男子禁制じゃないのか？」

「今は特別ですっ！　そっちじゃ、ウルブたちが戻ってきたとき変に思われるでしょう」

「わかったわかった、そう興奮するな。下まで聞こえるぞ」

　まるで子犬を黙らせるようにフリーダの頭に手を置いて、アリオスはいきなり部屋を開けようとする。焦ったフリーダは、「待って！」とアリオスの手に飛びついた。

「か、勝手に開けないでっ。私が開けますから！」

「入れと言ったり開けるなと言ったり、難しいな。……ほら、これでいいか？」

　武器を放ほう棄きしたように手を上げたアリオスが、一歩下がる。フリーダはどきどきしながら扉に手をかけ、やっぱりひとこと言わねばと、頰ほおを膨ふくらませ振り向いた。

「いちおう女性の部屋なんですよ、入るのに少しは緊張しないんですか？」

「俺が？」

　彼が保護者目線で自分を見るのはしかたないとしても、トルワルドとの恋愛を疑うたがっていたということは、年齢的にはそういう年ごろだと認めているはず。どう答えるのかとフリーダが待っていると、難しい顔で考え込んだ彼は、正解を見つけたように目線を上げる。

「緊張……するんじゃないだろうか、俺がおまえの恋人になれば」

「…………っ」

　青い瞳は冗じよう談だんを言っているようには見えない。まじめに律りち儀ぎに考えた結果らしい。

　十割ないと思っているにしても、なんだかすごいことを言われた気がして、フリーダはかぁっと赤くなる。そしてその反応に、アリオスは不可解そうに首をかしげるのだった。

「どうした？　今のたとえ話はおかしかったか？」

「い、いいえ！　……さあどうぞ」

　桃色とフリルとレースで彩いろどられた部屋に招き入れると、アリオスは苦笑いを浮かべた。

「俺は完全に場ば違ちがいだ。だがこのあたりは、さすがに戦士らしいな」

　入り口の壁かべに掛かけられたグングニルを指さし、アリオスはフリーダに向き直る。

「それで話って？」

「食堂でのことです！　どうしてあんな噓うそをついたんですか？」

　逃がすまいと扉を背にしてそう言うと、アリオスはじっと部屋の奥の鏡きよう台だいを見つめた。

「ちょうどいい機き会かいだ。……俺もおまえに話さなければいけないことがある」

「え？　……あっ！」

　彼の視線の先へ目を向けた瞬しゆん間かん、ぞっとした。──自分の部屋の、自分の顔を毎日映うつす鏡に、自分と並んで薄うす笑わらいを浮かべるロキが映っているのだ。

「ロキ……！」

『やあフリーダ。何かに姿が映っていなくても、おれはいつもアリオスと一緒にいるよ。だってアリオスの心の支えだからね』

　昨日、神しん殿でんでフリーダが言ったことを小こ馬ば鹿かにするロキに、フリーダはかっとなる。

「……っ、あなたがいるからアリオスは自分の姿が見られないんでしょう？　あなたはロキ神の亡ぼう霊れいだっていうけど、そのロキがなぜアリオスの中にいるの？　……アリオス、二人はどうしてこうなったの？」

　鏡に近づいたアリオスは、ロキに触ふれようとして、寸前で指を引っ込めた。

「昔は普通に自分の姿が見えていた。もうその姿も忘れてしまったが。鏡にロキが映っていることに気がついたのは、反乱軍に追われて大陸ミツドガルドに渡る船の中でだ」

「反乱軍に追われているときといったら……、私を助けてくれた十六年前？　それからずっと!?」

「ああ。だからおまえにも、俺と同じものが見えているとわかったときには驚いた。俺にしか絶対に見えないものだと思っていたから」

　なぜだか遠い昔を思いだすように言うアリオスに、フリーダは啞然とする。

（私だって不ふ思し議ぎよ、どうして見えるのか……）

　今初めてそのことに疑問を持ったフリーダに、ロキは「まあまあ」と手をかざす。

『見えるものはしかたないじゃない。勘かん違ちがいしないでほしいんだけど、おれは亡ぼう霊れいとしては気を遣つかっているほうだよ。アリオスが狂くるってしまわないように、話しかけるのはおれの姿が何かに映っているときだけにしているし。……だよね？　アリオス』

「そういう約束だからな」

「約束って……今かなりおそろしいことを言っていましたよ!?」

　一つの体に二人の心が同時に存在するなんて信じられないし、異常だ。

　それを十六年間も続けているのは、もっと異常なことだ。

「……そういえばあなたが地上に留とどまっているのは、未み練れんがあるからだと言っていたわよね。──それはどんなことなの？」

『よくぞ聞いてくれた[image: ♥]　それはね、できなかったことへの後こう悔かいだよ。おれは神の国アースガルドの連中が存在した痕こん跡せきを──この国をすべて無くしたいんだ。きれいに、ぜーんぶさ』

　両手を大きく広げる少年のようなしぐさと、壮そう大だいでおそろしい願望の落差にぞっとする。

（この国を無くす……って）

「そんなことができるわけ──」

『ないよね？　普通はそう思うよね。でもねフリーダ、おれにはそれができると思っているんだ。形そのものの消失と、人の記き憶おくからの消失。この二つの条件が揃そろえばね』

「…………？」

『よくわからない？　簡単に言い直すと、君の使う鏡があるだろ？　それが壊こわれて形をなくし、鏡があったことを君が忘れてしまえば、どうなる？』

「誰もそれを知らないから、なかったことになる……？」

　ご名答！　とロキは拍はく手しゆでフリーダを讃たたえる。

『そういうこと。神の国の思い出アースガルド・メモリーを使って、神の国アースガルドの連中を崇あがめて暮らすこの国が、今度こそ再現も不可能なほどに壊れて、みんな死んで、誰の記憶からもなくなれば……、神のアース国ガルドは真に滅ほろんだってことになるんだよ！』

　冷たい目をするアリオスの前で、ロキははしゃぐ。

　現実味のない子どもじみた計画だ。──だが、それを淡たん々たんと言うロキがおそろしい。

「……壮大な計画だけど、今のあなたがどうやってそれを実現するの？」

　待ってましたとばかりに、それだよと、ロキはグングニルを指さす。

『オーディンの槍やりと軍神テユールの剣。そして雷神の槌ミヨルニル、黄金の首飾りブリーシンガ・メン……君たちが至宝プレシヤスと呼んでいるものは、国を滅ぼすほどの力を秘めている。心あたりはあるんじゃないかな？　その力は普通の人間には引きだせないけど、二人は違う。──それって四つの国でできたこのアースランドにとって、どうだろうね？　今はいいけど、もめ事があったときに脅きよう威いの元にならない？』

「……二人？」

　その言葉が引っかかったフリーダは、腕を組んで考え込んでいるアリオスを見る。

「もしかしてあなたにも、私みたいな力があるってことですか？」

「……使わないようにしているんだ。理由は今ロキが言ったとおり、脅威だと思われないためだ。オーディンレイが特別好こう意い的てきなだけで、アースランドには俺を裏切者と疑うたがう者が根ね強づよくいる。そんななか俺を信じて、国を取り戻す後ろ盾だてになってくださったエリク様のお立場を考えれば、当然だろう」

　理り路ろ整せい然ぜんとしたアリオスの言葉に、フリーダは頭を槌つちで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

（知らなかった……全然そんな気け配はいを見せなかったのに！）

　事情は理解できるけれど……とさびしい気持ちになったフリーダは、はっとした。

「ということは、さっき私の力のことで噓をついたのも、そのせい!?」

「そうだ。助けてもらって本当に感謝しているが、力のことは知られないほうがいい」

「……っ、あの力はいったいなんなんです？　なぜ私たちだけ使えるんですか!?」

「それはたぶん、おまえと初めて出会ったときに──」

　言いかけてはっとしたアリオスは、なんでもないと首を横に振る。

「おまえには何も気にせず一国の王女として平へい穏おんに生きてほしい。……それじゃだめか？」

「アリオス……」

　まじめな顔で迫せまるアリオスに、ロキは「それで納なつ得とくするわけないだろ！」とあきれる。

『もう無理だよ。神の国アースガルドの至宝プレシヤスを持つ者どうしが争あらそうのは、人間の運命なんだからさ』

「わたしたちが争う運命……!?」

　どういうことかとアリオスを見ると、彼も苦い表情でロキを見やる。

「ロキの話だ、おまえは気にしなくていい。だがあの力は隠すべきだ。たとえウルブ・レイブやギルフィ、トルワルドやエリク様にも」

　まっすぐ射い貫ぬくようにそう言って、アリオスは反論は聞かないとばかりに睫まつ毛げを伏ふせる。

　その姿を見てフリーダは確信した。

（打ち解とけたと思っていたけど、アリオスのほうが信じていなかったんだ。誰のことも）

　彼には自分たちのことが、一度揉もめたら壊れて戻らないような、仲良しごっこのように見えていたのだ。

　そのやるせなさをぶつけるように、フリーダは今度はロキを見る。

『おれは何もしていないよ？　でもそれが発はつ掘くつされ人の手に渡った時点で運命は廻まわりだしてるんだ。君たちは勝手に引き寄せられて、自じ滅めつに追い込まれていくのさ。だってアリオスがアースランドに戻ったのも、おれのこの運命の話を信じたからだもんね？』

　えっと漏もらしたフリーダは、まさか争うために彼はここに戻ったのかと息を吞のむ。

　すると彼は「違う」とフリーダの肩を強く摑つかんだ。

「俺は至宝プレシヤスの一つを自分が取り戻すことで、運命を断たち切きるために戻ったんだ。実じつ際さい至宝プレシヤスを手にするまで、自分にこんな力があることを知らなかった。それにフリーダ、おまえの生きる世界を争いで壊そうなどと、俺が思うわけがない……！」

「私……？」

　今までで一番激はげしい感情を見せるアリオスに、フリーダはたじろいだ。

　するとはっとしたアリオスは眉み間けんに深い皺しわを刻み、フリーダの肩から手を離はなす。

「運命と戦うのは、予言主であるロキを宿した俺だ。おまえは力を使わず平穏に過ごせ、幸せになる手伝いならいくらでもするぞ？　……それが、俺が言いたかったことだ」

　傷ついたように微笑ほほえんだ顔を凝ぎよう視しし、フリーダは動けなくなった。

　彼のこんな表情は初めてで、言葉が出てこない。その間にもアリオスは「じゃあ」と言い残し、廊ろう下かに人がいないのを確認して出ていってしまった。──ロキも一緒に引き連れて。

　いろいろなことがいっぺんにわかって、なんだか頭が混乱している。

　ただその中で、ロキの言った「自滅」という言葉が強きよう烈れつに胸に焼きついた。

　つい連れん想そうしたのだ。ときどき見るあの滅びの夢を。

（もしかしたらあれは、この国の未来の光こう景けいなんじゃ……？）

　ぞくりと背せ筋すじが凍こおり、フリーダはその悪い考えを必死に振ふり払はらった。




　──だがその夜、フリーダはまた滅びの夢を見た。
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　自室で目が覚めたフリーダは、全身汗あせびっしょりになって起きあがる。

（またあの夢……！　争う運命の話を聞いたせい……!?）

　乱みだれた息のまま窓を見ると、まだ暗い空から雪が舞っていた。

　まだ起き床しよう時間ではない。だがとにかくもう眠れない。夢の続きがあったら困る。

　汗をぬぐい寝台から下りると、濡ぬれた首筋をかすかな風がふっと撫なでた。

「…………？」

　暗い室内に目を凝こらしたフリーダは、扉が半分ほど開いてるのを見てぎくりとする。

（……っ、ちゃんと閉めていたはずなのに！）

　とっさに燭しよく台だいを摑み火を灯ともすと、そのあかりを室内へ向ける。

　ぼうっと明るくなった室内では、一番あってはならないことが起きていた。

　壁に掛けてあったグングニルが、なくなっているのだ。

「────」

　頭が真まっ白しろになる。

　しかし廊下から吹いてくる風に、きぃっと扉が軋きしんだ音で我に返った。

　息を殺して廊下に出ると、王子たちの部屋の扉は閉まり、誰も起きている様子がない。書庫も閉じている。──となるとこの風は階下から来ているのだ。

　階段を下りると、廊下の奥から冷たい風が吹き、玄関の扉が風に煽あおられてもの悲しい声をあげていた。

（あの向こうに、グングニルを持った誰かが……!?）

　短剣を手にしたフリーダは、震ふるえる脚あしを叱しつ咤たして玄げん関かんへ走り、勢いよく扉を開け放った。

　──誰もいない。

　雪を降らせる空、風が吹きすさぶ荒こう野やと、黒い要塞の影が威圧的にそびえるのみだ。

「……ど……しよ……グングニルが……」

　かすれる声を漏らしたフリーダは、次の瞬間心臓が止まりそうなほど驚いた。

　玄関から続く階段の下に、男性が血を流しうつぶせの状態で倒れている。

　剣を手に、まるで敗戦した戦士のように倒れているその男性は──トルワルドだ。

「トルワルド!?　しっかりして！」

　駆かけ下りたフリーダは、うっすらと雪をかぶった相棒の呼吸を確かめる。

　細いが息はしている。しかし傷きずは胸側らしく、このままでは確認できない。

（仰あお向むけにしなければ──）

　がっしりした体格のトルワルドを動かすには骨ほねが折れるが、なんとか体を裏返す。

　するとトルワルドは、「うっ」と苦しげに顔を歪ゆがめた。

「トルワルド……！」

　傷は左の肩口から右胸の下へ、斜ななめに走っている。

（これは──刀傷？　誰かに斬きられたの？　あのトルワルドが……!?）

　血など見慣れているはずが、相棒のこんなに弱々しい姿は見たことがない。

　フリーダは、それまでぎりぎりに保たもっていた冷静さをとうとう手放した。

「……誰かっ、来て！」

　するとすぐに、二階から王子たちが部屋を出る気配がした。

　階段を駆け下りる音がして、三人は揃って玄関の外に飛びだしてくる。

「フリーダ、どうした！　これは……トルワルドか!?　いったい何があった？」

　傷を寝間着の裾で押さえつけていたフリーダは、泣きそうにアリオスを見あげる。

「わからない。でも槍が……部屋からグングニルがなくなっていて……それで外に出たら、トルワルドがこんなことに……！」

　目の前の惨さん状じように釘づけになっていたウルブは、はっとしてフリーダを見る。

「てことは、盗ぬすまれたのか!?」

　信じられないという顔をするウルブの横で、ギルフィは離れを見上げる。

「隣の部屋には俺たちもいたのにね……。フリーダの部屋まで侵しん入にゆうされたっていうのは穏おだやかじゃないよ。──けれど玄関には、ゆうべ鍵かぎをかけたよね？」

「かけたわ！　扉の鍵に予備はもうないし、扉が壊されたわけでもないし……どうやって侵入されたのか、わからないの……！」

　自分でもどうしようもないほど取り乱す。

　するとアリオスは、フリーダの赤く染まった両手を「落ち着け」と強く握にぎりしめる。

「まずトルワルドを部屋に運ぼう。彼を助けるのが最優先だ」

「そ……そうだ、早く手当てをしなければ！」

　全員でトルワルドを居間に運び、長なが椅い子すに横たえる。

　高熱にうなされるトルワルドの額ひたいからは、怖くなるほどの汗が流れ落ちていた。

（どうしよう……このままではトルワルドが死んでしまう……）

　服を破って傷の程度を確かめるアリオスの背中を、フリーダは祈いのるように見つめる。

　その横にはギルフィが立ち、フリーダの肩を支えてくれていた。

「大丈夫だよ。けれどいったい誰がおじさんをこんな目に遭あわせたんだろうね」

「槍を盗んだ犯人と、あそこで鉢はち合あわせしたんじゃないか？」

　やはりそばにいてくれるウルブに、フリーダは頷うなずく。

「そうかもしれない。トルワルドは手に剣を握りしめていたの。もしかしたら、その犯人と戦って……」

　すべては想像にすぎない。トルワルドが目め覚ざめないかぎり──

　やがて傷の具合を確かめたアリオスが、厳しい表情で振り返る。

「だめだ。応急処置で治る度合いのものじゃない。縫ほう合ごうが必要だ」

　その言葉に、フリーダはすぐに反応する。

「じゃあ私、魔ま術じゆつ医いの先生を呼びに──」

「待てフリーダ」

　アリオスに手首を摑まれ、フリーダの体はがくんと揺れる。

　何事かと振り向くと、アリオスはフリーダの手を摑んだまま、王子たちに目を向けた。

「あそこでやられていたということは、犯人はこの要塞内に──兵の中にいる可能性が高い。しかも正面から斬られたトルワルドは犯人を見ているんだ。医者に診みせて命を取り留めたとわかれば、犯人が口封じに来るかもしれない」

「……それは一理あるけど、ここに寝かせていても傷はふさがらないわ」

　一刻も早く治療を望むフリーダは、他の王子たちに視線で同意を求めた。だがこんなとき一番味方になってほしいギルフィは、アリオスの意見に感化されてしまったようだ。

「フリーダ、治療中の人間は一番無防備だよ。その魔術医は本当に信用できるかい？」

　フリーダはぐっと言葉を詰まらせた。確信を持って「できる」とは言えない。

　熟じゆく練れん兵へいのトルワルドが正面から斬られた──それは犯人がトルワルドを上回る手て練だれか、彼を油断させる相手だったことを示しているからだ。

「だったらここで治せないのか？」

　突とつ然ぜん無む茶ちやなことを言うウルブに、フリーダも王子たちも目を丸くした。

「だって一番安心なのはここだろ。傷が一瞬でふさがる薬とかないのかよ、ギル。こういうのはフレイヤルの専門分ぶん野やだろ！」

「そんな万ばん能のう薬やくはないよ。いちおう、王家に伝わる薬はいくつか持たされているけれど」

　たしかにフレイヤルはルーンの研究を国家事業にして、医療や農業などかたちのない分野に活いかすことに貢こう献けんしているが──

　しばらく考えたギルフィは、天てん井じようを仰ぎ、覚かく悟ごを決めたように息をついた。

「わかった。その傷、俺がふさいでみるよ」

　おお！　とウルブが喜色を示す横で、フリーダは驚きに目を剝むいた。

「それって、ルーン魔術でってこと!?」

　患かん部ぶのまわりを縫合という綴つづりのルーン文字フサルクで囲み、魔術を発動させる。

　魔術医がやるのを見たことがあるが、人体にほどこすルーン魔術は、一歩間違えば死に直結する危険なものだ。それで我が慢まんできず、フリーダは不安げに訊きいた。

「ギルフィ、やったことがあるの？」

「いいや、縫合の綴りを習っただけで、実際やるのは初めてだよ。女性の介かい抱ほうなら得意なんだけれどね」

　艶つやっぽく流し目を送ってくるギルフィに、フリーダは「へっ……!?」と呆ほうける。

　巨大な不安が押し寄せてきてアリオスを見ると、彼はこの悪い冗じよう談だんに真顔で乗った。

「俺も戦場で仲間の傷を縫ぬったことがある。ルーンがだめならその手もあるな。二人いればなんとかなるだろう」

「冗談じゃなくて、本気でやるの……!?」

　三人は「冗設なわけあるか」という顔でフリーダを見やる。完全に分が悪くなってしまったフリーダは、頭を整理するために壁を向き深呼吸する。

　わからない──トルワルドの命を救うためにどちらを取ればいいのか。

　この四人で、賭かけみたいな治ち療りようを行うか。

　誰も信じられない状況で、命を狙ねらわれる危険を冒おかして魔術医に任まかせるか。

　どちらも選べず葛かつ藤とうしていると、ギルフィがぽんとフリーダの肩に手を乗せた。

「俺を信じてみてくれないかい？　フリーダ。たしかに経験はないけれど、やり方はしっかり頭に入っている。アリオスもいる。……真しん剣けんにやるよ。ここで役に立てなかったら、俺は一生きみたちに顔向けができなくなってしまう」

「ギルフィ……」

「やるべきだ、フリーダ。……トルワルドを助けたいなら急いだほうがいい」

　真しん摯しな顔つきのアリオスのこめかみにはうっすらと汗が浮かんでいる。

（やるべき──。というか、やらなきゃいけないんだわ）

　誰も信じてはいけないようなこの状況でも、この三人だけは信じられる。

「わかったわ……やりましょう！」

　その言葉を皮切りに、全員が嵐あらしのような忙いそがしい時を過ごすことになる。




　トルワルドの傷を縫合するあいだ、居間はまるで戦場のようだった。

　裂さけたものを強引に繫ぐ痛みは、相当らしい。

「フリーダ、おじさんが舌したを嚙かみ切らないように口に詰め物をしてあげて！　アリオス、もっと強く体を押さえて！　──ウルブ、貧ひん血けつ起こしそうなら二階行ってて！」

　術を受けるトルワルドは暴れ、本当に死んでしまうのではないかという苦しい声を何度もあげた。

　しかしギルフィはなんとか、傷の縫合をやりとげてくれた。
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　雪の降る朝の、薄い光が居間にさす。

　あれだけ苦しんだトルワルドも、今は深い眠りに落ちている。

　彼の脈を診たギルフィは、心配でそばを離れないフリーダを振り返る。

「出血がひどかったからしばらくは寝ていると思うけれど、傷はちゃんとふさがったし、あとは回復に向かうだけだから心配ないよ」

「ありがとう、ギルフィ……！」

　照れて笑うギルフィの顔は少しやつれて見えたけれど、とても男らしかった。

　最初はどうなることかと思ったが、終わってみればあっという間だ。

（もう朝……着き替がえて任にん務むにも行かなければ……）

　だがいつも持っているグングニルはない。

　王おう位い継けい承しよう者しやの証あかし。神の国の思い出アースガルド・メモリーの中でも特別な至宝プレシヤス。そして自分の大事な親友──それを失った手をじっと見つめていると、外に出ていたアリオスとウルブが戻ってきた。

「外と廊下の血は消してきたぞ。トルワルドはどうだ？」

　手袋をはずしながら長椅子に近づくアリオスに、フリーダは首を横に振る。

「まだ目を覚まさないわ」

「へたに動かさないほうがいい。このままここで匿かくまったほうがいいだろう」

　それがいい、というかそうするしかないだろう。フリーダが頷くと、扉の横に寄り掛かっていたウルブが「で」と話を切り替えて、壁から体を離す。

「もう一個の問題のほうはどうする？　グングニルのこと……捜すならオレは協力するぞ。それとも公表すんのか？」

「…………」

　自分たちは今、もう一つ大事な決断をしなければいけない岐き路ろに立たされている。

　オーディンレイの至宝プレシヤスの喪そう失しつを公表し、大だい規き模ぼな捜そう索さくを開始するか。

　不ふ り利りを承しよう知ちで、自力で見つけだすか──。

　自力で見つけだすなら、時間制限は試練終了の九日目までだ。十日目には試練の結果報告のために宮殿に戻らなければいけない。

　そのとき槍がなければ、この件を黙だまっていたことも含ふくめてすべて明るみになる。

　年齢を問わず、王が後継者と認めた者に預あずける至宝プレシヤスは、管理も受け継ついだ本人の責任だ。それをなくしたということは──

（このままだとあと三日で、私は王位継承権を失う……）

　それだけではない。今は試練の最中──自分が試練を受ける資し格かくそのものを失えば、「脱だつ落らく者しやを出さない」という条件に引っかかり、アリオスたちまで王になる資格を得えられなくなってしまう。

　皆そのことはわかっているはずだが、誰も何も言わない。きっと思っていることはあるだろうに普通の顔をして、フリーダに答えをゆだねてくれている。

　彼らの足を引っ張りたくない。──それに自分だって諦あきらめたくない。

　フリーダはうつむいていた顔をあげる。

「諦めない。──グングニルを取り戻すわ。みんな、協力してもらえる？」

　まだ少し不安な表情で三人を見渡すと、彼らは雲が晴れるように明るい顔になった。

　つかつかと歩いてきたウルブは、無言でフリーダの額をぴんと指ではじく。

「きゃっ？」

「んな顔すんな、ばーか。そのつもりだって言ってんだろ？　オレは」

　半眼でフリーダを脅おどかすように言いながらも、照れてそっぽを向いたウルブの表情は得意げだ。そしてギルフィもフリーダのそばに来て、右手をそっと持ち上げる。

「もちろん俺も手伝うよ。……本当に、きみは強いね」

　あまりに自然で優ゆう雅がな動作に見とれた瞬間、ギルフィはちゅっと音を立ててフリーダの指先にくちづけた。

「────っ」

「おい！」と怒るウルブの手前、ギルフィは笑いながらすぐに解放してくれた。だが衝しよう撃げきでふらりとよろめくフリーダを、アリオスが「おっと」と抱き留める。

　見られてしまった。動どう揺ようしておそるおそる顔を上げると、アリオスはじっとフリーダの顔を見つめ、やがて目を細めると、フリーダの頭にぽすんと手を置いた。

「必ず見つけよう」

「……！　は、はい！」

　王になることは、自分の立場を絶対のものにするための悲ひ願がんだった。命を拾ひろわれた自分に与えられた運命だとも思っていた。だから完かん璧ぺきな王女であろうとがんばってきた。

　しかし今は、その座につくことの意味合いが少し変わってきている。

　アリオスから離れたフリーダは、宣せん戦せん布ふ告こくをするように彼を睨にらんだ。

（──あなたが争いの運命を断ち切るためにアースランドに戻ったのなら、私も、私たちのあいだに争いなんて起きるわけがないって証しよう明めいしたい）

　そうしたら、あの夢も見なくなるかもしれない。そんな淡あわい期待も含めて、フリーダは気き迫はくのこもった目でアリオスを見た。彼が身を引きたじろぐほどに。

「……？　まあ試練を抜きに考えても、トルワルドから話を聞くまでは、槍が盗難に遭ったことは伏せておくべきだと思う。──それに今試練を中断したり棄き権けんをすれば、おまえをよく思わない連中に、格好の好機を与えることになるからな」

「むしろ槍を盗む動機って、そういう人たちが一番あるんじゃない？」

　頰ほお杖づえをつく格好で意見を述べるギルフィに、「それだ」とウルブが指をさす。

「部屋への侵入方法より、今、槍を盗って誰が得するのかってことだ。そいつが犯人に決まってるぜ。フリーダ、この要塞にいる連中の中に心当たりはないのかよ？」

「ここで、私から槍を取りあげて得をする人……？」

　無視されたり暗殺されかけたことは多々あれど、特定の人をあげるとなると責任重大だ。

　うーん、うーんと悩んでいると、ギルフィがそっと肩に手を置いてきた。

「心当たりなんて言われたら答えづらいよね。そうだなあ、俺が知ってる範はん囲いで考えると、優秀なきみをねたむ兵の誰かとか……いじめっ子のウルブとか……」

「そうそうオレ──ってオレがそんなことするか！」

「ほんとノリがいいなあ、ウルブは」

　うるさい！　と怒ったウルブは、つい口を滑すべらせた。

「オレを疑うたがうなら、まずアリオスだろ!?」

　その瞬間空気が凍こおった。ギルフィに睨まれ、失言したウルブは「悪い」と口を押さえた。

　フリーダは衝撃で固まり、アリオスの顔を泣きそうに見あげる。

　だが当のアリオスは何もなかったかのように、いつもの淡たん々たんとした調子で三人に言った。

「犯人ならトルワルドが目覚めた時点でわかるだろう。今俺たちがすべきことは犯人捜しの推すい理りごっこじゃない。グングニルを見つけて確実に取り戻すことだ」

「アリオス……」

　彼の言葉で、室内はしんと静まり返る。

　気まずい空気がおりてきたそのとき、にわかに外が騒さわがしくなり、全員が窓を向く。

「……？　何かあったのかしら」

　窓を開けようとすると、玄関の扉を誰かがどんどんと叩たたく。

　フリーダが代表で出てみると、そこに立っていたのは部隊長からの伝令だった。

「トルワルドがいないから代わりに伝えにきた。今日は巡じゆん邏らに出なくていいそうだ」

「えっ、……どうしてですか？」

　居間の扉はしっかり閉めてあるし、廊下に落ちていた血も拭いた。そこにトルワルドがいるとばれるわけはないのに、異様に緊張してしまう。

　すると兵は小馬鹿にしたように笑った。

「まだ海を見ていないのか？　巨人スルトの船が入ってきたんだよ。おまえの班が捕まえたのと船に乗ってた連中、全員処分が決まったから、今日から船の片づけを手伝えとさ」

「片づけ……では彼らは帰るんですね？」

「ああ。処分実行は明後日あさつてだとさ。出しゆつ航こうもその日だろう」

「……了解しました」

　集合時間と場所を伝えて、伝令は去った。

　それを見送るフリーダの背後には、いつの間にか腕を組んだアリオスが立っていた。

「このままじゃまずいな。トルワルドが不在の理由を何か考えないと」

　そうですねと頷きながら、先ほどの伝令の言葉がフリーダの心を重くさせていた。

（部隊長の思おも惑わくが読めたわ）

　彼は──いや四カ国の王たちは、国防のなんたるかを王位継承者にひととおり経験させるつもりらしい。

（私はこれまで何度も経験してきたけれど、みんながどう思うか……）

　戦場の女神ヴアルキリー隊の仕事は、巨人スルトを捕ほ縛ばくするまで。

　捕まった巨人スルトのその後は意外と知られていない。この国の禁きん忌きともいえることだから。

　悩みながらも居間に戻り、フリーダは王子たちに命令を伝えた。

「処分って？　まさか……あの巨人スルトたちを殺すのかい？」

　当とう惑わくするギルフィの問いに、どんな表情で答えていいのかわからない。

「いいえ。彼らは全員故郷に帰りたいと望んだそうよ。……だからその準備をするの。彼らがこのアースランドのことを、二度と思いだすことがないように」

　このときフリーダは気づかなかった。

　朝日が当たる窓にうっすらと、ニタニタと笑うロキが映っていることに。
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　岬みさきから移送させた船は、要よう塞さいの前の湾わんに浮かべられている。

　部隊長からはそこに迎むかえと指し示じを受けた。

　トルワルドのことはギルフィに熱をあげるマーサとヨハンナに任まかせてきたが、非ひ番ばんの兵まで狩かりだされ無人に近い要よう塞さいに、どうしても後ろ髪がみを引かれてしまう。

「護身用の武器は渡してきたけど心配だわ……。それに人が少なくなってる今が、槍やりを捜す絶好の機会なのに……」

　艀はしけの上で振り返ると、後ろにいたアリオスも雪の要塞を見あげる。

「あの槍は目立つから、誰だれかが持ち歩けばすぐわかるはずだ。門番は、ゆうべから朝にかけて人の出入りはなかったと言っていただろう？　トルワルドの怪け我がの状態からして、なくなったのはほんの数時間前だ。まだ三日ある。そう焦あせるな」

「はい……」

　そう言いつつ考えてしまうフリーダに、前を行くギルフィが笑いかける。

「けれどそう考えると、今日の任務が巡じゆん邏らじゃなかったのは救いだったね。フリーダが槍を持っていなくても不自然に見えないし」

「……そうね。本当に……」

　優しい気き遣づかいだ。

　ものはとらえよう、そんな考え方をギルフィは教えてくれる。

　甲かん板ぱんにあがると多くの兵が行き来し、忙いそがしく働いていた。

　彼らは船内にあった海図や航海日誌など、アースランドに関するものを見つけては没ぼつ収しゆうし、船外に運びだしている。今日からの四人の任務はそれを手伝うことだ。

　没収物を入れた箱から、アースランドに赤い印しるしをつけた海図をつまみあげ、ウルブは「手伝うのはいいけどな」と怪け訝げんそうに首をひねる。

「こんなんで、アースランドを忘れさせることなんてできるのか？　なんの処しよ罰ばつもなく巨人スルトを送り返しても、懲こりずにまた戻ってきちまうんじゃねえ？」

　それはこの作業に関わる初めての兵が、誰しも抱いだく疑問だ。

　いよいよこの話をするときが来た──フリーダは一つ息をつき、三人のほうを向く。

「捕縛された巨人スルトはみんなその後のことを選択できるの。この国の住民として生きるか、故郷に帰るかのどちらかを」

「そりゃ故郷に帰るだろ、ふつう。移住を希望してきたわけじゃあるまいし」

「いいえ、帰るにはある条件が加えられるの。帰ることができるのは、ここへ来てからの記憶をすべて塗ぬり替えられてもいい──その条件を吞のんだ人だけよ」

「記憶を塗り替える……!?」

　三人の王子は大きく目を瞠みはる。

「……そうなの。帰る人の記憶には、アースランドは人の住めない死の島だという偽にせの記憶を植えつけられるのよ。けどそれを拒こばんでここで生きるにしてもやっぱり条件があって、大陸ミツドガルドでの──今までの記憶をすべて消されることでそれが認みとめられるの。だから帰ることを選ぶ人が圧あつ倒とう的てきに多いわ。……あの人たちも明後日あさつてにはそうして帰されるのよ」

　そう言って巨人スルトが収しゆう監かんされている建たて物ものに目を向けると、雪のせいで霞かすんで見える。

「国防兵は、みんなそれを知りながら巨人スルトを追っているのか？」

　いたわるようなアリオスの問いに、その通りとフリーダは頷うなずく。

「……国を守ることに徹てつする、それ以外は考えないよう教育されるんです。情に流されて巨人スルトを逃してしまったら、アースランドがずっと守り続けた世界が終わってしまうから」

　平和を脅おびやかす大陸ミツドガルドの者とはいえ相手は同じ人間だ。心が痛まないわけはない。

　国防兵には凍とう土どのような精神力が必要とされる。途中で辞めていく者も多い。だから戦場の女神ヴアルキリー隊に手柄という概念はないのだ。

　自分たちが国を守ると同時に、人生を変えてしまった人間もいるという現実。初めてその重みを解かいした王子たちは、表情を険けわしくして黙だまる。

（そうよね、言葉もないわよね……）

　気持ちは痛いほどにわかる。──そう、目を伏ふせたときだった。

　うつむいていたウルブが顔をあげ、がしっとフリーダの両肩を摑つかむ。

「おいフリーダ、オレはそれでも、おまえのやってることは正せい義ぎだと思うぞっ」

「ウルブ……？」

「だってそーだろ!?　巨人スルトを捕まえなけりゃ、この国も神の国の思い出アースガルド・メモリーが流出した世界も変わっちまうんだ。巨人スルトから見たら理り不ふ尽じんな悪かもしれねーけど、少なくともこの国では、おまえのやっていることは絶対に正義なんだよ！　いいな!?」

「……っ。あ、ありがとう……」

　顔を真まっ赤かにして、大きな目にちょっぴり涙を溜ためたウルブは、「わかったらいーんだよ！」と怒おこった口調で言って、船尾のほうへ行ってしまう。

　彼らしい激げき励れいが嬉しくてつい口元が緩ゆるむ。するとギルフィはやれやれと頰ほおに手を当てた。

「もっと優しく言ってあげればいいのに。しかもあっちは行き止まりだよ」

　雪まじりの風に目を細めたギルフィは、フリーダにいつもの甘い笑みを向ける。

「フリーダ、冬が終わったらフレイヤルに遊びにおいで。俺専用の薔ば薇ら園ぞのに招待しよう。そこで一日おしゃべりしながらごろごろするんだ。……きっと楽しいよ。ね？」

「ギルフィ……」

　辛つらさを紛まぎらわせてくれようという優しさにぎゅっと胸を詰まらせ、フリーダは笑みを返す。ギルフィもやわらかな表情を浮かべて頷き、戻るに戻れないウルブを迎えに行った。

（二人とも……ありがとう）

　形の違う優しさに感謝の目を向けると、隣でそれを見ていたアリオスがぽつりと言った。

「正義か……。俺は少し考え方が違う」

　え？　と見上げると、彼は船の手すりに寄りかかり遠い海うな原ばらを見つめる。

「ここまでの国力を備そなえた今のアースランドなら、奪うばわれたら危険な神の国の思い出アースガルド・メモリーだけ──たとえば威い力りよくの大きい魔ま術じゆつなんかを、二度と誰にも触ふれられないよう放ほう棄きすれば、大陸ミツドガルドとうまく渡り合えるはずだ。そうすればおまえも他の国防兵も──誰も辛い思いをしなくてすむ」

　きょとんとしたフリーダは、慌あわてて周囲を見渡し、アリオスの耳元へ背せ伸のびをする。

「それは……ロキに言われて思うようになったんですか？」

　目を丸くしたアリオスは苦笑し、手すりを摑んだまま雪空を見あげる。

「これは俺の理想だ。……大陸ミツドガルドにだって話のわかる人間はいるさ。それを知っているから、この国の頑かたくなさが惜おしく思えるんだ。今は胸にしまっているけどな」

　フリーダはまじまじとアリオスの横顔を見あげた。

（私……こんな考えをする人に、今まで会ったことがないわ……）

　始し祖その時代から平和を守る使命を受うけ継つぎ、外の世界との関わりを断ってきたこの国にとっては刺し激げき的てきすぎる話だ。

　しかし今自分の心は、虹にじでも見たかのように彼の考えに引きつけられている。

　最低最悪の状況だけれど、遙はるか前方に小さな光が差さし込んだ気がしたのだ。

「もしアリオスの言うとおりになれば……すてきですね」

　思わず正直に言うと、アリオスは驚おどろいてこちらを見返す。いいのか？　というように。

　しかしフリーダは撤てつ回かいするつもりはなかった。

「……私、大だい丈じよう夫ぶだと思います、この四人なら」

「────。それはもしかして、争う運命の話をしているのか？」

　一瞬で心の壁かべを作るアリオスに、フリーダは昂こう揚ようする胸を押さえて言った。

「アリオスの理想についてもです。ウルブとギルフィだって、時間をかければどんな話もちゃんと聞いてくれると思います。……いろいろ不安だったけど、今の話を聞いてなんだか元気が出ました。ありがとうございます、アリオス！　私、がんばりますね！」

　早口で言いきったフリーダは、ばっと頭を下げると、二人の王子の元に駆かけだした。

　ぽかんとその姿を見送るアリオスは、胸に手を当て考える。

「俺が間違っているのか……？」
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　夜になっても、トルワルドは眠り続けていた。

　彼が宿しゆく舎しやに戻らない理由は、試し練れん期間中は任務時間外も自分たちを監かん督とくしてくれることになったと、部隊長には報告してある。一いつ緒しよに行動していない理由は、「今ちょっと向こうに……」など噓うそをつくしかなかったが、これでも十分ごまかせた。

　あと二日ぐらいならごまかし通せそうだが、犯人には怪あやしまれているだろう。

　しかしトルワルドが目め覚ざめないのだから、今はせめて要塞内を歩き回り、どこかに潜ひそむ犯人に「必ず見つけだす」意志を見せつけ、手がかりを捜すことしかできない。

　兵たちが笑いさざめく夜の広場を四人で歩きながら、フリーダは周囲に注意を巡めぐらす。

「今け朝さのことに誰も気づいてないみたい。一日注意して見ていたけど、様子がおかしい人もいなかったし……」

　本当にこの中に犯人が──グングニルを隠かくしている人がいるのだろうか。

　不安に顔を曇くもらせると、雪を踏ふんで歩くアリオスが優しく頭をぽんぽんとする。

「大丈夫だ。今朝も言ったが、あの目立つ槍を要塞から持ちだすのは至し難なんの業わざだ。人の出入りも毎回照合されているし、犯人ともども要塞の中に留とどまっている可能性は高い」

「……アリオス」

　昼間のこともあって、彼の考えを肯こう定ていしたがっている自分がいる。

　冷静に考えてもうなずけることなのだが、頭よりも感情が先に立って、フリーダは信頼の目でアリオスを見あげる。

　するとやや後方を歩いていた幼おさななじみの二人は、驚いたように顔を見合わせた。

　自分たちにも見せたことのないような、フリーダの表情を見てしまったから。

「ふぅん……？　どうも昨日からアリオスを気にしていると思ったら……」

　おもしろがったギルフィは、固まるウルブの首に甘あまい香りのする腕を回す。

「どうする？　このまま彼にお姫様を攫さらわれてしまったら。……ウルブ、さびしいかい？　それとも燃えてきた？」

「……っ、黙ってろ、ギル！」

　けしかけるギルフィの腕を振り払い、ウルブは前を歩く二人の間に割り込んだ。

「待てよ、壁から外に落とす手だってあるだろ。それであとから回収するとか」

「ここの防ぼう壁へきは、上にも下にも、内にも外にも見張りが大勢いるんだぞ？　いっさい誰にも見つからずにそれができるだろうか」

「その見張りも全員グルだったらできんだろ？」

　驚くフリーダの横で、ウルブはまるで柄がらの悪い不良のようにアリオスに食ってかかる。彼をけしかけたギルフィは、頭の痛い仕草でつぶやいた。

「大人げない……それじゃアリオスと勝負になってないよ、ウルブ……」

　だが絡からまれている自覚のないアリオスは、不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。

「おまえたちの国は、そんな輩やからどもに国防を任せているのか？」

　天然なのか、悪気などいっさいなく真顔で言うアリオスに、ウルブはカッと赤くなる。

「そういう意味で言ったんじゃないっ！　……四人で固まって捜していても効こう率りつが悪い。おい、こっからは別れて捜すぞ！　当然、おまえもフリーダも一人ずつだからなっ」

「ウルブ……!?」

「合理的だな。それはいい考えだと思う」

　まじめに頷くアリオスの手は、心配ないというふうにフリーダの肩に置かれている。

　気安く触るなっ！　と心の中で叫さけび、ウルブは直視できない二人に勢いよく背を向けた。

「ったく、これで槍が外に持ちだされたあとだったら、笑えねーぞ！」

　ウルブは怒った足音を立てて兵へい舎しやのほうへ行ってしまう。

（巨人スルトを捕まえたときは、結束できたと思ったのに……）

　これも自分が槍をなくしたせいだ。落ち込むフリーダに、ギルフィは困ったように眉をひそめ、そしてアリオスを冷ややかに見つめた。

「少し配はい慮りよが足りないんじゃないかな。もしきみが今朝のウルブの失言で機嫌を損ねて、意図的に無視したならしかたない。けれど俺は、彼の意見も建設的だったと思うよ？」

　薔薇色の目を細めたギルフィは、言葉を失うアリオスの肩をかすめて去っていった。

「アリオス……」

　心配して見あげると、彼は笑みに似た形に口元をゆがめ、大丈夫だと目を伏せた。

　──それから一人きりの槍捜しが始まった。

　武器庫を走り、厩きゆう舎しやの藁わらをかき回し、植え込みに膝ひざをついたフリーダは、必死に雪をかぶった灌かん木ぼくの茂みをかき分ける。

（グングニル……どこに行ってしまったの……!?）

　だが何度呼びかけても何かに邪じや魔まされているように、親友の意志は返ってこなかった。




　何も収穫がないまま、もうすぐ消灯時間がきてしまう。

　最後に防壁を見ておこうと、フリーダは雪を退どかした階段を上がった。すると通路の先には先客がいる。床狭間にもたれ、白いものが舞う要塞を眺めているのはアリオスだ。

（彼もここを捜しにきたのかしら……ん？　ここって前に……）

　焦って振り返ると、塔とうの中にある大鏡にはしっかり布がかかっている。

　ロキが出てくる心配はなさそうでほっとすると、アリオスがこちらに気がついた。

「アリオス……あなたもここから要塞を見ていたんですか？」

「そんなところだ。ここに縁えんがあるな、俺たちは」

　微笑ほほえむアリオスの横におずおずと立つと、彼はすっとフリーダの反対側に移動した。

（えっ、何？）

　どうやら彼が立った方が風かざ上かみだったらしい。

　背の高いアリオスのおかげで、フリーダにはほとんど風が当たらない。

「あ、ありがとうございます……」

　こちらを見おろすと、アリオスはなんでもないことのように小さく笑う。その瞬間フリーダの胸はとくんと鳴り、どこかほうっておけない笑顔にじっと見入ってしまった。

「本当は頭を冷やしていたんだ」

　アリオスは荒こう野やのずっと向こう──山と空の境目が消えた闇やみをじっと見つめた。

「ウルブ・レイブに悪いことをしてしまった。槍を見つけなければという目先のことに集中して、あいつの意見をないがしろにした。……すべての可能性を否定するべきではなかったのに」

　悔くいるアリオスの横顔を見ていると胸が痛くなる。ウルブとギルフィが、自分をひと言も責せめずに協力してくれていることだって、そうだ。

「アリオスは悪くないです……！　グングニルは私の管理が甘かったせいで盗ぬすまれたんです。トルワルドが怪け我がをしたのも、みんなの足を引っ張っているのも私ですよ。全部……ぜんぶ私の責任ですからっ」

　必死に詰つめ寄よると、アリオスはフリーダの前まえ髪がみについた雪をそっと払いながら苦笑する。

「試練初日に、山道で灰色の男に襲おそわれたときもそうだった。おまえは、顔も見せない卑ひ怯きよう者ものから一方的に攻撃されても、それを自分のせいにするんだな」

「だって人を恨うらんでも自分が傷きずつくし、悩みに足を引っ張られるだけですから。……それなら自分のせいにしたほうが、前に進めるじゃないですか」

　何事にも動じない完かん璧ぺきな王女になろうと、そうしてきた。自分で自分を守るために。

　驚いた顔をするアリオスに、フリーダはいつものように笑顔を作る。

「グングニル、早く見つけないと！　……戦場の女神ヴアルキリー失格だわ。夢にうなされていたとはいえ、部屋まで侵しん入にゆうされてまったく気づかないなんて」

　要塞の敷地内に、あの槍が放つ神しん秘ぴ的てきな光が見えたりしないだろうか。

　かかとを上げて身を乗り出すと、その格好を危なっかしいと思ったのか、アリオスはフリーダの肩の前に腕を伸ばした。大丈夫なのにと彼を見あげると、アリオスはむっとしてフリーダの肩を摑み、強引に自分の方を向かせた。

「フリーダ。グングニルを見つけて試練を終えたら、戦場の女神ヴアルキリーを辞める気はないか？」

「えっ？」

「考えてみてくれ。王女として実力を認められたいなら、他のことでもできるはずだ」

　真剣なまなざしに、フリーダの心は揺らいだ。

（あの力を使わせないために、心配してくれているんだろうけど……でも）

　ふるふると首を横に振ると、フリーダはとんとアリオスの胸を押す。

「……。私が戦場の女神ヴアルキリーの仕事にこだわる理由は、父です。父も昔あの騒そう動どうを犯おかしたあと、罪つみを償つぐなうために前線で働いて禊みそぎをしたんですよ。だから私もそうしたいと思って」

　からっと告げた言葉に、アリオスは眉まゆをひそめる。

「禊ぎのため？　俺の父とエリク様がそうするならわかる。だがおまえにそんなもの必要ないだろう。いったい何を贖しよく罪ざいする気だ？」

　肩を摑む手に力がこもり、アリオスの言葉にはますます熱が入る。

　彼は本気で自分を知ろうとしてくれている。

　誰も踏ふみ込んできたことのない胸の内に、入ってこようとしている。

（もうごまかせない……）

　静かに目線をあげたとき、雪まじりの風がごうっと二人のあいだを通り抜けた。

「……私、幼いころからときどき、この国が滅ほろびる夢を見るんです。グングニルを盗まれたときにもその夢を見ていたんですが……とても怖い夢なんです。まるで実際に、崩ほう壊かいする世界を目の前で見ているような」

「────。夢を見ただけで、なぜおまえの罪になる？」

　理解できないというふうに、アリオスは眉み間けんに皺しわを寄せる。──だがなるのだ、罪に。

　フリーダはいやいやをするように首を振り、張り付いた笑顔を浮かべた。

「最初は私だってただの夢だと思っていました。でも何度も見るうちにだんだん、これは私の願望じゃないかと自分を疑うたがうようになって。本当はすべてを壊こわしたいと思っている自分に気づかせようと、夢が教えてくれているのかも──そう思うようになったんです。だからロキから争う運命の話を聞いて、私が見ている夢こそが、それを示しているんじゃないかって──」

「そんなわけないだろう？　おまえは俺たち四人なら大丈夫だと言いきったんだぞ。破は滅めつなんて望んでいないはずだ」

　アリオスの懸けん命めいな説得が響かないわけじゃない。だがフリーダはすっと目線を落とす。

「それでも……怖いんです。自分が誰かわからないから」

　そう告げたとたん、アリオスが息をのむのがわかった。

　両肩にかかる指が力をなくしていくのを感じ、フリーダは慌てて明るく笑う。

「だから自分に自信が持ちたいんです！　あの夢を振り払うためにも証しよう明めいしたい、私たちなら大丈夫だって。……あなたと、ウルブとギルフィと一緒にアースランドの王になれたら、それが叶かなうと思うから。──でも王女が、こんな願望を心の奥底に抱いているかもしれないなんて、それは間ま違ちがいなく罪だわ。ごめんなさいアリオス。あなたが助けてくれたのに。私、生かしてもらったのになんて贅ぜい沢たく……」

　言葉は最後まで続かなかった。

　アリオスの腕に力強く抱き寄せられ、そのたくましい胸に埋うめられたから。

「……っ、え……？」

　冷たい肌はだがこめかみに触ふれ、あたたかい吐と息いきが耳をかすめる。

　頭が真っ白になるフリーダを、女だなんて思っていないくらい加減なく抱きしめて、アリオスは言った。

「知らずにいて悪かった。おまえはそれを、ずっと背負ってきたんだな……」

　心から絞しぼり出したようなかすれ声に、胸がずきんと痛む。

　不ふ憫びんだなんて思われたくない。哀あわれまれるような態度はとらないように。

　悲劇の運命を背負った王女にはならないと決めていたのに。

「他に不安はあるか？　なんでもいいから話してくれ。きっと力になってやるから」

　その囁ささやきに心が震ふるえている。

　これ以上触れないで。──いいえもっと触れてほしい。

　二つの思いが交こう錯さくして、ぐちゃぐちゃになった気持ちが言葉になって出てきてしまう。

（だめ、このままじゃ私……っ）

　必死に声を堪こらえた。そうしたら今度は、目から自然に涙が溢あふれる。

「……あ……」

　泣いたら負けてしまうと思っていた。

　けど、アリオスの言葉は震える心にすっと入り込み、そうじゃないと教えてくれる。

「強い戦士だって泣くことはある。……王女が泣いていけないきまりもないんだぞ」

　雪がすべてを隠してくれる。

　抱き合う二人の姿も、フリーダの泣き顔も。

　子どもをあやすように背中を優しく叩くそのしぐさに、少し違うともどかしさを感じる。

　けれど──とても安心だ。ここでなら泣いてもいいんだと許されているようで。

　こんなに泣いたのはいつ以来だろう。

　赤ん坊のころには泣いていたのだろうが、とほうもなく昔に感じて覚えていない。

（でもなんだか懐なつかしい。……十六年前に抱かれたときも、こうだったのかしら）

　アリオスの胸のぬくもりは、フリーダに遠い昔を思いださせた。
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　フリーダを部屋に送り、アリオスが部屋に戻ったのは深夜だ。

　先に帰っていた二人の王子は、槍捜しで疲れたのかどちらも深い眠りに入っている。

　小さなあかりをつけ、さっき彼女を抱きしめた腕を、胸の前にかざしてみる。

　赤ん坊だったフリーダはずっしりと重く感じたが、凍いてつき姫ひめと呼ばれるようになった彼女は、細く頼りない体をしていた。

　──まさかあんな気持ちをずっと抱えていたとは。




　十六年前のあの日──アリオスは母の腕を離し、突とつ然ぜんあらわれた「本当の父」を名乗る男から逃のがれ、雪の中を必死に逃げていた。

　母はなぜ父を置いて、突然あらわれた男とともに自分を連れていくのか。

　あのときは、母の気持ちはとうてい理解できなかった。

　わかったのは、それまで幸せだった家族が壊れたということだけ。

　悲しくて、悔くやしくて、さびしくて──何度も転びながら、テュールアークに帰りたい一心で雪原を進んだ。

　一歩でも母たちから遠ざかりたくて、アースランドに生まれた者なら、外を歩くときは絶対に気をつけなければいけない存在のことも、頭から吹き飛んでいた。

　──大地の裂け目ギヤウ。

　その存在を忘れ、アリオスは雪をかぶって隠れていた深い裂さけ目めに踏み込んでしまう。

　叫び、落下しながら死を覚かく悟ごした。

　だがそのとき頭の中に聞こえたのは『大丈夫だからおいで……』という男の声。

　そしてその先に待っていたのは死ではなく、生命力の限りを尽つくして泣く赤ん坊だった。




　それがフリーダとの出会いだ。

　初めて彼女を抱きあげた感触はいまだにこの腕にある。

　着替えを済ませたアリオスは、寝しん台だいに体を横たえようとした。──そのときふと大きなため息が聞こえ、見ると壁に掛かった鏡の中でロキが物思いに耽ふけっている。

『なあアリオス。フリーダは自分が何者かあんなに思い悩んでいるのに、おまえはまだ、彼女は何も知らずに王女として生きることが幸せだと思ってんの？』

　膝の上の拳こぶしをじっと見おろし考え込んだアリオスは、やっと気持ちに折り合いをつける。

「おまえの言うように、教えたほうが救いになるのかもしれない。……だが」

『わかる、わかるよ？　話しただけじゃとうてい信じられないようなことだもんなあ。おれが本物のロキ神様かどうかを含めてさ……。へたをすればおまえは、おれに操られて嘯うそぶいているように思われる危険性もあるし？』

　うろんげに鏡を見上げたアリオスは、釘を刺すようにはっきりと言った。

「……いやに饒じよう舌ぜつだな。いいかロキ、話すときは俺が決める。それまでは何も話すなよ」

『はいはい。……あーあ、おれ選択を間違えたかなあ。おれがフリーダについていっていれば、彼女、あんなに悩み多き人生を送らなくて済んだのに。……アリオス、おまえもそのほうがよかったんじゃない？』

　鏡の下枠に肘ひじをつき、両手で顔を支えたロキはにまにまとアリオスを見おろす。

　まるで怒り出すのを待っているようなその視線を、アリオスは正面からはねのけた。

「おまえは俺から離れるな。もっとも、離れられはしないんだったな。いくら口がうまくても、存在できるのは俺の体の中でなんだろう？　──それを忘れるな」

　まだ笑っているロキをキッと睨にらみ、アリオスは寝具をかぶり横になった。




　三人の王子の静かな寝息が、夜風の音にまじる。

　窓掛けの隙すき間まからさす防壁のあかりが、薄ぼんやりとアリオスの寝顔を照らしている。

　ロキは鏡の中で一人、退屈と遊びながらそのときを待っていた。

『アリオス、もう寝た？　……寝ちゃったよね』

　しばらく返事を待ち、やがてアリオスが完全に寝ていると確信したロキは、にた、とくちびるの端をつりあげる。

　そして鏡の表面に指を這はわせる。艶なまめかしい手つきで、つうっと。

　次に腕を前に押しだすと、腕から胸、胸から下か肢しへと、ロキの体は鏡の表面をぬるりと通過し、あちら側へと抜けだした。

「……よっと。この生身の感覚、フリーダのおかげだね」

　アリオスたちが寝ている部屋に降り立ったロキは、目深にかぶった頭巾フードの下で、赤と緑の目を細めた。

　寝台を見ると、寝顔まで端正な宿主アリオスはよく眠っているようだ。

　シーとくちびるに指を立て、ロキは扉とびらまで歩いた。だが真しん鍮ちゆうの取っ手に手を伸ばすことはなく、鏡を出たときと同じように腕を伸ばし、ずるずると扉の中に体を沈めていく。

　扉を開けずに通過し廊ろう下かへ出たロキは、そのとき自分の格好を顧かえりみる。

「……おっと！　このままじゃダメだった」

　手のひらを上向きにした両手をだらりと下げ、念じると、ロキの姿は奇き抜ばつな格好の青年から、髪の長い美女の姿へと変わる。

「完璧[image: ♥]」

　踊おどるようにその場で回ると、夜よる闇やみのローブがひらりと舞う。

　フリーダの部屋の前を足音も立てずに通り過ぎ、階下へと降りたロキは、居間の扉もするりと抜ける。

　そして長椅子に横たわるトルワルドに近づくと、くちづけするように顔を寄せた。

「……トルワルド、わたしよ」

　囁きに応じるように、トルワルドの灰色の瞳がうっすらと開く。

　眼球だけを動かし、ロキを見つめるその瞳には強い生気が宿やどっていた。

「おまえさんは──。こんなとこまで来るとは、本当に妖よう精せいか？」

「誰にも見られてないわよ。あなたが心配で来たの」

「……そうかい。実はあの夜、おまえさんの提案を聞いて、いい考えだと思ってこんな姿になってはみたが……、あいつらを騙だましていると思うとやっぱり胸が痛むな」

　そう言ってトルワルドは、苦悩するように目を押さえる。

　じっとその様子を見つめたロキは、ゆっくりと、重々しく言った。

「胸を痛めることなんてないわ。あの人たちはあなたの憎にくむ王族の子し息そくじゃない。あなたの人生はあなたのもの……好きにしたらいいのよ」

「言われなくてもそうするさ。そのために今日まで耐たえてきたんだからな」

「その言葉が本当か、明日確かめにきてもいい？　なんだったら手を貸してあげる」

「おいおい、なんでおまえさんがそこまでする？　あ、もしかして一緒に──」

　トルワルドのくちびるに、ぴたりと指を置き、彼女は妖よう艶えんに微笑んだ。

「私はあくまで、あなたのしていることに興味があるだけ。おもしろそうなんですもの」

「ふっ……。フリーダもおまえさんくらいしたたかな娘むすめだったら、もっと楽な人生送れてたんだろうなあ。……まあ、すべては明日だ。楽しみに見てな」

　その返事を待っていた。

　ロキは美しい貌かおに恍こう惚こつとした笑みを浮かべて、満足げに頷いた。
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　翌日、フリーダは早朝から起きだした。

　トルワルドが襲われたのと同じ時間帯。犯人の目線を意識して、離れの中に何か痕こん跡せきを見落としてはいないかと調べるのだが、何も見つからない。

（でも、この家の中にいるとグングニルの思いが残っているのを感じるのよね……）

　それが玄げん関かんを出るとぷっつりと途切れてしまう。

　ずっとともに過ごした離れだから、残留思念が残っているのだろうか。

（今日で七日目……試練は明後日で終わってしまう……）

　焦あせりは募つのる。すべてを目撃したはずのトルワルドは、傷は治っているはずなのにまだ目覚めないのだ。

（でもギルフィは大丈夫って言ってくれていたし……ん？）

　居い間まの扉をそっと開け、フリーダはその隙間から中をのぞき、手を止めた。

　トルワルドが眠る長椅子の前に、誰かがいる──

（あ、アリオス……!?）

　思わずフリーダは顔を赤くした。その広い背中を見ただけで、ゆうべ防壁の上で抱きしめられた感覚を思いだしてしまったのだ。

　あんなに寒い夜だったのに、アリオスの腕の中はあたたかかった。

　背中に回された腕の力も、髪を撫でてくれた指の感覚も全部忘れがたい。

　泣いた姿を見られて、明日になれば後悔すると思ったのに、今はただ照れくさい。

　とりあえず今はまだ、顔を合わせるのはやめておいたほうがよさそうだ。

（でもアリオス、こんな時間に、何してるのかしら……？）

　こちらに背を向けた彼は、目覚めないトルワルドに何か語りかけているようだ。

　気になって耳を澄すますと、彼はどうやら槍を捜していることを報告しているらしい。

「……要塞内にあるとは睨んでいるが、四人で捜せる範囲にも日数にも、限界はある。もう目を覚ましてくれないか？　あなたの嫌う王族じゃなく、フリーダの願いのために」

「…………！」

　大きく胸を衝つかれたフリーダは、音を立てぬよう扉から離れた。

　昨日抱きしめられた自分の体に腕を回し、痺しびれるような感覚を抑えつける。

　自分のいないところでも尊重してもらえていることが、胸の鼓こ動どうを大きくする。

（ち、違うわ、私だけを思って言ってくれたんじゃないのよ。アリオス本人だって、みんなだって王になれる資し格かくがかかっているんだからっ……）

　聞いていたことがばれないよう静かに階段を上りながらも、フリーダは階下のアリオスが気になり、何度も何度も、廊下を振り返った。




　その日与えられた任にん務むは、王子たちを啞あ然ぜんとさせた。

　片づけた船内に、アースランドの形を変えた海かい図ずや、偽ぎ造ぞう航こう海かい日につ誌しを配置するのだ。

　上陸してみたものの、この島はとうてい人の住める環境ではないと改ざんされた日誌をめくり、ギルフィは「徹底しているねえ」と感心しきった声を漏もらす。

「すばらしい隠いん蔽ぺい工作だ。俺も今度彼女に問い詰められときは、戦場の女神ヴアルキリー隊にアリバイ工作を依頼しようかな。誰も傷つけずに円満解決できそうだ」

「……誰もって、何人彼女がいるんだよおまえは……。それより、おっさんはまだ目を覚まさないのか？　傷は治ってんだろ？」

　声を潜ひそめるウルブに、ギルフィは難しい顔で首をかしげる。

「俺もおかしいと思っているよ。ルーンの綴つづりは間違っていないし、手順も合っていたはずなのに、まだ眠ったままだなんてね……」

「……どうしよう、このまま目覚めなかったら……」

　不安を募つのらせるフリーダを辛そうに見て、ウルブは、「あーもう！」と赤毛をかきむしり、甲かん板ぱんの手すりにもたれた。

「捜せるのは残り二日だぞ。グングニルはどこいったんだ？　昨日は要塞のなか全部、兵舎の厠かわやまで調べたんだぞ!?」

　すると端で作業をしていたアリオスが、顔をあげてウルブに言った。

「……そういえば俺も今朝防壁の外を見てきたが、槍が落とされた形跡はなかったぞ」

「へ？」

　昨日相手にもしなかったウルブの見解を、アリオスは自ら調べに行ったらしい。

　ぽかんとするウルブの前を横切り、作業をするアリオスの口元は、少し笑っている。

（……よかった。アリオスから歩み寄ってくれたんだわ）

　仲直りの兆きざしを見せる二人にほっとすると、ギルフィが「あれ？」と陸を指さす。

「フリーダ、あれは誰だい？」

　見ると雪が降りしきる要塞の門の前に、異様な姿の人物がいる。

　頭から足下まで全身を覆おおうローブを着たその人は、馬を下りると部隊長に迎えられ、要塞の中に案内されていく。

　ああ、とフリーダは手を止めて、男か女かもわからないその人を見る。

「運命の女神ノルン審しん議ぎ会かいの方よ」

「え、あれが？　初めて見たよ」

　運命の女神ノルン審議会とは、強大な魔術を管理する魔術師集団のことだ。

　国王たちが連邦会議アルシングで決定したことさえ覆くつがえす力を持つとされ、巨人スルトの処分を担当する組織でもある。

「記憶の操作魔術を管理しているのは、あの組織だけだから……これから巨人に会って、帰る準備を手伝うんでしょう」

　準備を手伝うとは、もちろん記憶を塗り替えるということだ。

　言葉にならない思いをそれぞれが抱いていると、アリオスがぽつりと言った。

「……こんなこと、なくなればいいのにな」

（アリオス……）

　雪まじりの風に吹かれながら、フリーダが彼を見あげたときだった。

「ギルフィ様！　フリーダ様ぁ！」

　振り向くと、要塞のほうから若い娘が走ってくる。

　ギルフィに請こわれて、日中トルワルドについてくれているヨハンナだ。

　尋じん常じようではない様子に四人は急いで艀に下り、走ってくる彼女を待ち受けた。

「どうしたんだい、ヨハンナ？」

「いい報しらせですよぉギルフィ様！　たった今、トルワルド様がっ！」

　目を覚ましましたぁ！　と、ヨハンナは屈くつ託たくなく笑った。




　全員で居間に駆け込むと、トルワルドはまだ長椅子に横になっていた。

「トルワルド！」

　フリーダが覆いかぶさるように手を握にぎると、彼はゆっくりと灰色の瞳を開ける。

　顔色は悪くない。だが何か話そうと口を動かしても、声が出ていない。

　何かがおかしい──フリーダと王子たちは、彼のまわりを取り囲んだ。

「トルワルド……しっかりして！」

「グングニルが行方ゆくえ不ふ明めいのままだ。あなたはそれを取り戻そうと賊ぞくと戦ったんじゃないのか？　どうか槍を持ち去った犯人を答えてくれ！」

　アリオスが迫せまっても、トルワルドはうめくばかり。

　傷はふさがったはずだが、自分たちは何かやり方を間違えたのだろうか？

　するとトルワルドは、不安な顔を並べる王おう位い継けい承しよう者しやたちへ弱々しく手を伸のばした。

「え……？」

　震えて定まらないその手は、誰かを指さしているように見えたのだ。

　四人は蒼そう白はくになり、互いに顔を見合わせる。

「まさか、オレたちの中に犯人がいるってのか……!?」

　悲鳴のようなウルブの言葉に、フリーダは両手で口を覆った。

「何を言うの、ウルブ！」

　ウルブはすぐにはっとして、「悪わりィ」と謝あやまったが──険悪な雰ふん囲い気きが流れてしまう。

　たしかにこの中の誰かであれば、外から鍵かぎを開けて侵入する必要はない。

　トルワルドが油断して正面から斬きられたことにも納得がいくし、味方の顔をしていれば疑われず、隠し場所から全員を遠ざけることもできる。

　互いに疑心を抱かせるには十分な行為に、誰もが人の顔色を疑い沈黙した。そしてフリーダは気づいてしまう。

　ウルブとギルフィは明らかにアリオスのほうを気にしている。

　ざぁっと血の気が引いたフリーダは、誰とも目を合わせぬよう下を向く。

（……こんなのいやよ！）

　アリオスに気づかれまいと、フリーダは胸の前で手を握りしめた。

「何かの間違いよ！　──お願いトルワルド、犯人を見たんでしょう？　ここにいる誰でもないと言って！　頷くだけでいいから！」

　フリーダは必死に、彼の体を大きく揺ゆさぶった。

　しかしトルワルドはぐったりと目を閉じたままだ。

「そんなっ、トルワルド！」

『あーあ、とんでもないことになっちゃったねえ』

　突然聞こえたロキの声に、フリーダはぎくりとした。

　同じく顔をあげたアリオスと目配せし、どこにいるのだと視線をさまよわせる。すると雪を張りつかせた窓に、ロキの姿がぼんやりと映うつっていた。

『こんな身近に犯人がいたとは驚きだなあ……でも、手がかりを何も残さなかったってのが、逆に手がかりだったってわけだ』

「……！　まさかおまえ、何かしたのか……!?」

　突然アリオスが囁いた言葉に、ロキが見えていない二人は怪け訝げんな顔をする。

　雪が流れ落ちる硝子ガラスに映るロキは、蔑さげすむようなまなざしをアリオスに向けた。

『おれを疑うんだ？　なんの証拠もないのに決めつけるなんて、おまえもそっちの二人と変わらないじゃないか』

（ロキ……っ！）

　二人の王子をはっと見るアリオスに、フリーダはいたたまれない気持ちで首を横に振る。

　絶対にこの中に犯人はいない。信じている。

　しかし、もしも──もしもだ。

　トルワルドが示したあの指の形が、本当にこの中の誰かを指していたのだとしたら。

　彼がちゃんと話せるようになり、それを真実だと証明してしまったら、もう覆らない。

（争うなんていや……！　絶対、あの夢を現実になんてさせたくないっ！）

　不安と焦しよう燥そうを抑えつけ、フリーダは考える。──そのためにどうすべきか。

　答えは一つしかない。

　フリーダは突き動かされるように顔をあげた。

「私、父に事実を話して試練を棄き権けんします！」

　三人の王子がいっせいにフリーダを見る。

　とりわけアリオスは険しい目ざしで問いかけた。

「……なぜだ？　まだ明日一日あるだろう」

　いいえと強く首を横に振ったフリーダは、震える声で言った。

「最初からこうすべきだったんです。これ以上みんなに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせたくないし、槍が遠くへ行ってしまったら取り返しがつかないからです。……何よりこれ以上はトルワルドの体が心配だわ。私が自己都合で棄権するんだから、たとえ今回の試練が成功に終わらなくても、みんなには次があるわ。ねっ」

　フリーダがせいいっぱい明るく笑うと、アリオスは大きく眉をひそめた。

　しかしここにいる全員が、王座を人ひと質じちに取られているようなもの。

　国での境きよう遇ぐうは違うが、立場は同じだからこそ、今自分が身を引く気持ちはわかるはず。

　すると先ほどから黙り込んでいたギルフィが、なんとも無気力な表情で首を傾かたむけた。

「……俺はきみと一緒に今回で終わってもいいよ？　ウルブほど王座に執しゆう着ちやくはないからね」

　あまりに割りきりの早いギルフィに、苛いら立だったウルブは「おまえっ……」と肩を摑む。

　だがいつものふざけた反応はなく、彼が本気だとわかったウルブは力なく手を離した。

「なんだよ……なんなんだよ、これ……！」

　憤いきどおりをぶつける対象が見つからず、ウルブは拳を握りしめる。
















（ごめんなさいウルブ……でも、こうするのが一番いいのよ……）

　怒った表情を浮かべるアリオスを気にしながら、フリーダは続けた。

「王位継承権を放棄するわ。けどすぐ私抜きで試練を再開してもらうよう、父にお願いするつもり。みんなは王家の正統な血を引く跡あと取とりですもの、私がお願いしなくても、きっとそうなるわ」

「なんだよ、それ……！　王位継承者じゃなくなったら、おまえはどうするんだよ！」

　ウルブの言葉に、漠ばく然ぜんと「なんとかなるわ」と笑うしかできない。

　今の立場は失うとしても、この四人が争うことは防ふせげるのだ。

　だからフリーダは落ち込む二人の王子に「死ぬわけじゃないわ」と微笑んだ。何も言わずに出ていこうとするアリオスに気づくまでは──

「アリオス？」

　排はい他た的てきな雰囲気をまとうアリオスに、フリーダは戸と惑まどいながら声をかけた。するとアリオスはゆっくりと振り返り、苦い顔でフリーダを見返す。

「……時間をくれ。俺は今失望してるんだ」

「────」

　一歩、フリーダはよろめく。だが視線を外したアリオスは振り向きもせず出て行った。

　ばたんと閉まった扉は、彼とのあいだにやっと通じたものさえ閉ざしてしまう。

　一いつ瞬しゆんで見えなくなったアリオスの気持ちに、フリーダの胸はかき乱された。

（え……？　どうして失望されたの？）

　考えようにも頭の中が嵐あらしで、何もまとまらない。

　胸が痛い。息が苦しい。

　体がまっすぐ立っているのかもわからないくらい、自分を支えきれない。

「あの出戻り野郎……っ！　偉えらそうなこと言いやがって」

　ウルブが口くち惜おしそうに言うと、ギルフィもため息をつき、フリーダの肩に手を載せる。

「大丈夫かい？　フリーダ。君も少し休んだほうがいい。いや……俺たちみんな、一度一人になって頭を冷やすべきだ。ね？」

　二人が気を遣って出ていくまで、フリーダは足下を凝ぎよう視ししたままだった。

　しかし扉が閉まり一人になると、とたんにその場にへたり込んでしまう。

　どうしていいかわからない。

　こんなにも胸が痛いのは、生まれて初めてで。
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　雪に染まった荒野に出たフリーダは、びゅっと吹きつける風に身を縮ちぢめた。

　風は強く、大事なものが欠かけた心は軽すぎて、よろけた拍ひよう子しに雪に膝をつく。

　──やりきれないことに対面したとき、いつも雪が降っている気がする。

　いや、雪なんて年の半分は大地に降り積もっているのだ。

　人に存在を否定され、拒絶される。そんなとき、いつもそばにあるのはこの荒こう涼りようとした、世界の果ての光景だ。

　いつだって心を荒らす風が吹きすさび、癒いやしてくれる花も自然には咲かない。

　こんな場所に生まれて、それでも与えられた環境で自分なりに必死に戦ってきた。

（願いだって……見つけたのに）

　だが戦いから身を引いたのは自分だ。

　誰も疑いたくなかった。信じていたのに真実を知ることから逃げた。だから彼に失望されたのだ。

　自分に自信を持てば、自由になれることにやっと気づけたのに。

　ここにたどり着くまでに歩いてきた長い道を──築きづいたものを自分の手で壊した。

　──破滅したのだ。

（……私は心の奥で、こんなものを望んでいたの？）

　いいえ違う。本当に望んでいたなら、アリオスに失望されたことが、なぜこんなに辛いのか。

　彼は命の恩おん人じんなのに、助けたことに責任を感じて守ってくれた。

　自分の将来や他国との関係もあるのに、何よりフリーダの身を一番に案じてくれた。

　すべて自分のせいにして、他人からの悪意をなかったことにしているのを見抜き、夢のことを話すきっかけをくれた。

　あの夢はきっと、ずっと誰かに触れてもらいたかった傷だった。

　それに、彼は気づいて優しく触れてくれたのだ。

（……その人に失望されたから、辛いんだ）

　今まで自分自身が何者かわからず、心の奥底で何を望んでいるか、にごった水に手を入れるようで怖くて疑ってきたけれど。

（はっきりわかったわ。私は破滅なんて、最初から少しも望んでなかったんだ……！）

　破滅してしまったら叶えられない願いが、この胸にはある。

　アリオスと対等になりたい。四人で王になりたい。

　ここで棄権をしたらその望みはもう二度と叶わなくなってしまう。

（信頼を取り戻さなきゃ。まだ間に合うわよね……!?）

　雪の勢いが強まる空へ、フリーダは顔を向ける。

　逃げようとした自分を白く消して、ここに残していくために。
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　離れに戻ったとき、王子たちは誰も戻っていなかった。

　人の気け配はいのない廊下を歩き、居間に入ったフリーダは、どきっと足を止める。

　トルワルドが横たわっていた長椅子に、泣きはらした顔の女性が突つっ伏ぷしているのだ。

「ど、どなた……？」

「王女様？　ああ、勝手にお邪魔してすみません。でも……やっとお会いできました」

　優ゆう雅がな物腰で立ちあがった長い金髪の女性は、深々と頭を下げる。

「私……トルワルドの恋人です。今回は彼のことでご迷めい惑わくをおかけしました」

「こ、恋人？」

　いたんだ!?　という衝撃に、フリーダは目を丸くする。

　酔よったときに、過去に付き合った女性の話をしてくれることはあったが、最後にはいつも「一人が気楽でいい」と笑っていたので、今はいないと思っていた。

「いいえ、そんなこちらこそ。それであの……トルワルドは？」

「出ていってしまいました。王女様の槍を奪った犯人を絶対にこの手で捕まえるんだって、まだ体が本調子じゃないのに……王女様には私からそのことを伝えるようにと」

　窓の外へ視線をやる女性の目は、赤く染まっている。しかしその切ない表情は同じ女から見ても、心が吸い寄せられそうなほど艶なまめかしく、美しい。

　事態は深刻だ。今のトルワルドが一人で犯人と対たい峙じするなど、とんでもない。

「……私も追います！　あなたは犯人を知っているんですか？」

「名前までは……。でも向かった場所はわかってます。彼が心配だし、案内しますわ」

「お願いします！」

　女性とともに外に出たフリーダは、暗い吹雪の荒野へ馬を走らせた。

　本来夜に、しかもこんな悪天候時に荒野に出るべきではない。だが今は緊急事態だ。

　フリーダの腰にしっかりと腕を回した女性は、まっすぐ北を指さす。

「あっちです！　トルワルドは王女様の槍を持った者を追って、北へ行きました！」

（北──そうか！　居間でトルワルドが指し示したのは方角だったんだ。あのとき、みんなが立っていたのは彼から見て北だもの……！）

　これで全員の疑いを完全に晴らせると、喜んだときだった。

「フリーダ、君は自分が何者か知りたがっていたよね？」

　背中に伝わる女性の声が急に低いものに変わり、フリーダはぎょっとする。

　次の瞬しゆん間かん、腰に回った女性の腕がふっと力をなくし、体が離れた。

　まさか落馬したのでは──振り向いたとき、そこにいたのは女性ではなくロキだった。

「……ロキ？　え、なんで……」

　実体のある彼は走る馬からぴょんと後方に飛び、赤と緑の目を細めて言った。

「アリオスが君に触れたおかげで、おれもあいつの体から抜けだして、こうして君と遊べるくらいの力は取り戻せたんだよ。……だからお礼に君の生まれた場所へ送ってあげる。こっちのことは気にせず向こうで幸せになってよ。じゃあね[image: ♥]」

「────」

　時が静止したようなその一瞬、馬は鋭くいななき急激に体の向きを変えた。

　──その馬の背から宙に放りだされたフリーダは、見た。

　雪が降り積もった地面の先に、ぽっかりと暗い口をあける大地の裂け目ギヤウを。

（そんな……っ！）

　魔狼フエンリルのあぎとのような大地の裂け目ギヤウは、叫ぶ少女をあっけなく腹の中へと吞のみ込んだ。
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　アクラネス要よう塞さいにオレンジ色の光が灯ともる。

　雪の中アリオスが離れに戻ると、玄げん関かんの前で他の二人とばったり顔を合わせた。

　立ち止まり、気まずそうに目をそむける二人に、アリオスは眉まゆをひねる。

「おまえたちも外に出ていたのか？」

「そう。きみが出ていったあと、全員頭を冷やしにね。ちょうどいい空模様だろ？」

　美び貌ぼうを曇くもらせたギルフィは全員と言うが、フリーダの姿は見当たらない。

　先に離れに戻っているのか、それともまだ戻っていないのか──。

　玄関に近い二人に先を譲ろうと待っているのだが、ウルブもギルフィも階段へ進まず立ち尽つくしたままだ。アリオスは首をかしげる。

「このまま雪に埋うもれるつもりなのか？　先に行くぞ」

「待てっアリオス！」

　階段を半分上ったところでウルブに強く腕を摑つかまれた。振り返ると、汚きたないことの何もかもが許せない少年期特有の目つきで、ウルブはアリオスをギッと睨にらんだ。

「おまえ、フリーダにあの言い方はないだろうが。なんだよ失望してるって！」

「俺もそう思うよ。少し冷たいんじゃない？　昨日の夜は、彼女にあんな嬉うれしそうな顔をさせておいて。……彼女の本心がわからないわけじゃないだろう？」

　直情的なウルブと対照的に、関心の薄うすそうな言葉にしっかり棘とげを乗せてくるギルフィ。それを受けてアリオスは目を瞬しばたたかせ、二人に向き直る。

「フリーダに失望するわけがないだろう。あれは……俺たちが揉もめるのをやめさせようと身を引いたあいつに、そんな決断をさせてしまった自分自身に言ったんだ」

　言葉が足りなかったと自省している。

　あのとき──自分はロキの事件への関かん与よを疑うたがい、冷静さを保たもてなかった。

（それこそロキの思おも惑わくどおりだ。あの男がどう出ようとも、俺はあの場をおさめるべきだった……）

「ウルブ・レイブ、ギルフィ。二人も説得を手伝ってくれ。このままフリーダを棄き権けんさせるわけにはいかない」

「ちょ、ちょっと待て！　じゃあおまえもあいつを諦あきらめていないんだな？」

　目を皿のように見開くウルブの後ろから、ギルフィも「俺もだよ」と訂てい正せいする。

「彼女を助けてあげたい。……今まで何度も放り出したくなったこの立場も、彼女を見て思い直すことがよくあったからね」

　困ったように笑い、ギルフィはアリオスに「それにしても」と水を向ける。

「アリオス、きみは彼女にずいぶん入れ込んでいるね。それは可か愛わいい仔こ猫ねこちゃんの拾ひろい主ぬしだから、責任を感じているのかな？　それとも……」

　探さぐるような視線を送られたアリオスは、ふっと睫まつ毛げを伏ふせる。

「十六年前は、エリク王に託たくすことが彼女の一番の幸せだと信じていたが、彼女の幸せは彼女が決めるものだと気づいた。だから俺はそれを守る。……それが使命だからな」

　それ以上は、彼女の根底に深く関わることなので言えなかった。

　だが王子たちには、それがかなり偏へん執しつ的な愛情表現に聞こえたらしい。

「……いや待て。いくらなんでも、おまえがそこまで過か保ほ護ごにする必要あんのか!?」

「本当、すごいよ。俺も女性が喜ぶ言葉は知っているつもりだけれど、今のは胸を打たれたな。本人が聞いたら泣いてしまうんじゃない？　思いの深さに怖おそれをなしてさ」

　アリオスが「？」と首をかしげる前で、ギルフィは笑いを堪こらえながら玄関を開けた。

「笑い事じゃないぞ、ギル！」と、わめく声を背に中に入ったアリオスは、廊ろう下かの奥で一いつ瞬しゆん、誰だれかが階段のほうへさっと横切るのを見た。

（…………!?）

　すると、アリオスをよけて居間に入ったウルブが仰ぎよう天てんの声をあげる。

「お、おい、おっさんがいないぞ!?」

　中に入ると、長なが椅い子すに寝ていたはずのトルワルドの姿がない。

　しかも椅子の位置が大きくずれて、薄く積つもった埃ほこりが露ろ出しゆつしている。

　そこに何か長いものが置かれていた形跡を見た瞬しゆん間かん、三人は同じ答えに行き着いた。

「……あの槍やりと同じぐらいの長さだな。やべーぞ、こいつはもしかして──」

「ここの鍵かぎも、彼なら簡単に手に入れられる。あの怪け我がも、やろうと思えば自分でつけられるよ。……それこそ死なない程度に加減してね」

　ギルフィの言葉に頷うなずいたアリオスは、とっさに動いた。

「俺は二階を見てくる。おまえたちは一階と外を頼む！」

　さっきのが見間違いでなければ、真犯人は二階にいるはずだ。確信を持って二階の廊下に出ると、自分たちの部屋の扉とびらが薄く開いている。

　剣の柄つかに手を置きながら、アリオスは扉を蹴けり開け──そして目を瞠みはった。

　壁かべ掛かけの鏡の前に、闇やみ色のローブをまとった人間が突つっ伏ぷして、息を荒げている。

「おまえは……!?」

「残念……。来るのがあと一歩遅かったね……でも、来てくれて助かったよ……」

　青ざめた顔を上げたその男の顔を、アリオスは信じられない思いで見つめた。

　金髪に赤と緑の瞳ひとみ。情の薄そうなくちびる。どこか退たい廃はい的てきな雰ふん囲い気きをまとった美貌──

「ロキか……!?」

「他の誰だって言うんだ、おまえの大親友じゃないか……」

　苦しい息をあげながら這はいずってきたロキは、アリオスの足首を摑んだ。

　はっと鏡を見たアリオスは、その鏡きよう面めんに釘くぎづけになる。

　鏡の中には、青い瞳を見開き、白い制服を着た黒くろ髪かみの青年が映うつっている。

　それが十六年前に失った自分の、成長した姿だとわかるまでには数秒かかった。

（いったいなぜ──そうか、ロキが外に出ているからか！）

　混乱するアリオスの足に絡からみついたロキは、悶もだえるような声で懇こん願がんする。

「アリオス、おまえの中に戻してくれ……！　外に出ることはできるようになったが、そう長くはこの体を保てないらしい……っ」

「いつそんな力を手に入れたんだ。なぜ黙だまっていた!?」

「おまえがフリーダの体にべたべたと触ふれてくれたおかげさ。……彼女はとほうもない時間あの場所にいたから、体に力が蓄ちく積せきされている。だから表面に触れただけでも、その影響を受けやすいってわけ……。というか、おれはそのことを正直に言おうとしたよ？　でもおまえが聞くのを拒きよ絶ぜつした。ひどいのはどっちだい？」

「…………っ」

　言いたいことがありすぎて、しかし言い返せず奥歯を嚙かむしかない。

　悪の華はなのように微笑ほほえんだロキは、溺おぼれるようにアリオスにしがみついた。

「約束したよね……アリオス。また一いつ緒しよになろう……？」

　そう言われると拒絶はできない──自分には選せん択たく肢しはないのだ。

　怒いかりで体をこわばらせていたアリオスは、一息ついて力を抜く。心までを解放する。

　するとロキは荒い息のなか、「ありがとう……」と囁ささやいて姿を消した。

　──だが次の瞬間鏡を見ると、そこにはロキが当たり前のように映っている。

『いやー助かったよ。おまえはもっと早く帰ってくるかと思って、おれも仕事を急いで戻ったのに、遅おそいんだもんなあ』

「……仕事？」

　ロキは「おっと！」と手で口をふさぐ。だが隠かくす気などさらさらないようににやけているのを見ると、やはり今回の件に絡からんでいるのは間違いない。

「……トルワルドが消えた。椅子の下には槍を隠した形跡もあるようだが、おまえ、何か知っているんじゃないか？」

　絶対に噓うそを見抜こうとするアリオスの目を見返し、ロキは不敵に笑う。

『彼はずっとこの国に不満があったようだから、国外脱だつ出しゆつにちょっとだけ協力してあげたのさ。グングニルを手て土産みやげに大陸ミツドガルドに行けば、どこの国でも諸もろ手てをあげて君を迎むかえ入れてくれるよってね』

　瞠どう目もくしたアリオスは、思わず剣を抜きかけた。

「グングニルをこの国から出すつもりか……！　そんなことをすれば」

『おれの望みどおりになるわけさ。至宝プレシヤスを持つ人間が誰であろうと争いは起きるし、持った人間が愚おろかであるほど、運命を加速させてくれる。──でもおれはグングニルを失ったフリーダのことも考えているよ？　彼女は生まれた場所に帰してあげたからね』

　さも善ぜん行こうをしたと言わんばかりに胸を張るロキを凝ぎよう視しし、アリオスは息を吞のむ。

「今、なんて──」

『フリーダを故郷に帰してあげたんだ。この世界は彼女には辛すぎるようだから』

　怒りがこみ上げ、アリオスはロキの顔の脇わきにどんと手をつく。

　びしりと鏡面にひびが入り、にやけた悪あく神しんの頰にも斜ななめ傷が走った。

『おれを責せめている場合……？　おまえにはこの、滅ほろびの足音が聞こえないの？』

　邪じや悪あくな笑みを浮かべるロキに促うながされ外に目をやると、激はげしい剣けん戟げきが聞こえてきた。

　それだけではない。防ぼう壁へきの下には火の手があがり、雪の夜が赤く染まっている。

（なんだ……何が起きている!?）

　そのとき、ウルブとギルフィが血相を変えて駆かけ込んできた。

「アリオス！　やばいぞ、牢ろうが襲しゆう撃げきされて巨人スルトが逃にげた！」

「しかも解放した巨人スルトを先せん導どうしているのは、グングニルを持ったトルワルドらしいんだ。まさかフリーダも一緒に連れ去られたんじゃ……」

　絶句したアリオスが鏡を振り返ると、ロキは恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

『おまえたちが捕つかまえた巨人スルトは、トルワルドに買ばい収しゆうされたのさ。彼は大嫌いなこの国を、めちゃめちゃにして捨てるつもりなんだよ』

（船を奪うばって逃げる気か！　しかもグングニルを──フリーダの生命線を持って）

　あれが持ち去られれば、今のアースランドは大陸ミツドガルドの餌え食じきになる。

　それだけではない。王おう位い継けい承しよう者しやの証あかしたるグングニルは、フリーダの願いを叶かなえるためにかかせないものだ。

「守る」というのは、その願いも含めた彼女のすべてのことだろう。

（できるかどうかじゃない……俺は、やらなければいけない）

　心を決めたアリオスは鏡に背を向け、張りつめた顔の二人を振り返る。

「わかった。フリーダを捜さがすためにも別行動を取ろう。……おまえたちはトルワルドから目を離さないでくれるか？　グングニルを持ち去られたらフリーダの──いや、アースランドの最後だ」

「……お、おう、わかった！」

「俺もフリーダを見つけたらすぐに合流する。……頼んだぞ、信用している！」

　目を瞠みはった二人の前できびすを返し、アリオスは火の手があがる要よう塞さいへ向かった。




　炎をあげる要塞の中を、アリオスは剣を手に走った。

　吹雪ふぶきと煙けむりで数歩先の視界もきかない。うなる炎と、身を切る雪の剣が進路を阻はばむ。

　そして剣をぶつからせる戦いの音があちこちで響ひびき、怒ど号ごうと悲鳴が混まじり合う。

　剣に映るロキは、熱さなど感じないくせに「あち、あちっ」と火の粉こから頭を守った。

『アリオス！　おれは協力しないよ、フリーダは帰ってこないほうがいいんだ！』

「かまわない、おまえに頼むんじゃないからな……！」

　煙の中から突とつ然ぜん襲おそってきた巨人スルトをうち倒し、アリオスは駆けた。

　そして周囲に人の気け配はいがない場所へ来ると、軍神テユールの剣を額ひたいにかざす。

「どうか俺をフリーダの元に！　彼女を守る、その約束を果たすためにも──！」

　顔の前にかざされた剣の上で、鏡写しになったロキはどこか焦あせってアリオスを止める。

『おいアリオス、あいつに頼んでも無理だって。十六年前のおまえは汚よごれを知らない子どもで、純じゆん粋すいで強いところを見込まれて選ばれたけど、結局フリーダを守れなかったじゃないか。あいつはもう、おまえを入れてはくれないと思うよ？』

　ロキの言葉には耳を貸さず、アリオスは強く祈いのり続けた。

「──俺は約束は守る。どうか、頼む……！」

　すると剣はしだいに青い輝きを帯び、やがて閉じた目の奥に強い光を感じた。

　一瞬にして白い光に包まれたアリオスは、氷の瞳を薄く開けて確かめる。

　遙はるか遠くにそびえる、懐なつかしい相手を──。
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　どこか懐かしいにおいが、フリーダの鼻先をくすぐる。

　あたたかな日差しの中の草いきれ。どこまでも続く緑の森。虹にじ色の花にとまる青い蝶ちよう──

　生まれて一度も見たことがない景け色しきを想像できる。ここにはきっと寒々しい荒こう野やも、人を拒こばむ氷ひよう河がも、いつ火を噴ふくかわからない火山もないのだろう。

　あたたかくて心地ここちいい揺れも感じるし──もうさめたくない。この夢から。

（……ん？　夢？）

　にしては、この体に感じる振動は現実的すぎる。

　それに自分は大地の裂け目ギヤウに落ちたのだ。死んだらそこでおしまいなのではなかったか。

（じゃあこれは、夢じゃないっ!?）

　ぱっと目を開けたフリーダは、息が止まるほどに驚いた。

　そこは本当に、瑞みず々みずしい草木に覆おおわれた森の中だったのだ。

　生い茂る草の中には桃色や黄色、青紫の可か憐れんな花が咲き、木々の枝には、大きな尾を丸めた愛らしい動物がとまり、興味深そうにこちらを見おろしている。

　これだけ豊かな生物たちを見たことがないフリーダは、目を皿のように見開いた。

「えっ、ここ、どこ……？　アースランドじゃ、ない……？」

「気がついたか？　フリーダ」

　突然耳元でアリオスの声が聞こえて、フリーダは「ひゃっ!?」と耳を押さえた。

　ありえないくらいそばにアリオスの顔があって、驚きは倍になる。

　なんということか──自分はアリオスの背におぶられているらしい。だが両手で耳を押さえた拍ひよう子しに、彼の首に絡からめていた腕を外してしまい、ひっくり返りそうになる。

「お、落ちるっ!?」

「こら、暴れるな、ちゃんとおぶられてろ！」

　子どものように叱しかられて、フリーダは「はいっ」と、彼の首にしっかり腕を回す。

（というか──まったく状況が飲み込めないんですけど!?）

　アリオスの髪が頰ほほに触れて、かたちのいい耳がすぐそばにあって。

　少し上から彼を見おろしているこの格かつ好こうがものすごく恥はずかしい。背中に密みつ着ちやくした胸から、どきどきと速い鼓こ動どうが伝わってしまいそうで──

　フリーダはなるべく彼にくっつかないよう体を離し、森を見あげた。

（ここはどこなの？　どうしてアリオスは落ち着いているの……？）

　まぶしい森の中を躊ちゆう躇ちよなく歩く彼に、フリーダは背中からおずおずと聞いた。

「あの……アリオス、重くないですか？　というか、私は失望されてたのでは？」

　彼が振り向いたとたん、くちびるが触れそうになってフリーダは慌てて顔を引っ込める。

　アリオスも一瞬ぱちくりと目を見開いたが──彼はすぐに穏おだやかな表情で笑った。

「重いもんか、逆に軽すぎて心配なぐらいだ。……それに失望したのは、おまえにあんな決断をさせてしまった俺自身にだよ」

「……やっぱりこれって夢じゃないですよね？」

　そんなわけあるかと苦笑されて、フリーダは舞いあがりそうになる。

（よかった、私、失望されてなかった……！）

「わ、私もです！　諦めようとした自分に失望しました。けどやっぱり諦めたくなくて、槍を取り戻そうと走っていたら、大地の裂け目ギヤウに落ちてこんなところに」

「……フリーダ。おまえはここに覚えがないか？」

　歩きながら、アリオスはまわりの森に視線を移す。

　言われてみると懐かしい感じはするが、こんな場所に来たことは一度もない。

「いいえ……。アリオスは知っているんですか？」

「子どものころに一度だけ来たことがある。……覚えていないのも当然か。十六年前にここで出会ったおまえは、まだ赤ん坊だったんだからな」

「────!?　私を拾ったのは、荒野の雪の中じゃないんですか!?」

　思わず顔をのぞき込むと、本当にくちびるが触れそうになった。

　赤くなったフリーダが口を押さえて姿勢を戻すと、アリオスは遠い昔を懐かしむように目を細める。

「エリク様にはそう言った。……だがおまえを見つけた本当の場所は、この森の奥だ」

　アリオスが言うと、二人が進む方向に、星を砕くだいて敷しき詰つめたような道が出現する。

　ちらちら、きらきら──まるで森の中に銀ぎん河ががあらわれたようで、フリーダはその美しく不ふ思し議ぎな現象に心を奪われた。

（こんなきれいな場所に、私はいたの？　いったいどうして……）

　うっとりとするフリーダを背負い直し、アリオスは真剣な顔で道の先を見み据すえた。

「この光をたどっていったところにおまえはいたんだ。今からそこへ行くぞ」

「え？　でも私、早く戻ってグングニルを取り戻さないと」

「気づいているかもしれないが、ここはオーディンレイじゃない。戻る方法は、おまえのいた場所に行って許ゆるしを請こうしかないんだ」

「許しを請う？　いったい誰に……？」

　なんとも言えない表情で振り向いた彼を、フリーダは不安に揺れる瞳で見あげた。

　するとアリオスは安心させるように微笑み、胸の前で組み合わせたフリーダの手を握にぎる。

「俺が背負っていくから大丈夫だ。怖かったらしがみついて顔を伏せていろ。……絶対にオーディンレイに連れ帰ってやるから、離れるなよ。いいな？」

　その真剣なまなざしに、フリーダはごくりと息を吞んだ。

　この先に何が待ち受けているというのか、離れたらどうなるのか。

（でもアリオスは、前にも一度ここを通って無事に帰ってきているんだ……）

　彼に任まかせよう、今はすべて。

「……絶対離れません。連れていってください」

　フリーダがそう言うと、アリオスは小さく笑い、光の道へ踏みだした。




　木こ立だちのあいだを進んでいくと、やがてフリーダは不気味なものを発見し、硬こう直ちよくする。

　美しい森に忽こつ然ぜんと、人の背せ丈たけほどの巨大な氷の塊かたまりが立っている。そしてそのいびつな氷ひよう塊かいの中には、人間の男性が閉じ込められているのだ。

（人っ……!?）

　断だん末まつ魔まをあげた瞬間に凍こおりついた──そんな表情だ。男性は氷の中から恐怖に見開いた瞳でこちらを見み据すえている。さらには前方右側にも、その奥にも同じように人間を閉じ込めた氷が立ち、光の道を囲んでいた。

　アリオスの胸の前で組んでいたフリーダの手はほどけそうになり、アリオスに強く握りしめられる。

「フリーダ、離れるなと言っただろう」

「……っ、でもあれはなんです？　どうして人が！」

　人間を閉じ込めた氷の表面に、すうっとロキの姿が浮かびあがる。

『あれはね、今の君みたいに恐怖にとらわれて、先に進むのをためらい、戻ろうとした人間たちだよ』

「ロキ……!?　あ、あなたさっきはよくもっ！」

「フリーダ、いいから相手にするな」

　アリオスは無関心な一いち瞥べつをロキに投げ、ずんずんと先を急ぐ。

　だが氷の像の横を通過するたび、ロキはつねに先回りしてその姿をあらわした。

『今までここに何人もの候補者を呼び寄せてやったけどさ。みーんな怖がって話も聞かず、すぐ武器を向けてくるもんだから、氷に閉じ込めてやったのさ』

『もう君のいる場所へたどり着ける人間なんて──あいつの求める強い人間なんていないんじゃないかって諦めかけてたよ。──でもね？』

『長い時を経へて一人だけあらわれたんだ。強い意志を持って、おれの話をちゃんと聞いて、最奥までたどり着いた人間が。──あいつの期待に応こたえられた人間がね』

（それが……アリオス？）

　叱られるのを覚かく悟ごで、フリーダは一人しゃべり続けるロキの言葉に反応した。

「あいつって誰？　私たちはいったい誰に会いに行こうとしているの？」

　その答えは、森と光の道が途切れたところで、アリオスが指をさして教えてくれた。

「あれだ」

　アリオスの背に負われて、いつもより目線が高くなった場所から見えたもの。

　それは、天を衝ついてそびえる大樹だった。

　上が霞かすんで見える幹みきの太さも、地を這う根も、天を覆って腕を広げる枝えだ葉はも。

　すべてが途と方ほうもなく大きい。自分がただの砂粒に思えるほどに。

　ようやくアリオスの背から下ろされて、自分の足で草を踏ふみしめたフリーダは、せっかくのその感触も消し飛んでしまうほど圧倒された。──声も出ない。

　呆ぼう然ぜんと樹を見あげるフリーダの横で、ロキはしれっとアリオスの首に手を回す。

『さっすがだねえアリオス。あいつに直接呼びかけて願望を押しとおすなんて。おまえのその神をも怖れない傲ごう慢まんなふるまいは、称しよう賛さんに値あたいするよ』

　媚こびと皮肉が入りまじった調子のいい言葉に、アリオスはやっと彼のほうを向く。

「俺はおまえが選んだ候補者の一人だ。俺を選んだおまえに責任がある」

『……っ、意い趣しゆ返がえしってわけ？　あの二人の王子のおかげでノリがわかるようになったじゃないか、アリオス……。まあここまで来てしまったなら、このおれが紹介しないとね。フリーダにあいつをさ……』

　こほんと咳せき払ばらいをしたロキは、大樹に背を向け、大きく両腕を広げた。

『ようこそフリーダ！　すべての命を守り愛いとしむ、ホッドミーミルの森へ。あいつ──いやあれが君の生まれた場所。あらゆるものの上にそびえる永遠の樹、世界樹ユグドラシルだよ！』

「世界樹ユグドラシル……!?」

　それはかつて神々の国、巨人の国、死者の国に根を張り、九つの世界を結んでいたという、『とねりこの樹』のことだ。

　世界を結ぶ樹とはどんなものか──。

　幼おさないころにも考えたが、実際に世界を結ぶ樹というものは考えにくい。

　だから世界樹ユグドラシルとは、神々だけが九つの世界の存在を知り、いくつかの国を行き来できたことを示すための、抽ちゆう象しよう的てきな言い回しだろう──そう思っていた。

　だが今目の前にそびえる大樹を前にして、フリーダはそれが間違いだったと知る。

「本当に、存在していたんだ……」

『おれと同じ亡ぼう霊れいだけどね。だってあの戦争で焼けたんだから、こいつも』

　ということは世界樹ユグドラシルにも、死を潔いさぎよく受け入れられない未み練れんがあったのだろうか。

　樹に意志があるのなら、の話だが──

「フリーダ、こっちだ」

　アリオスに手を取られ、フリーダは小山のように巨大な根のあいだへと歩きだす。

（えっ。て、手を繫つないでいくの……？）

　それまでは景色に圧倒されていたが、今はそれよりも、ごく自然に繫がれた右手に意識が集中してしまう。

　どきどきとした胸を抱かかえてついていくと、その先に小さな洞ほらがあった。

　世界樹ユグドラシルの根の、幾いく千せん万まんと枝分かれした根の一本に、ぽっかりと空いた空くう洞どう。その中には細い枝で編あまれた、ゆりかごのようなものがある。

　アリオスはその前にフリーダを立たせ、押し出すように両肩に手を添そえた。

「ここだ。十六年前、俺はこの中で眠るおまえを見つけたんだ」

　そう言われても戸と惑まどうばかりで、実感はない。

　しゃがんでみると、中にはふかふかの緑の葉が敷き詰められている。

　きっと大事に守られていたのであろう配はい慮りよは感じられるが──わからない。

「私はなぜこんなところに、一人で置き去りにされたの？　私の両親って──」

　疑問だらけの心で樹の肌はだに触れたとき、それは起きた。

　──触れた部分から何か、熱い奔ほん流りゆうが溢あふれだしフリーダの中に押し寄せてくる。

（あ、頭がっ……）

　膨ぼう大だいな色、音と光。炎に包まれる大地と、波に吞まれていく山々。

　あの悪夢がまざまざと目の前に広がり、それから見たこともない光景が稲いな妻ずまのようにひらめき、頭の中を駆け巡めぐる。

　十六年間蓄ちく積せきしてきた記き憶おくの海に、洪こう水ずいのように流れ込んできた「誰か」の記憶。

　あまりにも膨大で、視点もめまぐるしく変わる光景を一気に注そそぎ込まれたフリーダは、たまらずに頭を抱える。

　後方にいたアリオスは異変に気づき、フリーダに駆け寄った。

「フリーダ、どうしたんだ、何が起きてる!?」

　苦しむ彼女に触れていいものかとためらっていると、樹を見あげたロキは、「ははぁ」と得とく心しんがいったように頷く。

『世界樹ユグドラシルが彼女のことを教えてあげようと、ここで起きたことを、たくさんの者の記憶を集めて見せているんだ。他人の記憶を無理やり見せられるって、けっこう辛いよね～』

「平気……っ！」

　耐たえなければ。壊こわれないように受け止めなければ。そう思った矢先に頭の中で誰かの思い出が膨ふくれあがり、かすかに残っていたフリーダの意識をぺしゃんこに押し潰つぶす。

　──一瞬、自分を手放しかけたフリーダの手を、あたたかな手が包んだ。

（アリオス……!?）

　一方の手を樹に這わせたアリオスは、頽くずおれそうなフリーダを抱き、世界樹ユグドラシルを見あげる。

「俺の体も使え。それでフリーダの苦しみを減らしてやってくれ──世界樹ユグドラシル！」

　その瞬間、溢れそうにフリーダを満たす記憶は、絡めた指からアリオスに流れだした。

　アリオスはうめいたが、受け止める器うつわが増えたぶんだけ、フリーダは息をつける。

　──それは遙はるか昔、神々の最終戦争を見守った者たちの、記憶の集合体だった。




　炎に焼き払われた大地が海に沈んでいく。

　神々が争いを始めたときから、ホッドミーミルの森には、世界中のすべての生き物のつがいたちが逃げ込んでいた。

　──ここは安全。ここなら世界樹ユグドラシルが守ってくれるから。

　世界樹ユグドラシルはその身を犠ぎ牲せいにしてすべての力を使い、生き物たちを守った。

　やがて炎は消え、すべてを沈めた海も穏おだやかになり、世界樹ユグドラシルが結んでいた九つの世界は、新たな世界として浮かびあがった。

　だが生き残った森の動物たちはなかなか動こうとしない。

　力を使い果たし、消えかかっている世界樹ユグドラシルの根元で、奇跡が起きていたから──。

　人間の女性が、夫となる男性に付き添われて赤子を産んだのだ。

　皆に祝福されて生まれたその子は、女の子だった。だが赤子は、これから再生していく世界に連れていくには、あまりに弱すぎる。

　白銀の髪、極光オーロラを宿やどした紫し紺こんの瞳をもつ夫婦は消えかかる世界樹ユグドラシルに子を掲かかげた。

「私たちがもし旅の途中で死んでも、人の血が絶えぬようこの子を置いていきます！」

「どうか、彼女が幸福に生きられる時代まで──守ってくれる強い人があらわれるまで、私たちの代わりに守ってください……！」

　それはロキが未練を残したまま命を落とし、この生死の境さかいが曖あい昧まいな森の中で目覚めたころ──世界樹ユグドラシルもまた赤子を守るために、亡霊として世に留とどまるようになったときの話だ。

　世界樹ユグドラシルは麓ふもとの森にロキを閉じ込めたまま、蘇よみがえる世界を見守り続けた。

　そして十分に人間が増え世界が豊かになったころ、赤子を守るにふさわしい者を求めるようになった。

　同じころロキは森の泉に映る新しい世界を、歯がゆい思いで見つめていた。

『くそっ、どうしておれはこの森から出られないんだ!?』

　そこでロキは世界樹ユグドラシルの求める人間がやってきたら、そいつと一緒に外に出ようと企たくらんだ。

　自みずからこれはと思う戦士や旅人を選び、森に誘いざなって話をした。しかし世界樹ユグドラシルの望む強い人間はその中にはおらず、無む駄だに時間が流れていく──。

　だが長い時を経て、ようやく望む者があらわれた。まだ小さいが素す直なおで、かつ強い意志を持ったその男の子は、赤子を見つけると瞳を輝かがやかせ、迷わず抱きあげた。

「うわあ可愛い！　ねえおじさん、この子がさっき言っていた、僕に守ってほしい子？」

『おじさんとは失礼だなー。それにこれは世界樹ユグドラシルの頼みだ。おまえ、チビだけどその子を守れる？　幸せにするって約束できるか？』

「……約束したら連れだしてもいいんだね？　この子、ここに一人じゃかわいそうだ」

　世界樹ユグドラシルの願いを素直に受け止め、けなげな男の子は赤子をぎゅっと抱きしめた。

　──この機を逃のがすまい。

　にやりと笑ったロキは彼と一緒に、世界樹ユグドラシルの示した出口を目指した。

　だが彼らと一緒に外へ出ようとしても、強い力で森に引き戻されてしまう。

　こうなったら子どもの体に意識だけ入り込んで、通り抜けるしかない──自じ我がのない赤子なら簡単に体を奪えるだろう。そう思ってロキは赤子に触れようとした。

　すると男の子は敏びん感かんにそれを察さつし、必死な顔で赤子を抱えた腕を遠ざける。

「何をするの!?」

『その子の体をもらうんだよ。おれにはここを出ていくための体が必要なんだ』

「だめだよっ。そんなことしたらこの子はこの子じゃなくて、おじさんになっちゃうじゃないか。僕はこの子を守るって約束したんだ」

『まだ赤ん坊なんだから、そんなことわからないよ。お兄さんはね、ずーっとここに閉じ込められてるの。かわいそうだと思わない？』

「なら僕の体を半分貸してあげる。だから、この子には何もしないで！」

『おや……、いいのかい？　じゃあ、おれがもういいって言うまで貸してくれる？　途中でやっぱりやめたなんてなしだよ……？』

「約束するよ！　一緒に行こう、おじさん」

　しめたと嗤わらったロキは純真な男の子の中にするりと入り、まんまと森を抜けだした──。




　頭の中に激流となって流れ込んだ記憶の再現はそこで止まった。

　木の根の下には自分とアリオスだけがいて、ロキの姿はなく声だけが聞こえる。

『これでわかったんじゃない？　フリーダ。君はかつての世界が滅びたとき、わずかに生き残った人間の忘れ形見だ。その髪も瞳も、彼らの血を純粋に受け継いでいる証しよう拠こ……つまり君は最初で最後の──世界樹ユグドラシルが守った、旧世界の希望のお姫様なんだよ』

　ぽかんとしたフリーダは、アリオスに抱きかかえられたままその意味を考える。

　だが頭の整理は追いつかず、フリーダは声の主を探し、あたりを見渡した。

「じゃあ、あの夢は？　あの不思議な力は──」

『夢？　それは世界樹ユグドラシルが見ていた最終戦争の記憶だよ。ここには世界樹ユグドラシルの力がみなぎっているからね。ほんの一時ここに来ただけのアリオスでさえ、至宝プレシヤスを手にすることで特とく殊しゆな力が使えるようになったぐらいだ。──でも世界樹ユグドラシルに守られて、途方もない時をここで過ごしたお姫様の力は未知数だよ……フリーダ』

　あの破は滅めつの夢は自分の隠れた願望ではなかった。

　自分が誰なのか──親に捨てられたのではなく、たくさんの奇跡に守られ、愛いつくしまれて生まれてきたこともわかった。

　けれど、なんて大きな犠ぎ牲せいのもとに生きてきたのだろう。

　体を支えてくれているアリオスを見上げたフリーダは、すうっと涙を流す。

「私……あんなことがあったなんて、ずっと知らなかった」

　涙を見たアリオスはわずかに目を見開き、その目を細めて困ったように微笑んだ。

　いつか親と名乗る人があらわれたら、言う言葉を考えたことがある。

　けれど今、自分の起き源げんが明らかになって、言いたいことがあるのは親ではない。




　本当はフリーダが抱えるはずだった悪神をその身に受け入れ、生きる場所をくれた人に。




　ありがとう、ごめんなさい、そんな言葉だけでは全然足りない。

　フリーダはアリオスの腕の中から起き上がり、わずかに離れて彼の顔を見上げた。

「あなたがロキを受け入れたのは、私を守るためだったんですね……！　それなのに私、一時はあなたを疑ったり、怖がったりして……」

　なんて愚おろかだったのだろう。

（悔くやんでも悔やみきれない。もっと早く真実を知っていれば……！）

　とめどなく涙を流すフリーダの頭に、気にするなと、アリオスはぽすんと手を置く。

「知らせなかったんだから当然だ。俺はアースランドを離れなくてはいけなかったし、おまえには一国の王女として、幸せになってもらおうと残していったんだから。……まあロキにとっては、俺が十年以上も大陸ミツドガルドに渡ったままだったのは、誤ご算さんだっただろうがな」

　そういう意味でも自分が引き受けてよかったのだと、アリオスは言う。

「至宝プレシヤスを持つ人間どうしが争う運命を、ロキが予言したのは二年前だ。俺をアースランドに連れ戻そうとしているのは明白だった。……だが無視はできなくてな。国を取り戻したい気持ちはずっとあったし、守る約束をしたおまえがその争いに巻き込まれるんじゃないかと考えたら、もう大陸ミツドガルドに留まる理由はなかった」

（それがアリオスがここへ戻った本当の理由──）

　孤独な戦いを続けてきたアリオスを、フリーダはなじらずにはいられなかった。

「それを私に隠して、一人で全部なんとかしようとしていたんですね？」

　え？　と目を丸くしたあと、アリオスは片方の眉を下げて笑った。

　そしてフリーダの目に溜たまった涙を、指でぬぐいながら言う。
















「俺たちが争えばロキの思惑どおりだ。そうならないよう帰ってきたつもりが、俺は自分しか信用していなかったんだな。おまえがこの四人なら大だい丈じよう夫ぶだと言ったときにわかった。俺は知らないうちにロキの思惑にはまっていたんだと。──それに気づかせてくれたのはおまえだ、フリーダ」

　思いもよらない言葉に、フリーダは広がる外がい套とうの上に、ぱたりと手を落とす。

　気持ちはちゃんと通じていたんだ。そう思うと嬉しくてまた涙がこぼれてしまう。

　アリオスはフリーダの頰に親指を這わせ、涙を拭ふき取りながら急に真剣な顔をした。

「おまえはアースランドに対する俺の勝手な理想を、素す敵てきだと言ってくれた。ウルブ・レイブとギルフィも、いつかは話を聞いてくれると言ってくれたな」

「はい。それは本当に……！」

　フリーダが頷くと、アリオスは少し考えて、ふわりと笑った。

「ならやってみるか。おまえも協力してくれるんだろう？」

　その言葉に、まなざしに胸を衝つかれた。

　これは未来の話。四人がいつか王になったときの話だ。──だが摑めない夢じゃない。

　トクトクと速い胸の鼓こ動どうを抱え、フリーダは立ちあがりロキの姿を探す。

「──ロキ！」

『はいはい、なんだい？』

　姿を消していたロキは、慌てた様子で根の上に姿をあらわした。

　だがなぜかローブの裾が濡ぬれている。不思議に思って見ていると、彼は「ああこれ？」と重そうな裾を触った。

『向こうに泉があってね。そこからのぞくとアースランドが見えるわけ。ちょっと気になって見てきたんだけど……いい雰ふん囲い気きは終わりかい？』

「……っ、ここを出るにはどうしたらいいか教えて。グングニルを取り戻しに行くわ」

　するとロキは「へっ？」とおどけたあと、けらけらと笑った。

『グングニルは今ごろ海の上だよ。トルワルドが持ちだしちゃったからねえ』

「……え？」

（トルワルドが──なに？）

　信じがたい言葉に固まるフリーダに、アリオスは言いにくそうに顔を曇くもらせた。

「ここに来る前にわかったんだ。──あの男は、賊ぞくに襲われたふうを装よそおって怪け我がを負い、グングニルをあの長椅子の下に隠していたんだ」

「そんな……」

　だがこれで、あの離れの中にいるときだけ、グングニルの思念を感じる理由がわかった。

（どうしてなの、トルワルド……ずっと一緒に組んできたのに！）

　動どう揺ようするフリーダの肩に触れ、アリオスは自分が悪いことをしたように眉をひそめる。

「俺にだって、あの男がフリーダや俺たちを憎にくんでいるようには見えなかった。だがこれが現実だ……あいつは巨人スルトを逃がして自分も大陸ミツドガルドに逃げる気だ。グングニルを携たずさえてな」

　キッと睨にらむアリオスに、ロキは冷たく答える。

『あいつが国を捨てようとしてるのは自分の意志だ。おれは関係ないよ』

　それが本当なら、彼はフリーダを見事に騙だましていたことになる。

　王族を嫌っていることを公言してはいた。

　だがそれは父親を亡くした彼を支えるポーズで、実際はフリーダと接しているときの彼の態度が本心なのだと──王族ではなく、フリーダを一人の人間として見てくれているのだと思っていた。

（友人だと思ったことも、私一人の勘かん違ちがいだったの……？）

　悲しみが胸を染め、さきほどの嬉しい気持ちが塗り潰されてしまう。

　木の根から降り立ったロキは、猫なで声でアリオスにすり寄った。

『知ってることは全部教えたよ。おれって役に立つだろ？　だから、のけものにしないで一緒に連れていってよ、アリオス。……約束だろ？』

（この人……噓をついてもこんなに平気なんだ）

　少年のような純粋な好奇心を宿したロキの目に、フリーダの心はざわつく。

　だが本ほん音ねなど少しも見えない美貌の悪神に、アリオスは毅き然ぜんと言った。

「約束は守る。置いていきたいのは山々だがな」

『ふふ、そうこなくちゃ……』

　険けわしい顔つきになったフリーダの前で、ロキはすうっと消えていった。

　澄すんだ音を立て、軍神テユールの剣を引き抜いたアリオスは、世界樹ユグドラシルに願う。

「世界樹ユグドラシル……俺にもう一度機会を与あたえてほしい。ここから彼女を連れだす許きよ可かを──」

　彼が剣を額に当てたとたん、世界樹ユグドラシルの緑の葉から、燦さん然ぜんと光が降り注ぐ。

　雨のような光の中、フリーダは騒さわがしい音がする後方をはっと振り返った。

（あれは──!?）

　けぶる光の中には、戦火が広がるアクラネス要塞の広場が浮かんでいた。
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　飛び込んだ光の先──アクラネス要塞の広場に立ったフリーダは、愕がく然ぜんとする。

「なに、これ……？」

　あちこちで火がくすぶり、煙が立ち、倒れた兵がうめき声をあげている。

　雪は止やんで月が出るまでに天候は回復しているが、その冷たい月光に浮かびあがる広場は、赤い色の混じった雪が踏み荒らされ、ひどい有様だ。

　この広場に無事に立っているのは、たった今戻ったフリーダとアリオスだけだ。

「トルワルドと巨人スルトがやったの……？　ウルブとギルフィは？」

　不気味なほど人が減った要塞を見渡し、一番あってはならない展開を想像したフリーダは、知らずアリオスの外套を握りしめる。

　震ふるえるフリーダの小さな手を、アリオスが「大丈夫だ」と握ったときだった。

「おいこらっ！　アリオス、何してんだよ！」

　その声に上を見ると、一部崩くずれた防壁の上でウルブが怒りの拳こぶしを振りあげていた。

　自慢の美貌を煤すすで汚したギルフィも笑っている。他の兵たちも一緒だ。まだ大勢いる！

　笑顔を見合わせ、はっと我に返って手を離した二人は、どちらともなく距離を置く。

「ウルブ、ギルフィ、無事だったのね！」

「それはこっちのセリフだ！　おまえ戻るの遅いんだよ……心配したんだからな！　とにかく上がってこいよ」

　どことなく元気のないウルブの横で、ギルフィもこっちだよと手招きしている。

　彼ら以外の兵は全員、呆ぼう然ぜんとした様子で海のほうを眺めているようだ。

　階段を駆け上がると、フリーダは大きく腕を広げたギルフィにぎゅっと抱きしめられた。

「……っ、ど、どうしたのギルフィ!?」

「フリーダ、戻ってくれたんだね。もう君と会えないんじゃないかと胸が苦しかったよ」

　今にもくちびるを奪いそうなギルフィの再会の抱ほう擁ようを、いつものようにウルブが半眼で「おい」ととがめた。──だがここからはいつもと違った。

　アリオスが後ろからフリーダの腰に腕を回し、するりと自分のほうへ引き寄せたのだ。

　啞あ然ぜんとするギルフィの前で、ごく自然に。

　だが奪ったという意識はないらしく、彼は戦士として当然のようにフリーダの手を引く。

「フリーダ、こっちだ。戦況を見よう」

「あ……はい！　二人ともありがとう、私は大丈夫だからっ」

　ぽかんとする二人から離れ、詰めかけた兵をかきわけ前に出ると、防壁の外──海岸にも大勢の兵が立ち、全員が海を向いている。

　彼らが呆然と見つめる海に、艀はしけを繫いであった巨人スルトの船はなかった。

「そんな……！」

　白い帆ほを張り沖おきへ向かっていく船を睨み、アリオスは低くつぶやく。

「逃げられたか……」

「投とう石せき機きは!?　それか運命の女神ノルン審議会の方にお願いして、魔ま術じゆつで……！」

　誰も動こうとしない兵たちを見渡しフリーダが言うと、一人の兵が叫さけんだ。

「全部壊された。審議会の奴も殺された！　トルワルドが先に手を回して、追撃手段を全部潰したんだ！」

　無力を呪のろうように頽うなだれる兵を見て、そこまでするのかと怒りを感じた。

　何か手はないか。月明かりの海を航こう行こうしていく船を睨み考えていると、人をかきわけ、ウルブとギルフィも前列に姿を見せた。

「悪いアリオス！　オレたちでずっとトルワルドを追いかけてたんだが、部隊長がやられてそれどころじゃなくなった。トルワルドはグングニルを持ったまま……」

「大丈夫だ。まだ追える」

　はっきりと言って、アリオスは軍神テユールの剣を引き抜いた。

　彼が正せい眼がんに構えた剣の、濡れたように光る刀とう身しんにロキの姿が映る。

『いいのかいアリオス？　その力を見せれば、おまえはアースランド一の脅きよう威いになる。争いを防ふせぎにきたのに、おまえが争いを引き起こすことになるよ』

　その邪じや悪あくな囁きが聞こえたフリーダは、息を止めてアリオスを見た。

（どうしよう……止めたほうがいいの!?）

　葛かつ藤とうするフリーダからロキに目を移したアリオスは、挑いどむように言った。

「これがおまえの望んだ展開だろう、ロキ。だが俺は──俺たちはそれでも、おまえの思いどおりにはならない……！」

　剣を逆さか手てに持ち直すと、アリオスはそのまま両腕を防壁の外へ突きだし、念じた。

　ルーンが刻きざまれた刀身に、月光が集まったように青白い光が満ちていく。

　やがて剣が青い宝石のように硬い輝きを放った瞬間、アリオスはそれを、地面に突き立てるように鋭するどく振り下ろした。

「あの船を止めろ、テュール！」

　冷たく澄んだ音で啼ないた剣は、誰もが目を瞠みはる前で、爆発するように大きくなった。

　まるで本物の巨人スルトの剣のように、青い剣先が地面に突き刺さってもまだ、風を起こし砂を舞い上げて、空へと伸びていく──

「これ……は……!?」

　至宝プレシヤス軍神テユールの剣の力──これがアリオスの力。

　やがて月を突けそうなほど巨大化した剣はぐらりと揺れ、倒れていく。

　ものすごい風と轟ごう音おんを起こしながら、海のほうへと。




　激しい大波を立てて着水した剣は、強い潮流に流される船の進路をふさいだ。

　この神かみ業わざのような光景に呆然と見入っていた兵たちは、しんと静まり返る。

　だが沖で白い帆が大きく揺れ、巨人スルトの船が剣の柄に阻はばまれ動けなくなっていることを確認すると、わっと歓声が沸わき起こった。

「すごい……！　船を止めた……！」

　遠い海うな原ばらへ伸びる大剣は、望みをつなぐ架かけ橋に見える。フリーダが昂こう揚ようしてアリオスを見あげると、額に汗を滲にじませたアリオスはそれをぬぐい、フリーダと二人の王子に剣を指さす。

「この上を通れば船まで行ける。グングニルを取り返すぞ！」

　指令のような声に、フリーダは「はい！」と戦士の返事を返す。

　人前で力を使ってくれたアリオスの思い──無駄にするものか。

　剣を取り戻す。それが自分が今すべきことだ。階段を駆け下りたフリーダは、岩場に横たわる剣の刃先へと急ぐ。

　ウルブもギルフィも、二人に続いて剣の上へと飛び乗った。

「くそ……わけわかんねえけど、考えてる暇ひまもないな！」

「アリオス、この剣は途中で消えて海に落ちたりしないだろうね？」

「大丈夫だ……。だが急げっ！」

　四人は広い刃を抜け、剣の持ち手の上を走り抜ける。

（船までもうすぐ……！　あと少し……！）

　巨大な剣の柄に引っかかっている船に追いつくと、四人はぴったりとつけられた船の側面から甲かん板ぱんへと飛び移った。

「な、なんだこいつら!?」

　甲板に集まっていた巨人スルトたちが動揺するなか、フリーダは焦しよう燥そうに駆られ甲板を見渡した。

（トルワルドは……!?）

　彼の姿はない。突然あらわれた巨大な剣に船の進行を阻まれ、その剣を渡ってきた非常識な闖ちん入にゆう者しやに、啞あ然ぜんとしている巨人スルトたちがいるだけだ。

（でも、このどこかにはいるはず……！）

　フリーダは短剣を抜き身構えた。その横でアリオスが海面に手をかざすと、剣は光が弾はじけるように元の姿に戻り、彼の手にするりとおさまる。

　その剣を近くにいる男に向けたアリオスは、すうっと氷の目を細めた。

「邪じや魔まして悪いな。……だがこのまま帰すわけにはいかない」

「おい！　そいつらは、上陸した連中を倒した奴らだ、殺せ、殺せっ！」

　後ろで誰かが叫び、全員の目に殺意が宿ると、彼らはいっせいに襲いかかってきた。

　四人は全力で迎え撃うった。

　ウルブが渾こん身しんの力を込めて槌つちを振るえば、ギルフィが華か麗れいな剣さばきでそれを補佐する。

　そしてアリオスはどことなく光の衰おとろえた軍神テユールの剣を振るい、戦力に欠けるフリーダを守ってくれた。

　しかし数が多すぎる。健けん闘とうはしたが、四人はじょじょに船尾の端に追い込まれた。

　前方をすべて武器を構えた巨人スルトに囲まれ、ウルブはチッと舌した打うちする。

「おいアリオス、もう一回さっきのできないのか？　剣の巨大化！」

「この力は無限じゃない。一度出したあとはしばらく使い物にならないんだ」

「そうなのかい？　若いのに……」

　なぜか哀あわれみの目で見てくるギルフィに、アリオスは「なんだそれは」と眉をひそめる。

「若さは今関係ないだろう。それよりここを突破する方法を考えろ」

　ひそひそ言い合う王子たちの後ろで、フリーダはただ守られるだけの状況に葛藤する。

（グングニルさえあれば……！　どこなの、グングニル……！）

　心で呼びかけながら見渡すと、思いが通じたのか巨人スルトたちの後ろで淡あわく光るものがある。

　はっと見つめると、そこには一人冷たい顔でこちらを見据えるトルワルドがいた。

　悲しみと怒りがこみあげ、王子たちの前に出たフリーダは、射るように彼を見た。

「トルワルド……あなたを捕まえなければいけないわ」

「ははぁ、ここまで追いかけてくるとは、たいした執しゆう念ねんだな」

　あきれたように言う彼の手には、グングニルが握られていた。

　まるでそう気に入りでもない玩具おもちやを、暇潰しに弄もてあそんでいるような雑な扱あつかいだ。

　フリーダはキッと彼を睨む。

「それを返して。……そしておとなしく投降して！」

「あー、それはできない。なにしろ俺はこれを手土産に、どっか気に入った国に腰を据えて、お大だい尽じん生活を送るつもりなんでね」

　あまりに軽い言い分だ。

　悲しいやら情なさけないやら、フリーダは複雑な気持ちで首を振る。

「なぜなの？　なぜこんなことを──！」

「言ったろ？　この国にも王にも失望してるからさ。──きみが憎いわけじゃないが、きみのような拾い子を跡継ぎにする王には、そんな勝手が許されるのに、俺たちには王を選ぶ権利はないんだぜ？　でもここにいるかぎり俺は、国に尽くすだけ尽くして死んだ親おや父じと同じようになるしかない。……そう考えたら窮きゆう屈くつになっちまってな」

　乾かわいた笑いを浮かべたトルワルドは、ぽりぽりと頭を搔かく。

「テュールアークを見習って革命を起こすか！　なーんてことも考えたが、俺はべつに王になりたいわけでもないし、先の展望が見えなかった。それでも自由にやりたけりゃ、自分がこの狭い島を出るしかないだろ？」

　トルワルドに槍を突きつけられたフリーダを、アリオスがとっさに腕を伸ばして庇かばう。

　だがフリーダはその腕を押して、怯ひるまず前に出た。

「……今わかったわ。神しん殿でんで、巨人スルトを見つけるにはどこを捜せばいいのかという問いに、グングニルが導みちびいてくれた〝神〟と〝欠乏〟という答え。……それが本当に示していたのは『神殿に留まれ』という意味ではなく、神の国アースガルド──アースランドへの気持ちがなくなってしまったトルワルド、あなたのことだったのよ」

「あ……！　解かい釈しやく違いだったのか」

　ギルフィが言うと、トルワルドは「黙れ」と彼に槍を向けた。

「ああそうだ。俺の気持ちはとっくにアースランドから離れている。だからここで王位継承者を全員殺しても、罪ざい悪あく感かんなんて感じないだろう。……だが」

　槍をフリーダに向け直したトルワルドは、一瞬、目に優しい光を取り戻した。

「最後にもう一度訊きこう。……フリーダ、一緒に行くか？　行くならおまえさんは助けるし、俺たちは前のような友人に戻れるぞ」

「────」

　なんだと！　と息巻くウルブをギルフィが押さえた。

（これが……トルワルドの本心？）

　槍の穂ほ先さきをフリーダの喉のど元もとに突きつけ、彼はこちらの答えを穏おだやかに待っている。

　一緒に連れていって、しがらみから解放してやろうというのか。

　──憎まれて疎うとまれて、否定されて。

　この国の何もかもに拒絶されているような気がしていたのも、荒々しい自然だけが広がるこの世界が、息苦しかったのも本当だ。

　悪意を向けてくる相手に笑いかけて、誰にも傷つけられまいと自分を守って。そうすることで、知らないうちに人の好意や優しさまで笑顔ではねつけていたのだろう。

　でも──と目を閉じたフリーダは、ゆっくりと振り返る。

　幼いころから見守ってくれているウルブとギルフィが、心配そうに答えを待っている。

　世界樹ユグドラシルの森で未来の話をしたアリオスの目は、行かないだろう？　と問うてくる。

　その強気さが嬉しかった。彼はあれを、語るだけの夢で終わらせるつもりはないのだ。

　深呼吸をしたフリーダはトルワルドのほうを向き、にこりと笑いかけた。

（……さあ、機会は一度よ。絶対に失敗はできない）

　フリーダは突きつけられた槍と並行に腕を伸ばし、トルワルドを指さした。

「トルワルド。友人になってくれたあなたを失うのはとても悲しいわ。……けど私はどこにも行ったりしない。ここで叶えたい夢ができたから……だから！」

　行かない──そう言うと同時に、フリーダは槍の穂ほ先さきを力いっぱい摑んだ。

「……っ!!」

　手のひらに激痛が走り、熱と痛みに顔が歪ゆがむ。

「フリーダ!?」

　三人の王子が口々に叫んだ。やめろと手を外そうとするアリオスを、大丈夫だからともう一方の手で遮さえぎり、フリーダは歯を食いしばってトルワルドを見あげる。

「な……何やってんだフリーダ、おまえ……!?」

　驚いたトルワルドが手を離し、槍の柄はごとんと床につく。

（今だわ……！）

　それを待っていたフリーダはグングニルを取り返し、しっかりと両手に握りしめた。

　その瞬間──頭の中に見知らぬルーンが浮かびあがった。

　短くも力強い綴つづり。フリーダはそれをたしかに記憶し、かっと目を開ける。

「何をしているおまえら、その四人を殺せ！」

　トルワルドが叫ぶと、彼に買収された巨人スルトたちは、言うなりになって襲ってきた。

　アリオスが、王子たちが迎え撃つ構えを取ったとき、フリーダは槍を振りかざし叫んだ。

「──グングニル、お願い！」

　刃を伝う血をインクにして、フリーダは神しん秘ぴのルーンを床に描く。

「炎」と「柱」という綴りを連結させた、神秘の文字フサルク。最後の一字を書き殴なぐり、だんと床に槍を突くと、船体はかっとオレンジの光に包まれた。

「なんだ……っ!?　火事か!?」

「消せ、消せーっ！」

　帆が燃えあがり檣マストが軋きしむ。混乱した巨人スルトたちは甲板を走り回り、水を求めた。

　だが水なら船の外に大量にある。そう気づいた者が、次々に海に飛び込みはじめる。

　激しい火柱をあげる檣マストを見あげ、トルワルドはよろめいた。

「そんな……俺の計画が……」

　胸が痛んでどうしようもない。彼のこんな姿を見ることになるなんて。

　弱々しく跪ひざまずいたトルワルドに近づこうとすると、その肩をアリオスに摑まれた。

「ここはもう危ない、自分が助かることを考えろ！」

「でも──」

「戦場の女神ヴアルキリーなら振り返るな、前を向け！」

　真剣な顔で告げられた厳しい言葉に、フリーダは水をかけられたように硬直した。

　だが同時にアリオスは、自分がこれからも戦場の女神ヴアルキリーとして駆けることを認めてくれたのだ。それに気づき、フリーダはぐっと奥歯を嚙んでトルワルドに背を向けた。

（さようなら……トルワルド！）

「舟は確保したぞ！　早く来い！」

　見るとウルブとギルフィが、壁に開いた船の出入り口へと小舟を必死に押している。

　炎が迫せまるなか、フリーダはアリオスとともにその作業に加わった。

「一気に押すぞ、せぇ──の！」

「今だ、乗れっ！」

　半分船外に押しだした小舟に、四人は飛び乗る。

　重みでがくんと前方に傾かたむいた舟は、燃え盛る甲板から一気に落下した。

「きゃぁぁっ!?」

　轟音をあげめくるめく炎が船を包むなか──途中ひっくり返りそうな恐怖を味わいながらも、四人の乗った小舟はみごとに海面に着水した。




　衝しよう撃げきでぐらぐらと揺れる舟の上で、フリーダは船を見あげる。

　煙をあげて燃える船から、巨人スルトたちは救命具を手に次々に海へ飛び込んでいた。

　炎に巻き込まれる直前、何か叫びながら、トルワルドが飛び降りる姿も確認した。

（よかった……これで命は助かるわ）

「槍は取り戻したし……これでおまえは試練を棄き権けんしなくて済むんだな」

　背中から抱くようにフリーダを支えてくれていたアリオスは、そう安あん堵どの声を漏らす。

　そうですねと振り向こうとしたとたん、彼はフリーダの肩にぽすんと額を乗せてきた。

（えっ、アリオス……？）

　艶つややかな黒髪が首筋に触れ、どきどきして何も言えない。

（でも、今のアリオスの顔が見たい……！）

　うずうずが抑えきれずに振り返った瞬間、フリーダは怖い顔のアリオスに腕を摑まれた。

「……へ？」

「へじゃない、いくら槍を取り戻すためとはいえ、刃を素す手でで摑むなんてむちゃくちゃだ！　ギルフィ、早く手当てをしてやってくれ」

　きゃっと悲鳴を上げたフリーダは軽々と抱えられ、ギルフィの前に突き出されてしまう。

（もう、また子ども扱い……!?）

　ギルフィはなんとも情けない顔をするフリーダの鼻をちょんとつつき、右目を瞑つぶった。

「うるさい保護者がいると大変だね、フリーダ。……って、けっこう深く切っているね……これは痛かっただろう。かわいそうに」

「夢中だったから加減ができなくて……。でも平気よ、ありがとう」

「それより傷は残りそうなのか？」

　心配そうにのぞき込んでくるアリオスにどきっとすると、ギルフィは傷の走る手のひらに布を巻いてくれながら、「大丈夫」と言いきった。

「あとできれいに治してあげるよ。女の子の介かい抱ほうは得意だと言っただろう？」

　その言葉だけでフリーダはとても安心できたが、アリオスはまだ納得がいかないらしい。

「そうか……だがフリーダ、もし傷が残っても心配するな。俺が一生責任を持つからな」

（え？　それって……!?）

　目を瞠りアリオスを凝ぎよう視しすると、笑いを堪こらえるギルフィの後ろからウルブが顔を出す。

「んなこと勝手に決めてんじゃねーよ！　おまえオーディンレイに婿むこ入いりする気かっ!?」

　どんだけ複雑な家にする気だとウルブが怒ると、アリオスは不思議そうに首をかしげる。

「？　一生かかっても治す方法を見つけるという意味だったんだが」

（ですよね……！）

　だんだん彼の思考も読めてきたフリーダは、苦笑いを浮かべて海原に目を移す。そして気づいた──要塞の方向から、たくさんの舟がこちらにむかってきていることに。

「──フリーダ、アリオス、ウルブ・レイブ、ギルフィ！」

　大迫力の声で名を呼ばれ振り返ると、一艘そうの舟に父が──エリク王が乗っている。

「お父様!?」

「エリク様!?」

　アクラネス要塞の異変の報しらせを聞いて、王都から駆けつけたのだろう。包帯を巻いた部隊長が操る舟の上で、夜明けの白んだ空を背負い、エリクは王おう笏じやくを手に立ちあがった。

「よくやったぞ四人とも。その連中の回収は我々に任せて、戻って兵の救護を手伝え！」

「え──それじゃ試練は、中断ではなくこのまま続行ですか？」

「九ここの日か九きゆう夜やののちの朝、試練は終わる。それまで気を抜くな！」

「……はい！」

　そして振り返ったフリーダは、試練が始まって以来の──今まで生きてきて一番の笑顔を三人の王子に向ける。

　彼らが皆、その明るい笑顔に息を止めて見とれたことなど、知りもせずに。
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　兵の救護に奔ほん走そうした九日目は嵐あらしのように過ぎ、十日目の朝──試し練れんは終了した。

　九つの昼と九つの夜を越えた王おう位い継けい承しよう者しやの四人は、王宮ヴアラスキヤルヴへと戻りエリク王から試練の評価を受けねばならない。

　王都までの旅の埃ほこりを落とし、アリオスと二人の王子は広間の前に集まった。

「やあ、ウルブもアリオスも見み違ちがえたね。泥どろと埃にまみれた制服姿が懐なつかしいよ」

　ギルフィがおもしろがるように、今は全員が、軍服をより華はなやかにした意い匠しようの礼服で盛装している。

　だがアリオスは華美な服装に慣なれていない。そのせいでさっきから何度も自分の格かつ好こうを見おろし、落ち着かない気分をもてあましている。

「……制服ではいけなかったのだろうか」

「こういう格好は好きじゃないかい？　そのきれいな青はとてもきみに似合っているし、素す敵てきだと思うよ？」

　一点の曇くもりもない王子然とした笑顔のギルフィは、肩けん章しようのついた真まっ白しろな礼服を自信たっぷりに着こなしている。

「けどあの制服を着ていると、女性受けがいいんだよね。下心などないように見せてくれるからかな？　俺も気に入っているよ」

「いや、俺はそんなつもりで制服がいいと言ったんじゃないんだが……」

『だよなあ、アリオスはおれが中にいるかぎり自分の姿が見えないんだ。似合っているかどうかがわからないから、不安なんだよな。そうだろ？』

　壁かべに掛かった鏡を睨にらむと、ロキが「おれはわかってる」と言いたげな顔をしている。

「……ふん。白しら々じらしい」

　ホッドミーミルから戻ったロキは、ときどきこうして機き嫌げんをとってくる。

　森から戻って以来何か隠している雰ふん囲い気きはあるのだが、彼がすんなり白状するわけはなく、のらりくらりと質問をかわし、何事もなかったかのようにけろっとしている。

　腹は立つが、同居を解消することはできないので、苛いらつくだけ損だ。

　すると横で鏡をのぞき、襟えりを窮きゆう屈くつそうに緩ゆるめていたウルブが「あ、そういえば」と、燃えるような真しん紅くの礼服姿で二人を向く。

「ずっと聞きそびれてたんだけど、アリオス、おまえの力！」

　怒おこったようにアリオスの前まで来たウルブは、次の瞬間少年のように目を輝かがやかせる。

「ああいうことができるなら早く言えよ！　フリーダもすげーし。……どうやったら使えるようになるんだ？　おまえらみたいに軍に入ればいいのか!?」

「それは……」

　今さら隠かくす気はないが、すべてを語るには時期尚しよう早そう。そんな気がする。しかし──

（軍に関心を示しているのは見み逃のがせない。このまま黙だまって入隊させてしまうか……？）

「アリオス……きみ、何か企たくらんでないかい？」

　ギルフィに疑ぎ惑わくの目を向けられ、はっと我に返ったアリオスが咳せき払ばらいをしたときだった。

「ごめんなさい、遅おそくなりました！」

　待ちかねていた人の声に、三人は廊ろう下かの奥を見た。

　蠟ろう燭そくのやわらかい光の中、葡ぶ萄どう色いろの絨じゆう毯たんの上をフリーダがやってくる。

　制服を脱ぬいで盛装した彼女の姿に、アリオスは息を吞のんだ。

「────」

　白く華きや奢しやな首筋をあらわにした、上品な光こう沢たくを放つ薄うす紫むらさきのドレス。それはフリーダの清せい楚そな雰囲気を損そこなわず、かつ女性らしい意匠で彼女によく似合っていた。

　しかし驚おどろいたのは、着ているものが変わっただけで、妖よう精せいめいた少女の顔がぐっと大人びて見えたことだ。いつもは結ゆいあげている髪かみを下ろしているせいだろうか。

　フリーダ？　と思わず確認を求めてしまうアリオスの横で、ウルブも不安げな声を出す。

「ていうかフリーダだよな？　あいつ、あんなんだったか!?」

　ぽかんと見とれる二人に比べて、ギルフィはフリーダに手を振る。

「まったく二人とも、何をうろたえているんだか……フリーダ、ここへおいで」

　ドレスの裾すそを持ちあげながらやってきたフリーダは、おずおずと三人の前に進み出る。

「こういうドレスはときどきしか着ないから、恥はずかしいわ」

　目を細めたギルフィは、他の二人に見せつけるように、フリーダの耳に口元を寄せる。

「そう言わないの。すっごく可か愛わいいよ、このままフレイヤルに攫さらっていきたいぐらいだ」

「そ、そんな……からかわないで。みんなのほうが素敵だわ」

　こうしてギルフィがフリーダにかまうのは、昔からのことなのだろう。

　だが彼女が頰ほおを染める姿を見るのはなんとなくいやで、アリオスはふいと視線をそらす。

　それから時間が来て扉とびらの前に並んだとき、自分の隣に立ったのはフリーダだった。

「緊張しますね？」

　そう言ってフリーダはやわらかそうな肌に手を当て、深呼吸をしている。

　愛らしい小羊のようだ。そう思ったアリオスはつい、花が飾られた彼女の頭を撫なでた。

　そのとたん、フリーダはぴくりと肩を震ふるわせ、戸と惑まどう瞳でこちらを見あげる。

「あ、あのっ……、こんなときまで子ども扱いですか……？」

「あ──」

　柄がらにもなく動どう揺ようしたとき、無情にも広間から呼び出しがかかった。

　整った肌に薄く化粧をのせたフリーダは、拗すねたように前を向いてしまう。

（違う、そうじゃない！）

　しかし本心を──きれいだと伝える前に、時間がきてしまった。




　千の燭しよく台だいの炎に照てらされた広間に、要人たちが集う。

　その中央を通って玉ぎよく座ざについた父王に、フリーダと王子たちは跪ひざまずいた。

「頭をあげよ」

　広間に響ひびき渡ったその声に、四人は顔をあげる。

　父王のそばに母の姿はない。アリオスの前に出るのはひかえるよう、父から言われたのかもしれないが、フリーダは少し安あん堵どしていた。

　自分が何者かわかった今も、彼女と自分が親子であることに変わりはない。

　以前よりは彼女の心に歩み寄れるような気はするが、気持ちは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変えられるものではない。だが──少しずつ変えていけたらと思う。

「やっぱアリオスって、エリク様に似てるよな」

「王の御ご前ぜんだぞ、静かにしろ……ウルブ・レイブ」

　アリオスにたしなめられウルブが黙だまると、宰さい相しようが大きく咳せき払ばらいをした。

　それから、今回の試練でフリーダたちが直面した出来事を総そう括かつした文章が、淡たん々たんと読みあげられる。

（九日ここのか九きゆう夜や……あっという間だったな）

　思い出すのは、山道で灰色の男に襲おそわれたこと。衝しよう撃げきだったロキとの出会い。寝ね坊ぼうに大だい遅ち刻こくの朝。それから十六年前の真実を聞かされた夜、ロキの野望を知った休きゆう暇か日び。

　そして防ぼう壁へきの上で抱きしめられた雪の──

（って、全部アリオスとの思い出じゃない!?）

　なぜか一人で赤面するフリーダを、右隣のアリオスが不ふ思し議ぎそうに見つめてくる。

（な、なんでもないですってばっ）

　慌あわてて首をふるふるすると、アリオスはなんのことやらという顔で前を向いた。

　ほっとするフリーダはさておき、報告は、トルワルドと巨人スルトのその後についても及およんだ。

　巨人スルトたちは運命の女神ノルン審議会を通し、速すみやかに帰国の準備に入るという。

　そしてトルワルドについては、フリーダも胸を痛める結果となった。

　彼のおこした事件は戦士団内の問題におさまらず、国を裏切った反はん逆ぎやく罪ざいを問われ、これから国内の代表が集って民会シングを開き、事実の追及と処しよ罰ばつの内容を検討していくという。

　民会シングで決定したことを実行に移す権利を持つのは王だけだが、さらなる検討が必要な案件は、四カ国の王が集う連邦会議アルシングに持ち越される。

（トルワルド……）

　思いだすだけで胸がつまる。──だが戦場の女神ヴアルキリーを続けるなら振り返ってはいけない。

　アリオスの叱しつ咤た激げき励れいを胸に刻きざみ、フリーダは顎あごをあげ、毅き然ぜんと前を向いた。

「では、今回の試練の評価を申し渡す」

　王おう笏じやくを握にぎる父王の言葉に、フリーダは息を止めた。

　隣に並ぶアリオスもギルフィも、そしてウルブも。全員が息を吞んで結果を待つ。

　広間に集まった大勢の人間が注目するなか、王は言った。

「──合格だ。四人ともよくやった。予想もしていなかった活かつ躍やく、みごとだ！」

　王が満足げに手を叩たたくと、広間中からわっと歓声があがった。

　貴き賓ひん席せきに座るトルヴィークやフレイヤルの要人も、ほっと胸を撫なで下ろしている。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆを浴びて、最初はぽかんとしていたフリーダだが、アリオスの「礼を」という声に、四人揃そろって頭を下げる。

「──ありがとうございます！」

　頭を下げたまま、フリーダはこっそりと王子たちと目配せし笑い合う。

　こんなに嬉うれしいことはない。

　それぞれに抱かかえる事情はあるが、全員が目的を果たせたのだ。

　王は朗ろう々ろうと響く声で言った。

「では四カ国の王位継承者を代表して──オーディンレイ王エリクの娘、王女フリーダ、挨あい拶さつを」

「は、はい！」

　立ちあがったフリーダは王に一礼して、広間に集った人々のほうを向く。

　たくさんの視線を浴び怯ひるんだが、ほぼ真正面の位置に立っている人物を見て、フリーダは大きく目を瞠 みはった。

（あの人は……！）

　礼服に身を包んだ男が、こちらにわかるよう、手に灰色の覆ふく面めんを持っている。

　彼の周囲にいる者も皆同じ灰色の布を持っているので、すぐにわかった。

（山道で私を襲った、アリオス擁よう立りつ派！）

　アリオスも彼らに気づいたようで、密ひそかに腰の剣に手をかけているのが見えた。

　しかしフリーダは「大だい丈じよう夫ぶ」の意味を込め、彼の腕にそっと触ふれる。

　彼らは皆フリーダの正面で、挑いどむような目つきで立ち、さあ聞かせてみろよと言わんばかりの態度だが──フリーダは深呼吸をして、心を落ち着けた。

「まず、私たちを支えてくださったすべての皆様にお礼を申しあげます。……私はこれまで、私を迎えてくれた父母、そして国民の皆さんに恩おん返がえしをしようと必死でした。強い王になって役目を果たすことこそが使命だと、疑うたがいもしなかったのです」

　声が震えて、うわずっている。

　こんなにも人の反応が怖いのは、いつものように大臣たちに用意された文面を暗唱しているのではないから。初めて、自分の心から出た言葉で語っているからだ。

　震えながらも、フリーダは灰色の男をまっすぐ見み据すえる。

「けれど今回の試練を終えてみて、私、今までになくこの島が──アースランドが愛いとおしいんです。王女の義務と責任は理解していますが、私個人の願いとして……王になって、ここにいる三人の王子たちと、アースランドの未来を築きずけたらいいなって思います！　どうか見守ってくださると嬉しいです。ご静せい聴ちようありがとうございましたっ！」
















　いつもの王女らしくないたどたどしい演説に、広間はしんと静まり返る。

　フリーダはこれまで、自分から何かを望むことなんてなかった。

　何事もそつなく、目立ちすぎないよう無難にこなしてきた王女が抱いだいた願い事は、あどけなく率そつ直ちよくだった。王までもがあっけにとられるほどに。

　もうどうにでもなれと、フリーダはぺこりと頭を下げて、もとの列に引っ込んだ。

　しんと静まり返った広間に、その後何事もなかったように宰さい相しようの司会が響き渡る。

「え……えーでは次の案内に移ります。このあとの予定ですが──」

（終わった……でも不思議と後こう悔かいはないわ）

　晴れ晴れとした気持ちで膝ひざをつくフリーダのドレスを、ウルブがつんと引っ張る。

「おまえなー、作文読んでるんじゃないんだから、今のはないだろーが！　……でもまあ、ありがとよ」

　照れたように頰を搔かくウルブに目を細めると、今度はギルフィがため息をつく。

「困るよフリーダ。きみがああいう嬉しいことを言うから、俺もこの立場を下りにくくなってしまうんだ」

　苦笑いを浮かべるギルフィに、焦って「下りないでね？」と念押しすると、隣でアリオスが「フリーダ」と名を呼んだ。そちらを見ると、アリオスが密ひそかに後方を指さしている。

「……後ろを見てみろ」

「後ろ？」

　まるで秘密を共有するみたいに、アリオスと一緒にそっと後ろを見ると、灰色の男たちがなんだか楽しそうにこちらを向いて囁ささやき合っている。

「おまえの演説が気に入ったらしい。そのうちまた接触してくるかもしれないぞ。……今度は殺しに来るのではなく、おまえがどんな人間か知るためにな」

「そうでしょうか……いえ、そうなるようにがんばらなくてはですね」

　不安と希望が入り交じった目をあげると、アリオスははっとした表情を浮うかべた。

　そしてじっとフリーダの顔を見つめたあと、居い心地ごこちが悪そうに顔を背そむけてしまう。

「……どうも調子が狂くるうな」

「アリオス？　どうしたんですか？」

「いや……今日はずいぶん雰囲気が違うようだから」

（……？　いつもと服装が違うだけなんだけどな……？）

　アリオスが続きを言おうとしたとき、祝しゆく宴えんの開始を告げる王の声が、広間に響き渡った。
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　その夜、フリーダはまだ暗いうちにふと目を覚さました。

（あれ……？　まだ朝じゃないのに、外が明るい）

　寝台を下りて窓辺に寄ると、空には宝石箱を返したような星の海が広がっている。

　明るいのは、空の星と雪明かりのせいだったのだ。

（きれい……）

　あれから祝賀の晩ばん餐さん会かいは遅くまで続いた。

　四人とも挨拶に追われてまったく話すことはできず、積もる話は明日にしようと解散したのが数時間前のこと。──けれどあと数時間後には、別れの日が来てしまうのだ。

（明日は、みんな国へ帰ってしまうのね）

　他国の王子たちなのだから、しかたがない。ずっと一緒にいるのは不可能だ。

　しかしそれでもさびしい。これから長い冬が終わるまで会えないなんて。

　窓辺に座り切なさを抑え込んでいると、ふいに旅装の青年が雪の上を横ぎっていく。

　大きな荷に物もつを背せ負おった青年は──アリオスだ。

（あの大荷物……まさか、今からテュールアークへ帰る気!?）

　病気の王を残してきて心配なのはわかるが、急すぎる。

　寝間着のまま、毛織物一枚を羽は織おったフリーダは、とっさに部屋を飛びだした。

　王宮ヴアラスキヤルヴ内の広大な敷地を駆かけ、門を抜け橋を渡り──王都の目抜き通りを、一頭の馬が残した足あし跡あとを追って走る。

　まだ誰も目覚めていないひっそりとした都みやこを抜けると、民家は急に途切れる。

　そこから先は見渡すかぎりの雪原だ。遠くに黒々とした岩の山脈が横たわる雪の荒こう野やを、まっすぐ切り裂さくように伸びる街道に、アリオスはいた。

「アリオス！」

　馬上で振り返ったアリオスは、驚きで口をあける。

「フリーダ。おまえ、どうして……！」

　馬を下りたアリオスに追いつくと、フリーダは息を切らして立ち止まる。

「……か、帰るんですか？　テュールアークに」

　走ってきたのかと驚きの目を瞠るアリオスは、「ああ」と言って道の先を見やる。

「ずっと気になっていたからな。試練が終わったのだから少しでも早く戻ろうと思って。……急ですまない、おまえには伝言を残してきたんだが」

　国王が伏せっているテュールアークの統とう治ちは、実質上アリオスが行っていると聞く。

　内政がまだまだ安定しないなか、彼を試練に参加させるだけでも大きな決断だっただろう。

　すまなさそうに微び笑しようするアリオスに、フリーダはふるふると首を横に振る。

「事情はわかっています。ただあの……」

「こんなところまで追いかけてきたということは、王宮で何かあったのか？」

　顔をのぞき込まれ、慌ててうつむいたフリーダは、夜着のスカートの前を両手で摑み、むっとした顔をあげる。どうしてわからないのだ、という抗こう議ぎを込めて。

「何もないです。でもこのまま別れるのはさびしいと思ったんです！　いけませんか？」

　きょとんとしたアリオスは、やがてまじめな顔になり、フリーダの手を握った。

「────。それだけのために、こんな無む謀ぼうな格好で追って来たのか？」

　自分でも、体が芯しんまで冷えきっているのがわかる。体温がいつもより低下しているから、アリオスの手がこんなにも熱く感じるのだ。

（心配をかけるだけなら、来るべきじゃなかったわ……）

　世界樹ユグドラシルから託たくされた娘が、自分から進んで無謀なことをすれば、アリオスも困こまるだろう。

　大人しく帰ろうとすると、軽く握られていただけの手が強く摑まれ、引き留められた。

（えっ？）

　ぴんと伸びた腕から視線をあげると、目が合ったアリオスは怒ったように言った。

「待て。別れを告げずに出てきたのは、それなりに事情があるんだぞ。言いたくないから告げずに出てきた、とは思わないのか？」

　まじめな顔で告げられた言葉に、フリーダはこぼれそうに目を見開く。

（それってもしかして、別れを言うのはさびしいから……!?）

　アリオスも、別れがたいと思ってくれていたのだろうか。そこまで言ってくれるのを期待して見あげると、アリオスは無言で外がい套とうを脱ぎ、フリーダに着せようとする。

「い……いいです！　もう目的は果たしましたし、帰りますから……あっ！」

　フリーダが身じろいだとき、突然、青白い光の帯が空をひらめいた。

　星の瞬またたく北の空にあらわれた、ドレスの裾のような襞ひだ。

　それは留とどまることなく揺ゆれてうごめき、群ぐん舞ぶを舞うように輝く。

　突然始まった天上の舞ぶ踏とう会かいに、二人は並んで顔をあげて見入ってしまう。

「──極光オーロラだ」

　寒さなんてどうでもよくなるほど、光の舞は美しかった。

　初めて見るわけではないのに、どうしてこんなに胸を打つんだろう。

「わぁ……すごい！　すごいですねアリオス！」

　夢中で空を見上げ、白い息を吐はき手をあたためる。

　すると、ふいに後ろからあたたかな外套がフリーダの体を包み込んだ。

　自分の外套の前を開けたアリオスが、震えるフリーダを胸の中へ抱き込んだのだ。

「……っ、あ、あの」

「極光オーロラが消えるまでのあいだだ。そうしたら送っていくから、入ってろ」

　耳にかかる優しい吐と息いきに、どきっとする。背中にアリオスの胸がぴったりと重なり、とくとくと規則正しく刻む鼓こ動どうが、自分のものと重なっていく。

　そのときフリーダは気づいた。この極光が特別なのは、彼と見ているからだ。

「……いいところだ。こんなにきれいな場所を、俺は他に知らない」

　そうなのだろうかと、フリーダはアリオスと同じ空を見る。

　他の国なんて知らない。知っているのは大地を揺らし灰を降らせる火山。

　氷ひよう河がを渡る冷たい風、荒々しい荒野。──厳しくて色の少ない自然だけ。

　それでも、この世界を美しく思える日が来るなんて。

　胸が甘あまやかに疼うずいて止まらない。何かがここから飛び出したがっている。

　ふっとその気持ちを認めたとき、心の中で美しい鳥が羽ばたいた。




（恋をしたんだわ……私）




　世界中が祝福してくれているかのように、極光オーロラは大空で舞い続ける。

　星も雪もきらきらと輝くなか、フリーダはアリオスを振り返った。

「……あのっ、伝言って、なんだったんですか？」

　アリオスは一瞬動きを止め、なんのためにそれを？　という目でフリーダを見おろす。

　王宮ヴアラスキヤルヴに戻ればわかることなのにと渋しぶりながら、彼は少し恥はずかしそうに言った。

「うっかり伝え忘れていたことだ」

「なんです？」

「……昨夜のおまえはとてもきれいだったと……」

「……っ！」

　照れくさそうに言って、アリオスは「上、見てろ！」とフリーダの頭を動かす。

　言われなくても、恥ずかしくて顔が見られない。

　冬は極光オーロラの季節だ。きっと見るたびに今日のことを思いだすだろう。

　降るような星空を見あげ、フリーダは幸福に白い息を吐く。

　美しい冬よ、早く来て！


（完）
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　こんにちは、緑みどり川かわ愛あ彩いです。このたびは「世せ界かい樹じゆの王おう冠かん　─四人の王おう位い継けい承しよう者しや─」をお手にとっていただき、ありがとうございます！

　私にとって十冊目となるこの作品は、北ほく欧おう神しん話わが実際に起きたこととして歴史に刻きざまれている、架か空くうの世界が舞台になっています。

　序じよ章しようで短く紹介させていただきましたが、ここで北欧神話について補ほ足そくを。

　北欧神話とはノルウェー、スウェーデン、デンマーク、そしてアイスランドに伝わる神話であり、オーディン、グングニル、ラグナロクなど、名前だけでも失神しそうにかっこいいモチーフがたくさん出てくるお話です。皆様の中にも「もちろん知ってる、好き！」という方は多いのではないでしょうか。

　作中に出てくるアースランド連れん邦ぽうというのは、アース神族の世界アースガルドとアイスランドを合わせた名前です（ひねりがないのはご容よう赦しやを……）。

　もともと寒い国が好きで、以前はアラスカにも行きましたし、「～の果て」という言葉に惹ひかれるところがあり、発見された当時「世界の果て」と呼ばれていたらしいアイスランドには、絶対に行ってみたいと思っていました。

　そこでこのお話を思いついたのも何かの縁えんと、旅してきました。アイスランド！

　壮大な滝や間かん欠けつ泉せん、地球の割れ目ギャウ、溶よう岩がん迷めい路ろ、月面世界のような巨大クレーター、どこまでも続く荒こう涼りようとした大地……ファンタジーな景観をしっかり感じてきました。

　この旅で、主人公たちが生きている世界のイメージは完全に固まりましたが、それを皆様に少しでもお伝えできているといいのですが……！

　最後にお礼を申し上げたいと思います。

　挿さし絵えを担当してくださった花はな邑むらまい様。最初はただの「フィッシュボーンおさげ」設定だったフリーダに、可か愛わいらしいアレンジを加えて今のようなヒロインヘア（私はそう呼ぶことにしました）の可か憐れんな姿を与えてくださって、ありがとうございます。アリオスをはじめ男性陣も全員かっこよく描いていただけて、私は幸せ者です！

　担当様、制作に関わってくださったすべての皆様、今回も迷めい惑わくをかけっぱなしですが、皆様のおかげでなんとか世に出すことができました。いつも感謝しています！

　そしてこの本を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます！　王女フリーダと三人の王子たちの物語、どこか少しでも楽しんでいただけたら嬉うれしいです！

　それではまた、皆様にお会いできることを願って──。
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